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〝あの頃〟の記憶は、随分と薄れてきているけれど、ふとした時に思い出す。

　──それは野のの宮みやで、斎さい王おうとして神に仕えていた日々のことだ。

　青々とした竹林に囲まれた小こ路みちを進んでいくと、木の門が見えてくる。

　高い塀に囲まれているため、外から中の様子はよく分からないが、そこが特別な場所であり、選ばれた者しか足を踏み入れることができないことは知られていた。

　広い庭園の中には拝殿と母屋、離れがあり、ひと時だったが、当時の自分はそこで生活をしていた。

　母屋で祖母や側仕えの者たちと日常生活を送り、拝殿で早朝から祈き禱とうをする。

『離れ』は、斎王が心身を落ち着かせるためにと用意されていた茶室のような小屋で、誰にも邪魔されず一人きりでゆったりとした時間を過ごすことが許されていた。

　自分はそこで、風の囁ささやき、雨の音、曇の流れ、星の瞬きを感じながら、歌を詠み、琴を奏でて、あの方を待っていたのだ。

　──こんな風に前世を思い出すと、懐かしく、愛いとしく、胸が締め付けられるような感覚がある。

　特に野宮でのことは、切なさとやりきれなさに目頭が熱くなるのだ。

　昔の実らなかった初恋を思い出すというのは、こういうものなのだろうか？

　当時、恋心を抱いていたのは、龍りゆうの化身だった。艶つややかな黒髪、烏え帽ぼ子しに水干を纏まとった美しい青年の姿をしていて、名を『驪リ龍リヨウ』といった。

　斎王として、神託を告げることを仕事としていた当時の自分は、その仕事を誇りに思い、いつも彼の降臨を心待ちにしていたのだ。

　思えば、あの方が訪れるのは、黄昏たそがれ時が多かった。

　離れから望む美しい夕日は、今も鮮やかに瞼まぶたの裏に浮かぶ。

　夕陽が夜の蒼あおに溶け、何もかもが混ざり合う。

　鳥が自分の山へと帰って行く先に、月と星が瞬いている。

　りん、と鈴の音が鳴り、花のような果実のような香りが部屋を包むと、それは降臨の前触れだ。

　自分は居ても立っても居られない気持ちを抑えて、膝ひざをついて座り、畳に両手を当てて、深く頭を下げる。

『頭をお上げください、斎王』

　頭上に届く、優しい声。

　自分は勢いよく顔を上げたい気持ちを堪こらえて、ゆっくりと面を上げて、『宮様』と、微笑む。

『何か変わったことはありましたか？』

『はい、左さ近こん衛えの大だい将しように聞いたのですが、今は主上おかみは苦しい立場にあるようでして、まさに試練の時だと……左近衛大将もとても憂えておりまして……』

『では、左近衛大将にお伝えください。試練は主上だけの大切な宝なのです。主上を支えるのは大いに結構ですが、共に憂えた心持ちになる必要はありません』

『宝……ですか？』

『ええ、試練が壁ではなくて、さらに良い世界へ続く扉だと気付いた時に、主上はその扉を開ける鍵かぎを手にすることができるのです。ですから左近衛大将は、主上を信じて見守ると良いでしょう』

『──分かりました。そう伝えます。それも森羅万象の思おぼし召しなのですね』

『そうですね』

　その頃の自分は、彼に様々なことを教わった。

　森羅万象のからくり、因果が巡るということ。

　自然や月や星が、自分たちに伝えること。

　そして、囲碁だ。

『離れ』で、夜が更けるまで碁を打っていたことがある。

　碁盤に石を置く音は、不思議と今も鮮明に覚えているものだ。

　あの方がその気になれば、すぐに勝負はついただろうに、いつも指導するように碁を打ち、そして決してわざと負けるようなことはしなかった。

『それは、あなたに対して、失礼なことですから』

　扇で顔を半分隠して、愉たのしそうに目を細める。

　最後に彼に会った夜を思い返すと、今も胸が詰まる。

　久々の来訪だった。

　彼は、自分を前に少し驚いた様子を見せていた。

『わたくしには、時の概念があまりないのですが、もしかしたら、随分と久しぶりでしたでしょうか』

　三か月ぶりであることを伝えると、こうも言ったのだ。

『まことに、人の子の成長は早くて驚かされます。いつの間にか、あなたはこんなに大きくなられていたのですね』

　たった三か月で、何がそんなに変わったというのか、自分には分からず、その時は笑って受け流した気がする。

　その後、他愛もない話をした後で、自分は大事なことを訊きこうと顔を上げた。

『──あ、宮様』

『なんでしょうか』

　驪龍はいつものように、にこりと微笑む。

『中秋の名月の夜は、晴れますでしょうか？』

　これは、左近衛大将に求められていた神託だ。

　中秋の名月の夜、主上が管かん絃げん祭さいを開く予定を立てていた。

　ただの宴うたげのようだが、そうではない。

　貴族たち皆の心を一つにしたいという、主上にとって大事な祭事だった。

　そんな時に雨に降られてしまっては、『あの主上は天に愛されていない』と見限る者が出てくる可能性もある。本気でそう思うかはさておき、何かきっかけを作って失脚させたい存在ものは周囲にいくらでもいた。

　晴れならば、問題はなく宴は開かれるだろう。

　もし、驪龍が『雨が降ります』と教えてくれれば、宴を延期にするに違いない。

　そうして中秋の名月の夜に本当に雨が降ったなら、『主上の仰おつしやった通りに雨になった』と威光を集めることになる。

　自分の問いに、驪龍はゆっくりと窓の外に目を向けた。

　夕暮れの東の空に、月が瞬いている。

『……そうですね、今こ宵よいの月夜のように、一晩中晴れ渡るでしょう』

　良かった、とその時の自分は胸に手を当てたのだ。

　だが、そうはならなかった。

　中秋の名月の夜は、災害につながるほどの土砂降りとなった。

　主上の立場は悪いものとなり、自分は失脚して、斎王の座を追われてしまうこととなった。

　思えば、あの時、彼は、どんな表情をしていたのだろう？

　思い出すことができない。

　いつものように微笑んでいたのか、それとも外の方を向いたままだったのか……。

　すべて深い思慮があってのこと、と今も信じている。

　だが、ふとした時に、どうしても胸を掠かすめてしまう。

　なぜ、彼はあんな噓をついたのだろう、と────。




　　　　＊　＊　＊




　櫻さくら井い小こ春はるは、ベッドの上で何度か寝返りをうち、チェストの上にある置時計に目を向けた。

　深夜二時を過ぎている。

「……眠れない」

　もう寝ようとベッドに入ったのだが、ふと、驪龍のことを思い出してしまったため、胸が騒いで寝付けなくなってしまっていた。

　眠りにつくまでとタイマーをかけていたエアコンも、いつの間にか止まっていた。

　どうりで、暑いはずだ。

　小春は起き上がって、ミネラルウォーターが入ったペットボトルを手にする。

　それを口に運びながら、ふと窓の方に目を向ける。カーテンの隙間から、月の光が射しこんでいるのが見えた。

　それにつられるように、小春はペットボトルを置いて、窓際へ向かった。

　どちらにしても暑いに違いないと思ったが、空気の入れ替えをしたいと思い、窓を大きく開けると、意外にも涼しい風が吹き込んできた。

「気持ちいい」

　まとわりついた汗を拭ぬぐってくれるかのような爽さわやかな風に、小春は心地よさに目を細める。

　この辺りは、普通の住宅街。東京といえども眩まぶしいネオンなどは見えず、広がっているのは、マンション群だ。

　深夜ということもあり、明かりのついている部屋もほとんどなく、とても静かだ。

　月明りの下、真っ暗な高層住宅が建ち並ぶ様子は、まるで人のいなくなった街のような空虚さを感じさせる。

　夜空を仰ぐも存在を示しているのは月だけで、星はほとんど見えない。

　かつては当たり前で、気にも留めていなかったことだが、東京の夜空に、今はどうしようもなく寂しさを感じていた。

　京都の夜空を思い出す。

　京都は政令指定都市で、世界的にも有名な町だ。だが、条例により高い建物やネオンが他の町に比べて、とても少ない。

　そのため、深夜の空は、星がとても綺き麗れいだった。

　以前、宗そう次じ朗ろうに連れて行ってもらった納涼床から眺めた夜空を思い出す。

　煌こう々こうとした月に、瞬く星々。

　祇ぎ園おんという艶あでやかな町から望む美しい夜空と鴨かも川がわに浮かぶ月の影は、まるで現実世界の光景とは思えないほど幻想的で、感動を覚えた。

「チームのみんなと行った鞍くら馬ま山やまで見た夜空も感動したな……」

　鞍馬山の、星空はさらに凄すごかった。

　星がまるで降ってくるかのように大きく見えて、宇宙が近い、と思ったほどだ。

　そんな鞍馬の地で、チームの皆と共にわいわいと楽しく過ごし、真夜中に奮闘したことを思い出しながら、小春は口くち許もとを緩ませる。

　同時に、鼻の奥がつんとして、じんわりと目頭が熱くなった。

　思わず泣きそうになっている自分に、小春は戸惑いながら目を擦こする。

　今、胸に広がっているのは、『早く京都に帰りたい』という想い。

　ここが自分の家だというのに、そんなふうに思うなんて両親に申し訳ない気持ちになるが、正直な想いだった。

　だが、今すぐに帰ろうと思わないのは、恋人の賀か茂も澪れい人とも東京にいるためだ。

　澪人だけではない。叔父おじの宗次朗もだ。

　そして──。

「若わか宮みやくんも……」

　若宮は、水干を纏まとった幼い少年の姿をした龍りゆう神じんであり、驪龍と同一神だ。

　彼は今、少年の姿で現われる。

　若宮の姿を思い浮かべると、小春の胸がちくりと痛んだ。

　野宮での、驪龍と最後に会った夜のことを思い出したのもあるが、先日、若宮が自分の前に現われたことも関係しているのだろう。

　久々の再会だった。

　せっかく会えたと思ったのに、煙のように消えてしまったのだ。

　一体、どこに行ってしまったのか……。

　澪人が言っていた通り、あの少年に出会ったことが関係しているのだろうか？

　あの少年は、何者だったのだろう？

　小春は、日ひ枝え神社ですれ違った不思議な少年を思い返した。

　髪も肌も真っ白という神秘的な外見。

　離れていた時は分からなかったのに、すれ違った瞬間、電気が走ったかのように、強い力を秘めていることが伝わってきた。

　少年に気を取られていると、いつの間にか若宮はいなくなっていた。

　彼は今、あの少年と共にいるのだろうか？

「もしかして、若宮くんが私に会いに来てくれたのは、あの男の子のところに運んでもらいたかっただけなのかな？」

　そう口にしたことで、さらにもやもやが胸に広がった。

　小春はそれを振り払うように頭を振り、空を見上げた。

　丸みを帯びた半円の月。

　それは、まるで龍の目のようだ。

　もしかしたら、今も彼はこんな自分を見下ろして、愉たのしそうに微笑んでいるのかもしれない。

　やがて、雲が月を隠し、辺りはさらに暗くなる。

　今の夜空のように、真実が雲に隠れて見えない。

「あなたは今も昔もかわらず、よく分からない……」

　雲の向こうで、ぼんやりと光る月を見上げながら、小春はぽつりと零こぼして苦笑した。








第一章　まわる縁と神の器。
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　今、チーム『ＯＧＭ』のメンバーは、京都と東京の二手に分かれている。

　離れていても以前と変わらずに意思疎通ができるようにネットを使って、定期的に打ち合わせをするようにしていた。

「思えば、ネットを使って打ち合わせって、ベンチャー企業みたいやね」

　澪人は、タブレットを用意しながら、くすりと笑う。

　本当ですね、と小春も微笑む。

　今、ここは澪人が滞在する関東本部（以下『東、東の本部』）の宿舎の部屋だ。

　チーム『ＯＧＭ』がネットを使って打ち合わせをする際、小春たちは澪人の部屋で、京都チームは、祇園の『さくら庵あん』二階に集まっていることがほとんどだ。

　今日も例に漏れず小春は、澪人の部屋を訪れて、京都の仲間たちと通信をする時間を待っていた。

　打ち合わせは午後一時半を予定している。

　約束の時間まで、あと二十分。まだ少しあった。

　小春は、午前中は自宅で勉強に勤いそしみ、つい先ほど澪人の部屋に着いたばかりだ。

　彼が淹いれてくれた冷たい緑茶を口に運んで、ふぅ、と息をついた。

「外が暑かったから、すごく美味おいしいです」

　部屋は、適度に空調が効いている。

　肌に触れる革張りソファーの冷たい感触さえも心地よく感じた。

「そら、良かった。東京の夏は、京都と違ちごた暑さやね」

「そうですね。京都は蒸し風ぶ呂ろのような暑さですが、東京はフライパンの上にいるような暑さというか」

「フライパンの上て。言い得て妙やね」

　澪人は、愉しげに目を細める。

　今の彼はＴシャツにハーフパンツと、珍しいくらいにラフな出いで立ちだ。

　思わずジッと見詰めると、澪人は「どないしました？」と小首を傾げる。

「いえ、今日の澪人さんは、いつもよりずっとラフですね」

　澪人は、ああ、と小さく笑う。

「今日は朝から水干を着てたんや。東の本部長と川かわ瀬せさんの三人で打ち合わせをして、その後に本殿で祝詞のりとを上げて、そんなんで汗をかいてしもたさかい、さっきシャワーを浴びて、着替えたばかりなんや」

『川瀬さん』のフルネームは、川瀬博ひろ也やという。

　この陰おん陽みよう師じ組織の審神者さにわであり、優秀な西洋占星術師でもあった。

　眼鏡をかけていて、理知的ながらも優しそうな青年であり、西洋占星術を学び始めている小春は、密ひそかに彼を師と仰いでいた。

「そうだったんですね」

　言われてみれば、髪も完全に乾ききっていないのか、いつもより艶つややかに見える。

　澪人は、そやねん、と頷うなずきながら、小春の隣に腰を下ろした。

　その瞬間、ふんわりと流れてくるシャンプーの香り。

　ふと、澪人が髪を洗っている姿が、小春の頭を過よぎる。

「…………」

　それは霊視ではなく妄想であり、小春は強くなった鼓動を誤魔化すように、コップに目を落とした。

「……小春ちゃん？」

　俯うつむいたままの小春を見て、澪人は不思議そうに顔を覗のぞく。

　小春は慌てて顔を上げた。

「本部長と川瀬さんの三人で、よく話しているみたいですけど、川瀬さんはやっぱり組織に於おいてすごい方なんですか？」

「そうやね、審神者やし……」

　審神者とは神の声を判別できる者であり、この陰陽師組織では、陰陽師たちのリーダーでもある。

「ほんで彼は元々、宮内庁の人間やねん」

　あまりに意外な話に、小春は、えっ、と目を瞬まばたかせた。

「宮内庁の方だったんですか？　ということは元公務員？」

「そうなんや。彼は元々、この組織との連絡役をしたはったんやけど、特別な力を見込まれて、スカウトされてきたんや。そういうこともあって、本部長も一目置いてるていうか」

「どうりで川瀬さん、他の陰陽師とは違う雰囲気だと思ってました」

　陰陽師組織に属している者は、澪人もそうだが、どこか『陰』の空気を纏まとっている。

　だが、川瀬は『陽』の雰囲気なのだ。

　それは、表の世界で生きてきた故のことかもしれない。

「今朝の三人での話し合いの時、東の本部長に、禍まが津つ日ひの神かみの封印が解かれたことを報告したら、もっとその情報が欲しいて言われたんや。今後はさらにＯＧＭの京都チームと連携を取って、様々な情報を集めていくつもりやて答えたんやけど」

　そう告げた澪人に、小春は強く相あい槌づちをうつ。

「私もそれがいいと思います。この問題は、東京のことだけではなくなっていますし」

「ほんまや」

「でも、その前に……」

　申し訳なさそうに肩をすくめる小春に、澪人は「なんやろ？」と首を伸ばした。

「これまで起こったことを頭の中で整理したいなって……。なんだか、こんがらがってきている気がしまして……」

　澪人は、「そやね」と立ち上がって、ノートとペンを手に戻ってくる。

「ほんなら、まとめてみよか。まず、分かったことは、これやね」

　澪人はノートを開き、さらさらとペンを走らせた。
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　すっきりと読みやすい綺き麗れいな文字だ。

　その一文を見ながら、小春は、そうですね、とつぶやいた。

　このことは、ＯＧＭメンバーで、由緒正しき陰陽師一族の末まつ裔えいである安あ倍べ由ゆ里り子この報告で明らかになったこと。

　彼女は、一条戻橋で『召喚の術式』を行った形跡を発見したのだ。
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「前にも話したんやけど、禍津日神はイザナギの禊みそぎから生まれた『災厄の神』といわれているんや」

　澪人は神の名を書きながら、禍津日神についてあらためて話してくれた。

　国産み・神産みを行った夫婦神、イザナギとイザナミ。

　とても仲なか睦むつまじい夫婦だったが、妻のイザナミは火の神を産んだことで大火傷やけどを負って死んでしまう。

　嘆き悲しんだ夫のイザナギは黄泉よみの国へとイザナミを迎えに行くのだが、イザナミは既に腐敗していた。

　そのことから、夫婦は諍いさかいを起こし、結果的にイザナギは黄泉から逃げ帰る。

　イザナギは穢けがれを浄めるために禊を行い、その時に『禍津日神』は、誕生したとされていた。

　高名な陰陽師一族として知られる安倍家の現当主で、由里子の大おお伯父おじの安倍公こう生せいは、一条戻橋に出たものを『黄泉の穢れ』と称している。

　名前は強い力を持つ。

　おそらく彼は、禍まが々まがしい神の名を口にしたくないのだろう。

「禍津日神を召喚したのは、おそらく、『凶きよう星せい』の仕業や」
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　と、澪人はノートに書く。

『凶星』とは、澪人たち陰陽師組織がつけた呼び名だ。

　彼らが、『逆五ご芒ぼう星せい』をシンボルとしていることに由来する。

　五芒星は、結界や封印、解放を司つかさどる大いなる印だが、それを逆さにすると禍々しいものへと変わる。

　西洋では、『デビルスター』とも呼ばれているそうだ。

『凶星』のメンバーは、元々陰陽師組織で働く陰陽師だったが、力が弱まったがために組織を追われた者たちだということが分かった。

　霊力が失われても、彼らには、祈き禱とうや術などの知識はある。

　彼らは東京タワーに集まり、負の祈禱を行っていた。

　負の念は、灰色の大きな蛇の姿となって、タワーの先端から放射状に放たれていた。
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「まずは、東京の波動を下げることや……。『凶星』のメンバーは、禍津日神の力を最大限に発揮させるために、東京の波動を下げる必要があったんやろ」

　澪人は、険しい表情で、独り言のようにつぶやいた。

　禍津日神は、冥めい界かいのエネルギーを司る。

　それだけ聞くと、黒こく龍りゆうである若宮と同じなのだが、若宮との違いは、禍津日神は、『穢れ』から生まれていることだ。

　負の力と強く同調する。

　その地の波動が低ければ低いほど、その力を発揮し、世の中を破壊に導くそうだ。

「彼ら、『凶星』のメンバーは、もっともエネルギーの強い日に負の祈禱を行っていたんですよね……」

　小春は、確認しながら、ぽつりと零こぼした。

　負の祈禱が行われたのは、『満月』の日、その次に『下弦の月』の日だ。

　エネルギーが強い日のため、霊力がほとんどない元陰おん陽みよう師じたちの祈禱でも、それなりの効果はある。

　だが、そこはやはり組織を追われた陰陽師の祈禱。一気に強い負の念が放たれるということはなく、それはじんわりと広がっていった。

　それが逆に、東の本部の陰陽師たちへの目くらましになった。

　東京の波動は、少しずつ少しずつ、まるで秋から冬に向かって気温が低くなっていくかのように下がっていった。

　あまりに徐々に下がっていったため、東の本部の陰陽師たちもなかなか気付けなかった。とはいえ、何も感じなかったわけではない。

　妙な異変を感じ取ったため、東の本部は、関西本部（以下、『西、西の本部』）の審神者さにわ頭がしらである澪人に協力を要請したのだ。

　負の祈禱の場所を東京タワーに選んだのは、単に電波塔のため、広がりやすいということではない。それならば、より高いスカイツリーを選ぶだろう。『東京』という町の出生図を見た時に、東京タワーは、『太陽』に位置しているためだ。

　満月、下弦の月に続き、次は『新月』の日に、負の祈禱が行われるに違いない、と気付いた小春は、そのことを澪人に伝えた。

　そして小春の報告から、『凶星』のメンバーを取り押さえることができたのだ。

　そのことを評価された小春は、正式に協力の要請を受けることとなった。

「『凶星』のリーダーは、おそらく谷たに口ぐちさんやろね」

　澪人は、少し悲しげにペンを取った。
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　元西の審神者頭だ。

　京都の波動が乱れた際に、『魔』に取り憑つかれて、和かず人とを使って澪人を攻撃し、今は行方が分からなくなっていたのだが、東京タワーで負の祈禱をしていた『凶星』のメンバーの中に、谷口透の姿があったそうだ。

　川瀬が、逃げ去った谷口の姿を目撃している。

　また、その谷口が、宗次朗が世話になっている師匠──浅あさ草くさの和菓子店『風ふう林りん堂どう』の店主、風かざ林ばやし甚じん八ぱちの息子だということも明らかになった。

　父子は、絶縁状態となっている。

　近所の人の噂によれば、師匠は昔、幼おさな馴な染じみの女性と浮気をした。その人との逢おう瀬せの最中に、奥さんは病に倒れて、病院へ。

　激怒した一人息子の透は、母を連れて家を出たそうだ。

　風林の姓を捨て、母の旧姓の谷口を名乗っていた。

　東京で強い霊力を見込まれて組織にスカウトされた後は、西の本部長に憧あこがれを抱き、母親が亡き後、京都に移住したそうだ。

　小春は、ノートを覗のぞき込んで、うーん、と唸うなる。

「本当に複雑になってきましたよね」

「そやね。ああ、小春ちゃん、そろそろ時間や」

　澪人の呼びかけに小春は、時計に目を向けた。

　もう、約束の時間になる。

　小春は慌てて、タブレットの操作をする。

　午後一時半になると、画面の向こうに水みず原はら愛あ衣い、三み善よし朔さく也や、安倍由里子、賀茂和人の姿が映し出された。

　場所はいつもの『さくら庵』二階の和室──かつて澪人が使っていた部屋だ。

『コハちゃーん』

　前のめりになって、ぶんぶんと手を振る朔也の姿に、小春は思わず笑ってしまった。

　良かった、とホッとした気持ちにもなる。

　これは、愛衣に聞いた話だが、由里子は、朔也に告白をしたそうだ。

　だが、朔也はその想いを受け止められずに、断ってしまった。

　失恋した由里子は、当然ながら深く落ち込み、また由里子の気持ちを受け止められなかった朔也も、苦しそうな様子だった。

　このままでは、チームとしての活動も危ぶまれるのでは？

　と、愛衣が強く懸念している時、事態は思わぬ方向へと動き出したのだ。

　苦しい中でも真っすぐで芯しんが強い由里子の姿を見て、和人は文字通り、『恋に落ちた』。そして、その勢いのまま、由里子に告白をしたそうだ。

　あまりの急展開に、誰もが驚いたが、

『もしかしたら、兄さんは、自分も気付かないところで安倍君に惹ひかれていて、今回のことが大きなきっかけとなっただけかもしれへん』

　と、後から、澪人は笑って言っていた。

　一方、由里子はというと、朔也への恋心を失ってはいない。だが、和人からの想いを、嬉うれしく感じている様子だ。

　積極的な和人に、ただひたすら恥ずかしそうにしているらしい。

『由里子さんの照れる様子が、とても可愛くて、見ているだけで癒いやされるよ』と愛衣は笑って報告してくれた。

　どうやら、由里子が元気になったことで、朔也も復活したようだ。

　以前と変わらない皆の様子に、小春は胸に手を当て、安あん堵どの息をつく。

　東西のチームがつながったのを確認し、澪人がこほんと咳せき払ばらいをした。

「ほんなら、僕から話があります……」

　澪人の言葉に、画面の向こうで、愛衣、朔也、由里子、和人が姿勢を正す。

「そないにかしこまらんでもええよ」

　そう言うと画面の向こうの皆は、急にだらりと肩の力を抜いたり、頰ほお杖づえをついたりする。

　澪人は、極端やし、と微かすかに笑って、話を始めた。

「本日の午前中、東の本部長と話をして、報告を受けたんやけど、捕らえた『凶星』のメンバー二人は、未いまだに口を割ってないそうや」

　澪人の報告を聞き、和人が苦笑する。

『まぁ、陰陽師たちが、テレビドラマの刑事みたいに厳しい取り調べができるわけじゃないだろうしね』

「そやね。僕らは、そもそもそういう専門家ちゃいますし」

　澪人が息をつくと、由里子が少し前のめりになった。

『その二人は元々、賀茂君たちと同じ陰陽師だったのよね？』

「そうや。一人は東の本部、もう一人は西の本部に属していたて。これは、自供やなくて、こっちで調べたことやけど」

　その言葉に、皆は顔を見合わせる。

『東西の元陰陽師が仲間になってるんですね。西と東の陰陽師は、割と交流はあるものなんですか？』

　静かに問うた愛衣に、澪人は首を振る。

「審神者頭より上の立場にならへんと、交流はほとんどあらへん。僕も今回、東京に来て、ほとんどが初対面や。そやけど、『凶星』には、谷口さんがいるさかい、東西の人間がいてるのは不思議やないやろうね」

　小春も、そうですよね、と洩もらした。

「谷口さんは、元々東から西に異動した陰陽師ですもんね」

　東西の陰陽師と親交が深くても、不思議ではない。

『あのさ、今回捕らえた「凶星」の二人はかつてどうやって、陰陽師になったの？』

　と、朔也が前のめりになる。

「二人とも、個人的に除霊を請け負っていた人間で、その霊力を見込まれて、組織がスカウトしたそうや。けど、その霊力が弱なってしもて組織を卒業……て言うと聞こえがええけど、つまりはクビやね」

　クビ、という残酷な言葉に、皆は苦々しい表情になる。

　陰おん陽みよう師じは、霊力があってこそであり、その力が失われたなら、除名となるのは仕方がないことなのかもしれない。

　だが、そう簡単に割り切れないのが、人間の性さがだろう。

　小春は苦々しい気持ちで、目を伏せる。

　すると愛衣が『あの、いいですか』と手を上げた。

「どうぞ」

『「凶星」のメンバーは、法律上罪を犯していたわけではないのに、拘束しているのは問題にならないのでしょうか？』

　澪人は痛いところを突かれたとばかりに、「そやねん」と額に手を当てた。

「あかんのやけど、なんていうか、治外法権なんや」

『治外法権』

　皆は口を揃えて、ぽかんとする。

「ある程度、国も黙認してくれるんや。実際、悪質な怨おん霊りようを召喚して、政治家を呪い殺そうとする輩やからもいてるし、そういうんは、警察の手に負えへんことやから、こっちの管轄やねん。公にはなってへんのやけど」

　なるほど、と皆は相あい槌づちをうつ。

「そやけど、そう長くは無理や。連中も分かってるんやろな。最初は動揺していたのか、ちょっとは話してくれてたんやけど、今はまったく話さへん。『凶星』のメンバーが何人いるのか、ほんまのところ、リーダーは誰なのか、真の目的はなんなのか、まったく分からへん」

　はあ、と息をつく澪人に、皆は黙って相槌をうつ。

「そやけど、捕らえた二人は、除名された元陰陽師。霊力は、ほとんどない状態や。おそらく他の仲間も同じようなもんやて思う。とすれば、『凶星』はリーダーがあってこその組織や」

　皆は、たしかにそうかも、と顔を見合わせる。

「『禍津日神』が、首都に放たれるていうのは、国家の一大事。ほんまに大変なことや。ほんでも、この件は、『リーダーを捕らえる』ことでなんとかなる」

『つまり、大将の首を取ったら、戦が終わるってやつだね！』

　と、朔也も拳こぶしを握った。

「そうやね。この戦いは大将がすべてや。皆で一丸となって、谷口さんの情報を収集、そして確保や」

　強い眼まな差ざしを見せた澪人に、皆は、おおっ、と拳を上げた。

「西の本部長にも協力の要請をしたんや。僕らは、東京でできることをするさかい、京都チームは……」

　澪人がそこまで言うと、京都チームの皆が『分かった』と冷静ながらも熱っぽい眼差しで頷うなずいた。

『任せてください』

『俺たちも、本腰入れて調査するよ』

『できることなら、なんでもするわね』

『西の本部長にもアドバイスをもらおうと思う』

　愛衣、朔也、由里子、和人は、次々そう言った。

「おおきに。僕からも西の本部長に連絡しておくさかい」

　続けて由里子と朔也が、『了解』と拳を振り上げた。

　愛衣が、そうそう、と手をうつ。

『西の本部長もそうですが、井いの上うえさんに会って、詳しい話を聞いてみないとですね』

　元々、井上という陰陽師──谷口の部下が、一条戻橋の異変を察知したという話だ。

　祓はらいにいったところ、『魔』に当てられてしまい、井上は、谷口の許もとに助けを請いに行った。

　そうして、谷口が一条戻橋に様子を見に行ったところ、井上と同じように『魔』に囚とらわれてしまった。

　嫉しつ妬との念にかられて自分を制御できなくなり、澪人を攻撃しようと、そのまま賀茂家に向かったのだ。

　このことは先日、和人が井上に電話で話を聞いて、知ることができた。

　すると和人が、弱ったような表情を見せる。

『それが、僕もあらためて話を伺いたいと思って、井上さんに電話をしたんだけど、つながらないんだよ。電源すら入ってないみたいで』

　澪人は、ああ、と腕を組む。

「陰陽師は、電源を切って、祈き禱とうに集中することがあるさかい。もしかしたら、西の本部に詰めてるのかもしれへん」

『てことは、西の本部に直接行ったらいいかもしれないですね……』

　愛衣は静かにつぶやいて、相槌をうつ。

『で、澪人たち東京チームは、どうするの？　結界の祈禱の続き？』

　和人の問いに、澪人は「そやね」と頷く。

「東の陰陽師全員が、低くなった波動の回復を図るために、動くことになったんや。そやから、陰陽師たちが表と裏の結界の祈禱に回ってくれることになって……」

　表の結界は、日枝神社、明めい治じ神じん宮ぐう、靖やす国くに神社、大おお國くに魂たま神社、東とう京きよう大だい神じん宮ぐう。

　裏の結界は、東京大神宮、神かん田だ明みよう神じん、日枝神社、金こ刀と比ひ羅ら宮ぐう、水すい天てん宮ぐう。

　その言葉に、小春は小首を傾げる。

「それじゃあ、私たちはもうしなくても良いのでしょうか？」

　小春と澪人は、裏結界を強固にするために祈禱してまわっていた。

『五行の相そう生せい』の順に、『木』の東京大神宮からスタートし、『火』の神田明神、『土』の日枝神社、『金』の金刀比羅宮まで詣まいった。

　あとは、『水』の水天宮、そして再び『木』の東京大神宮に戻ることで、祈禱は終わるというところまで来ていたのだ。

「本部長たちには、『東の陰陽師に任せて、回らなくても大丈夫』て言うてもらえたんやけど、僕は回りたいて思ってる」

　そうですよね、と小春は頷いた。

　せっかく、あと二社なのだから、回ってしまいたい。

「僕たちは、谷口さんはもちろん、禍津日神の行方を探し出すつもりや」

「禍津日神の行方……？」

　小春も皆も、澪人を見てそっと首を傾げる。

「一条戻橋で召喚された禍津日神は、もう京都にはいいひん。東京に移されて、今は一時的にどこかに封印されているはずなんや。『凶星』の目もく論ろ見みは、東京の波動をうんと低くさせて、ベストなタイミングで、あらためて禍津日神の封印を解いて、東の地に放つつもりのはずや」

　そう話す澪人に、皆は恐ろしさを感じたのか、自分の体を抱き締める。

　だが、小春は考え込むように、目を伏せていた。

「ほんなら皆さん、よろしゅうお願いします」

　頭を下げた澪人に、皆も頭を下げ返す。

『それじゃあ、また分かったことがあったら、報告するから』

「おおきに」

『そんで、俺たちも報告待ってる』

　それじゃあまた、と通信を終えて、澪人はタブレットを置いた。





二






　打ち合わせを終え、愛衣、朔也、由里子、和人の四人は、やるぞ、という意気込みで、立ち上がった。

　だが、その勢いのまま部屋を飛び出したりはせずに、いつものように借りたカップを洗い、使った部屋をしっかりと片付けてから、階段を下りた。

　一階の『さくら庵』は、相変わらずだ。

　木製のカウンターには、吉よし乃のがいて、その向かい側には友人の弥生やよいが座っている。

　店内には、客が数人、楽しげに可愛いらしい和雑貨を眺めていた。

　宗次朗がいた時は、店内の小さなショーケースに和菓子も並んでいたのだが、今はない。

　その代わり和菓子を模かたどったお手玉などが置いてあり、ショーケースを彩っていた。

「吉乃さん、今日もお部屋を使わせてくださってありがとうございました」

　最初に声を上げた愛衣に続き、他の皆も、ありがとうございました、と続けた。

　吉乃は、ええよ、と嬉うれしそうに目を細める。

「わいわい人が来てくれるのは、楽しいし」

　すると、向かい側で弥生が、うんうん、と相槌をうつ。

「吉乃さんも、宗ちゃんと小春ちゃんが東京に行ってしもて、寂しがってるさかい、どんどん遊びに来てや」

「遊びに来てもらえるんは、嬉しいけど、別に寂しがってへん」

　ぷいっ、と横を向く吉乃に、「ほんま、強がりや」と弥生は肩を上下させる。

　そんな仲の良い二人のやり取りに、皆は頰を緩ませる。

「そやけど、小春ちゃんはいつ頃、帰ってくるんやろ？　そろそろやろか」

　弥生はそう言って、カウンターの上にあるカレンダーに目を向ける。

「……まだ、少しかかるやろ」

　吉乃は、静かに洩もらす。

　その言葉は、今回の件が簡単に終わらないことを感じさせて、皆は思わず息を吞のんだ。
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　京都チームの面々は、『さくら庵』の外に出た。

「それじゃあ、まず、西の本部長に会いに行こうか」

　張り切って振り返る朔也に、愛衣と和人が強く頷くも、由里子は即答せず考え込むように腕を組んでいる。

「由里子さん、どうかしました？」

　愛衣が尋ねると、由里子はためらいがちに顔を上げた。

「みんなは、西の本部長のところに行っててもらっていいかしら。私は伯父おじ様に……安倍家の当主に会って、話を聞いてきたいと思って。何かヒントをくれそうな気がするのよ」

　由里子の言葉に、愛衣は納得した様子で相あい槌づちをうつ。

「安倍家の当主なら、一条戻橋のことにも詳しそうですもんね」

「分かった。由里子センパイは、安倍家の方に行ってもらって、僕たち三人は……」

　朔也がそう言いかけると、

「僕は由里子さんに同行するよ」

　と、和人が挙手した。

　由里子は、えっ、と目を見開いたかと思うと、耳まで赤くなる。

　驚いたようではあったが、和人の同行を拒否する雰囲気はなく、その様子を見ていた朔也は、うん、と頷うなずいた。

「そうだね。二組に分かれた方が良いいかもね。そんじゃ、和人さんと由里子センパイは安倍家へ。俺と愛衣ちゃんは西の本部に向かうよ」

「うん、後で報告し合おうね」

　和人は微笑んで手を振り、

「由里子さん、行こうか」

　と、由里子と歩き出そうとする。

　由里子は気恥ずかしそうに俯うつむいたままだ。

「デートみたいで、嬉しいな」

　にこやかに言う和人に、ぎょっとした様子で顔を上げる。

「厚かましくてごめんね？」

　そう続けられ、由里子は「そんなこと……」と目をそらして言葉を濁していた。

　愛衣は、そんな二人を微笑ましい気持ちで見送り、朔也と共に歩き出す。

「そうだ、西の本部に行く前に、井上さんに電話してみよう」

　朔也は、スマホを手に操作をする。

「電話番号知ってるの？」

「うん、和人さんに聞いたんだ」

　教わった番号に電話をかけるも、和人が言っていたように、電源が入っておらず、つながらなかった。

「やっぱ、西の本部まで行くしかないか」

　仕方ない、と朔也はポケットにスマホを入れる。

「どうやって向かおうか。たしか、御ご所しよ東ひがしにあるんだよね？」

「そうだねぇ。ここからだと、京けい阪はんか、もしくはバスかな？」

「それじゃあ、川かわ端ばた通どおりでバスに乗るのもいいかもね」

　話しながら、川端通に出て、北に向かう。

　たまたま、バスに出会えず、二人は歩みを止めずに、バス停からバス停へと歩いた。

「タイミング悪くて、バスに乗れないね」

　愛衣が残念そうに洩らすも、

「そうだねぇ」

　朔也の声は、とても吞のん気きだ。

　愛衣は、ちらりと朔也を見る。

　朔也の横顔は、なんだか楽しそうだった。

「朔也君、歩くの好きなの？」

「えっ、いやぁ、夏に歩くのはあんまり。今日はまだマシだけど」

　だよね、と愛衣は頷く。

　機嫌が良さそうなのは、由里子と和人の雰囲気が良くて、ホッとしているのかもしれない。

　だが、思えば、あの日。

　和人が皆の前で、由里子に告白したことを公言した時は、随分と複雑そうな表情を見せていた。

　あれは、どういうことだったんだろう？

　ふと疑問に思い、愛衣は「あのね」と遠慮がちに口を開く。

「聞いてもいい？」

「えっ、なにを？」

「……答えたくなかったら、スルーしてもらっていいんだけど、朔也君、由里子さんに告白されたんだよね？　でも、断ったんだよね？」

　朔也は苦笑しただけで、何も言わない。

「それなのに、和人さんが由里子さんに告白したことを宣言した時、どうして面白くなさそうな顔をしていたの？」

　そう問うと、朔也は驚いたように目を丸くした。

「面白くなさそうな顔なんてしてないよ」

「というか、複雑そうな顔……？」

　朔也は頭を搔かいて、うーん、と唸うなった。

「由里子センパイが傷付いてるのを知ってたし、そんな中、和人さんの告白がいきなりすぎたからさ、『この人、本気で言ってんのかよ』って、怒りに似た気持ちにはなったかな？　傷付けておきながら、『これ以上、由里子センパイを傷付けないでほしい』って思ったっていうか。調子いいよね」

　それは思ってもいなかった言葉で、愛衣は意外に思いながら、そういうことだったんだ、とつぶやく。

「てっきり、自分でフッておきながら、他の男に盗とられるのは面白くなかったのかなって」

「いやいや、俺は調子いいけど、そこまで図ずう々ずうしくないよ」

　朔也は空笑いをして、「それよりさ」と愛衣を見た。

「愛衣ちゃんは、大丈夫なの？」

　えっ、と愛衣は目を瞬まばたかせる。

「和人さんのこと、好きだったんじゃないの？」

　心配そうに尋ねる朔也に、愛衣は小さく笑った。

「好きだと思ってた。けど、違うんだって感じたの。憧あこがれに近い感情だったんだって自覚した後のことだったから、素直に祝福できたんだ」

　まったく胸が騒がなかった、と言えば噓になる。だが、自分でも意外なほどに、『良かった』と安あん堵どした気持ちで、二人を祝福できた。

「由里子さんと和人さん、意外だったけど、パズルのピースが綺き麗れいに嵌はまったかのように、お似合いに見えたから」

　愛衣は、二人が並んでいる姿を思い浮かべて、そっと微笑む。

　朔也は、「そっか」とホッとしたように、息を吐いた。

「朔也君って、思ったよりも優しいんだね」

「うーん、どうだろう？」

「褒めてるのに」

　愛衣は、ぷっ、と笑って、話を続ける。

「私こそ、朔也君と由里子さんは、両想いなんだって思ってた」

「……仲が良かったのは認めるよ。由里子センパイ、姉ちゃんによく似てたのもあって、自然と甘えてた気がする」

　朔也は申し訳なさそうに言って、鴨川に目を向けた。

　愛衣も、つられるように川に目を向ける。

　水みな面もは、午後の太陽で光り輝き、河川敷では、カップルたちが等間隔に並んで座り、語らっている。

　この暑い中、よくやるよね、と愛衣と朔也は笑い合った。

「それじゃあ、朔也君は、小春のことが好きだったり？」

　そう尋ねた愛衣に、朔也は笑った。

「愛衣ちゃんが、和人さんへの気持ちが恋愛と違っていて憧れだったように、俺にとってのコハちゃんは、そんな感じなんだ」

　その言葉には、とても説得力があり、愛衣は素直に受け止めることができた。

「それじゃあ、好きな人はいないの？」

　朔也は、うーん、と唸る。

「……俺、特殊な力を持っているのもあって、小さい頃から他人に心を開けなかったんだ。もし、自分の力のことを知られたら気味悪がられると思っていてさ。だから、普通の女の子のことを『いいな』と思っても近付けなかったんだ。それなら、霊力の強い子と付き合うことができたら良かったんだけど、質タチの悪い拝み屋に支配されたトラウマが邪魔をして、これまた心を開けなくて……」

　そう言って肩をすくめる朔也に、愛衣は切なさを感じながら相あい槌づちをうつ。

「そんなんだから、コハちゃんや由里子センパイを素敵だと思っても、恋愛感情を抱けなくて」

　そういうことだったんだ、と愛衣は頷うなずいた。

「でも、コハちゃんと愛衣ちゃんの二人に会った時は、すげぇ驚いた」

「小春と私に？」

「うん。だって愛衣ちゃんは、コハちゃんの特殊な力を知ったうえで、側にいたんだから。俺が普通の人間なら、絶対無理だなって。だから実は俺、コハちゃんがすげぇ羨うらやましかった。すべてまるごと受け止めて、それでも変わらずに側にいてくれる愛衣ちゃんって人がいるんだからさ。俺にも愛衣ちゃんみたいな子がいてくれたら、こんな風に孤独じゃなくいられたかもしれないのに、って思ってたんだ」

　朔也はそこまで言って、そっと愛衣を見た。

　愛衣は気恥ずかしそうに、ぶんぶんと首を振り、

「いやいや、大おお袈げ裟さだよ。私はただ、そういう話が大好きなオカルトミーハーなだけだもの。それに今は、こうして仲間じゃない」

　朔也の背中をぽんっと叩たたいて、にこりと微笑んだ。

「あー……、うん」

　朔也はぎこちなく頷き、ほんのり顔を赤らめて、目をそらす。

「……あー、駄目じゃん。全っ然、伝わってない」

「えっ、何が？」

　愛衣は、顔を手で覆っている朔也の様子を見ながら、ぽかんとした。

「ううん、なんでもない。そうだね、今は孤独じゃないよ。ＯＧＭがあって、本当に良かった」

「うん、私も嬉うれしい。というか、私なんかがいいのかなって、たまに思うんだけど。全然、力もないのに邪魔なだけじゃないかなって」

「そんなことないって！」

　ムキになったように言う朔也に、愛衣は「ありがとう」と柔らかく目を細める。

「私は、部活動でいうところのマネージャー気分でいるから大丈夫。みんなにベストなタイミングで、スポーツドリンクやタオルを用意したいって思ってるの」

「あ、最高かも。それじゃあ、レモンの蜂はち蜜みつ漬けも欲しい」

「むしろ、レモンそのままとか」

「ああ、放り投げたレモンを受け取ってかじるやつ？」

「そうそう」

「いや、無理でしょ。皮ごと食べたことないし」

「だよね」

　二人は、くっくと肩を震わせて笑う。

　気が付くと、バスに乗ることもなく、御所東にある『関西本部』に辿たどり着いていた。

　そこは、背の高い竹の塀に囲まれているため、外から中の様子はほとんど分からず、見えるのは黒っぽい瓦かわら屋根のみ。

　一見すると、料亭を思わせる平屋の一軒家だ。

「いやはや、どんな金持ちの家かと思うよね」

　しみじみ洩もらす朔也に、愛衣は、うん、と頷いた。

　建物の近くを通ったことがあるが、訪れるのは初めてだ。

　愛衣と朔也は、気け圧おされて顔を見合わせる。

「ね、朔也君、澪人さんが話を通してくれているとはいえ、思えば菓子折りも持ってきてないけど、大丈夫かな」

「ここに来るまでは、話を聞くだけだし、そんなかしこまったことは考えてなかったけど、大丈夫じゃない雰囲気だよね」

「う、うん」

　門の前でまごまごしていると、庭を掃いていた青年が、二人の姿に気付いて歩み寄ってきた。

「あなたたちは、チームＯＧＭでしょうか？」

　白い作さ務む衣え姿の青年は、朔也と愛衣を見てにこりと微笑む。

　二人は、はい、とぎこちなく頷く。

「どうして俺たちのことを？」

「審神者さにわ頭がしらの就任の儀の時に、賀茂邸にいらしていたのを見ていたんです」

　その言葉に二人は、「ああ！」と手をうった。

　上かみ賀が茂もの賀茂邸大広間で、澪人が審神者頭になったことを祝う儀式が行われたのだ。

　あの時は、たくさんの陰おん陽みよう師じが集まり、澪人に向かって頭を下げていた。

　神職の正装をし、上座に腰を落ち着けて、堂々としていた澪人の姿を遠くから眺めながら、自分たちまで誇らしい気持ちになったものだ。

「ようこそ、お越しくださいました。本部長は今、庭におります」

　朔也と愛衣は、ありがとうございます、と頭を下げて、門を潜った。

　広い和庭園には、朝顔や桔き梗きようといった季節の花々が、美しく咲き誇っている。

　西の本部長も白い作務衣姿で、ホースを手に植物たちに水を撒まいていた。

　一見すると、まるで庭師のようだ。

　朔也と愛衣の姿に気付き、西の本部長は嬉しそうに目め尻じりを下げて、ホースの水を止める。

「おお、来たか、チームＯＧＭやな」

　朔也と愛衣は頭を下げて、西の本部長の許もとに向かった。

「突然、すみません」

「いやいや、かまへんよ。なんや、ややこしいことになってるみたいやなぁ」

　本部長は背を伸ばして、にこりと微笑む。

「本部長は、今回の件をどこまでご存じですか？」

「澪人くんに、おおよそのことは聞いてる。このジジイに『九州に行ってくれ』て、要請まで受けたんやで。この老体にそない無茶ぶりを……」

　西の本部長はそう言いながら、どこか嬉しそうだ。

「どうして、九州に？」

「向こうの神様の協力を得るためやな」

　西の本部長は、腰に手を当てて、ふぅ、と息をついた。

　朔也は、そんな本部長をまっすぐに見て、尋ねた。

「……本部長は、今回の件をどうお考えですか？」

「因果やな」

「因果？」

「そうや。因果が引き起こしたことやろ。因果て言うんは、そもそもは縁のものやねん。ほんで、『縁』とは『円』でもある。ぐるりと回ってつながる円やなぁ」

　遠くを見るような目でつぶやく西の本部長に、愛衣と朔也は顔を見合わせて、小首を傾げた。

　よく分かっていない二人の様子がおかしかったのか、彼は愉たのしそうに、愛衣と朔也の顔を交互に見る。

「で、君たちは私に何を聞きに来たんや？」

　二人は、そうだった、と我に返った。

「井上さんにお会いしたいんです」

「ここにおられますか？」

　そう尋ねると、西の本部長は、そっと首を振った。

「井上は、谷口のことを憂いて、しばらく彼のために祈き禱とうしたいて言うて、家に籠こもってるんや。谷口に可愛がられてたみたいやし、ショックやったんやろなぁ」

　やはり、電源を切っているのは、祈禱に集中しているようだ。

「あの……家を訪ねたりしても大丈夫でしょうか？」

「あらためて、詳しい話を聞きたいんです」

　おずおずと尋ねる愛衣と朔也に、西の本部長は、そやなぁ、と腕を組み、

「今回の解決につながるんやったら、喜んで協力してくれるやろ。住所は、あそこで庭を掃いている陰陽師に聞いたらええ」

　そう言って、門で会った青年に目を向けた。

　愛衣と朔也は、ありがとうございます、と頭を下げて、青年の許に向かった。





三






　東京では──。

　タブレットを使った打ち合わせを終えた後も、小春は考え込んでいた。

「どないしました？」

　澪人に顔を覗のぞかれて、小春は我に返って顔を上げた。

「あ、すみません。ボーッとしてて」

「ええよ。何か思うことがあったんやろか」

「……はい。禍津日神なんですが、つまり、誰かが、一条戻橋から東京に禍津日神を運んだということですよね？」

　そやね、と澪人は頷うなずく。

「それは、どうやってですか？」

「どう……て、東の本部長は、『おそらく禁忌の術を用いて、何か入れ物に封印して運んだに違いない』て話していたんやけど」

　そのやり方に小春は、顔をしかめる。

「入れ物って、どんな？」

「それは、悪霊を閉じ込める時に、壺つぼや箱を使うことがあるんやけど、そういう感じやないかと」

　澪人は、戸惑った様子で答えた。

「私も、映画とかでよく壺とかに封印のお札が貼られているのを見たことあります」

　しかし、拭ぬぐい去れない違和感が胸の中に広がっていた。

　おそらく、小春自身、実際に『神』を運んだことがあるからだろう。

　たしかに、映画や小説で、悪霊を壺や箱に封印するシーンはある。

　そのため、そのイメージが浮かんでくるのはよく分かる。

　だが、相手が『神』となれば、別だ。

　それ相応の『器』が必要となる。

　それは、社であったり大木、そうでなかったら、人の体──。

「私はきっと、壺や箱といった容器に入れて封印したのではなく、私が若宮くんを吉よし田だ神社に運んだような感じだと思うんです。人が媒体となって神を運んだのではないかと……。でも、もし、そうだとしたら、谷口さんにできることなんでしょうか？」

　静かにつぶやいた小春に、澪人はハッとした目をする。

　小春は同時に、若宮が、『誰もが僕を運ぶことができるわけではないんですよ』と言っていたことを思い出した。

　小春自身まだ信じられない気持ちがあるが、自分たちの先祖は、『この国を統べてきた一族の落とし胤だね』であり、『龍りゆうの血族』だそうだ。

　そのため、小春は神である若宮を運ぶことができ、宗次朗も若宮の媒体となることができたのだ。

　神を運べる者など、滅多にいないはず。

　そのため、東の本部の人間も、『彼らは、禁忌の術を用いて、容器に入れて禍津日神を運んだ』くらいにしか考えられなかったのかもしれない。

　澪人もその言葉をすんなり受け止めていたようだったが、今は盲点だったとばかりに、目を見開いて、口に手を当てていた。

「……きっとやけど、谷口さんには無理や。その器やない」

　ややあってそう洩もらした澪人に、小春は苦々しい表情を見せた。

「それは、つまり『凶星』のメンバーの中に、神を運べる器がいるってことですよね」

「そういうことや」

　だとすれば、リーダーの谷口を捕らえても、なんとかなる話ではなくなってくる。

　澪人は、もしくは、と腕を組んだ。

「人に取り憑つかせた状態で、ほぼ無理やり運んだていうのもありえる話や」

　小春は、そうですね、と眉まゆ根ねを寄せた。

　理性を失っていた谷口は、まさに『禍まが々まがしいもの』に取り憑かれた状態だったのかもしれない……。

「ということは、谷口さんは、無理やり『禍津日神』を取り込んだまま、東京に移動したってこと……？」

　小春は、独り言のように洩らし、「ううん」と首を横に振った。

「やっぱり私は、きっと無理じゃないかと思うんです。悪霊ならさておき、どんなに禍々しい力を持っていても、相手は神。澪人さんの言う通り、その『器』じゃなければ、神もずっとそこにいられないと思うんです」

　小さな小皿に、とても大きなものを載せたら壊れてしまうように、器ではない者を壊して、外へと飛び出してしまう気がする。

　だが、禍津日神が放たれた様子はない。

　谷口も一時的に錯乱して澪人たちを攻撃したが、その後は平静を取り戻し、世話になった洋菓子店に顔を出しているのだ。

　そのことを考えると、谷口が禍津日神に取り憑かれていたのは、ひと時のこと。

　すぐに他の者に移されたのだ。

「やはり、神の器がいるんです……」

　小春は真剣な表情で静かにつぶやく。

　その脳裏には、ある人物の姿が浮かんでいた。








第二章　串付きわらび餅と招き猫。













一






　小春と澪人は、東の本部のビルを出て、浅草の和菓子店『風林堂』へと向かっていた。

『風林堂』がちょうど定休日ということを知り、あらためて谷口透の父親で、宗次朗の師匠、風林甚八に詳しい話を聞きたいと思ったためだ。

　本当なら結界の補強を終わらせるため、五社詣まいりの続きに行きたいと思っていたが、午後二時をすぎていたので、今日は見合わせることにした。

　神社に詣る際は、午後三時までに行くのが好ましく、早い時間の方がエネルギーが強い。

　ただの参拝ならば、午後三時を過ぎても問題はないが、結界の補強をするための祈き禱とうとなると、話は別だった。

「早く結界の補強をやってしまいたいですね」

　小春は歩きながら、ぽつりと零す。

　後は、水天宮に詣り、東京大神宮に戻るだけなのだ。

　隣を歩く澪人は、そやね、と頷く。

「そやけど、東の陰おん陽みよう師じたちが、今朝から回ってくれているはずや。本来やったら、一日あれば終わるはずやし」

「私たちには、何かと邪魔が入りましたもんね」

　祈禱の途中で、谷口が見付かったという一報が入って駆け付けたり、不思議な少年が現われて、水を掛けてきたりしたのだ。

　服を乾かすために澪人と共にホテルに入ったことを思い出し、小春は頰を赤らめる。

　その時、バッグの中で小春のスマホが、ピコンと音を立てた。

　メッセージの受信を知らせるもので、小春はいそいそとバッグからスマホを取り出して確認する。

「……師匠、お時間取ってくれるそうです」

　小春は、メッセージを確認しながら、そう言った。

　伺っても良いか、宗次朗に聞いていたのだ。

「そら、良かった。こうして向かいながら、拒否されたらどないしよて思てたし」

「本当ですね。この前は詳しく聞ける雰囲気じゃなかったですし」

　京都チームからの報告により、今回の件に谷口が関わっていると知った際、師匠は崩れるようにして、自分たちに謝罪したのだ。

『師匠も、自分の話が役に立つなら喜んで、って言ってるよ』

　続いて届いた宗次朗からのメッセージに目を落とし、小春の胸が痛んだ。

「師匠、本当に申し訳なく思っているんですね」

「そら、自分の息子が、良からぬことを画策してるわけやし、責任を感じてるやろね」

「……ええ」

　浅草駅について、地上に出た。

　重い気持ちとは裏腹に、再び訪れた浅草は、夏休みというのもあって相変わらず賑にぎやかな様子だ。

　少し歩くとすぐに和菓子店『風林堂』の店構えが見えてきた。

　今日も店先には丸い硝子ガラスの風鈴が飾られている。ちりん、と人を招き入れるように涼やかな音を鳴らしているが、扉には『定休日』という紙が貼られていた。

「こんにちは」

　と、引き戸を開ける。

　カーテンが閉められているため、店内は薄暗い。

　店内にも『風林堂』という大きな横書きの書と、ガラスのショーケース兼カウンターの向こうに『塩まんじゅう』『水ようかん』『生菓子』というメニューが張り出されている。

　それ以外に、『新食感☆ぷるぷるシャキシャキの七色かき氷』『冷やしクリーム最も中なか』『超絶技巧飴あめ細工』等と、宗次朗色が加わっているのも変わっていない。

　宗次朗が厨ちゆう房ぼうから出てきて、「おう」と片手を上げた。
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「ま、とりあえず、座って待っててくれよ。師匠は一段落したら、上がって来るって言ってるから」

　そう言って宗次朗は、小春と澪人の前に冷たいお茶と菓子を出した。

　師匠は、明日に向けての仕込みをしているようで、小春と澪人はとりあえず二階に通されていた。

　小春と澪人は、ありがとう、と会釈をして、宗次朗が出した見慣れない菓子に目を落とす。

　形は、長方形で白、抹茶色、黒くろ胡ご麻ま色の三色。

　半透明で串が二本揃えて刺さっている。

　見た目は、アイスバーによく似ていた。

「宗次朗さん、これはなんやろ？」

　澪人が小首を傾げる横で、小春が「アイスみたい」と洩もらす。

「まぁ、食ってみろよ」

　と、宗次朗はいつもの調子で言う。

　串を持ち上げると、抹茶色のそれがぷるるんと揺れた。

　そっと食べてみると、ひんやり冷たく、もちもちとした食感だ。抹茶味と共に餅もちの中に入っている黒くろ蜜みつが、ゆっくりと口の中に染み渡る。

「あ……これ、美味おいしい」

　小春は目を大きく開いて、宗次朗を見る。

「ほんまや。これは、抹茶味のわらび餅やね」

　澪人は、抹茶色のわらび餅を口にしながら、しみじみとつぶやく。

「そう、それは、『串付きわらび餅』。片手で食べやすい手軽さを狙ったんだ」

「こら、ええね。中の黒蜜もアクセントになってるし」

「この冷たさが癒いやされる」

　小春は、もう一口食べて、目を細めた。

「だろ。これもなかなか人気なんだ」

「これも、宗次朗さんが？」

「もちろんだ。師匠は、王道一直線だから、こんな捻ひねったのは作らねぇよ」

　そう言う宗次朗に、小春と澪人は、たしかに、と相あい槌づちをうつ。

「……捻ったものを作る前に、王道を極めてこそだろ」

　その時、廊下から声がして、師匠が和室に入ってきた。

　二人は、お邪魔しています、と頭を下げる。

　師匠の手厳しい言葉にも、宗次朗は悪びれずに笑みを見せる。

「ごもっともですけど、王道を極めるのを待ってたら、俺はじいさんになってしまうと思うんです」

「俺のようにか？」

　師匠は、腰を下ろして苦笑する。

「いや、師匠はじいさんどころじゃないでしょう」

　宗次朗はコップを手に、ポットから冷たいお茶を出して、師匠の前に置く。

「どういうことだ？」

「師匠は自分に厳しいから、いつまで経っても『極めた』なんて思わなそうな気がします」

　さらりと言った宗次朗に、師匠は「そうかもな」と微かすかに笑って肩をすくめた。

　師匠はお茶を一口飲んで、小春と澪人に目を向け、弱ったような表情を見せた。

「それで、今日はどんな話を聞きたいのでしょうか？　お役に立てなくて申し訳ないのですが、息子の居場所には本当に見当がついていなくて……」

　弟子の宗次朗には強い態度だが、澪人と小春には優しい口調だ。

　澪人は、いえ、と首を振る。

「居場所の心当たりとかやなくて、あなたと息子さんの確執について知りたいんです。言いにくいことやと思いますし、僕も訊ききにくいんですが、師匠はほんまに浮気を……？」

　遠慮がちながらもずばりと尋ねた澪人に、小春は少し驚いた。

　もっと遠回しに聞いていくのかと思っていたのだ。

　師匠が、他の女性と過ごしている時に、妻が病気で倒れた。

　そのことを知った息子・谷口透（当時は風林透）は激怒して、母親を連れて家を出たそうだ。

　離婚後、母の旧姓に苗字を変えたくらいだから、彼の父親に対する怒りは相当なものだったのだろう。

　師匠はぴくりとこめかみを引きつらせたが、何も言わない。

　宗次朗も黙って見守っている。

　師匠は大きく息を吐き出して、澪人と小春を見た。

「……ここでなら、話しても大丈夫か」

　師匠は、独り言のように零こぼし、あらためて二人を見る。

「あなたたちは人とは違う、特殊な力を持っているんですよね？」

　確認するように言う師匠に、宗次朗と澪人は平然とした様子で頷うなずいていたが、小春だけはぎこちなく頷いた。

「実は私もなんです。特殊な力を持っていたんです。小さな頃から、『人ならざる者』の姿が見えていました」

　師匠は、深く吐き出すようにそう言った。

　宗次朗と澪人は、やっぱりそうなのか、という様子を見せている。

　息子の谷口は、強い霊力を買われて陰陽師組織にスカウトされ、審神者さにわ頭がしらまで昇りつめた人だ。

　そのことを思うと、父親の霊感が強いというのは納得がいった。

「自分は他の人には見えないものが見えてしまうので、子どもの頃は『噓つき』呼ばわりされました。親にまで『気味が悪い子だ』と言われ、そうしたことを経て、すっかり余計なことは一切口にしない無口な人間になってしまったんです。親しい人ほど、自分のこういう部分を言えなくなりました。ですので、死んだ元妻も息子も知らないことです」

　そう話す師匠を見ながら、小春の心は苦しくなった。

　澪人も神妙な面持ちで相槌をうっている。

　特殊な力を持つ者は、多かれ少なかれ、こういう経験をしているだろう。

「ですが、唯一、自分のことを話せた人がいました。千ち賀か子こという名の二つ年上の幼おさな馴な染じみでした。彼女も自分と同じように、霊感が強い人間だったんです」

　無意識に額に力を込めて話を聞いていたせいか、小春の脳裏に『千賀子』という少女の姿が浮かんできた。

　ボブカットで赤いランドセルを背負い、登下校班の先頭にいて自分よりも年下の子たちの面倒をてきぱきと見ている。

　とても芯しんが強い、しっかり者というイメージだ。

　当時の師匠は、丸坊主に学生帽をかぶり、Ｔシャツに短パン、黒いランドセルという姿だ。

　見たくないものを目に入れないよう、いつも俯うつむきがちだった。

『ほら、甚八、また、俯いてる。危険だから、顔を上げて歩きなさい』

　先頭を歩く千賀子は、後ろを向きながら師匠に注意を促して、自分が電柱にぶつかっていた。

『千賀子ちゃん、自分が気をつけなきゃ』

　大笑いする登下校班のメンバーたち。

　滅多に笑わない師匠の口くち許もとも自然と緩んでいた。

「千賀子さんに、特別な力があることを知ったのは、小学校の頃、町内会のイベントの盆踊りの時のことです」

　師匠は、懐かしそうに話す。

　小春の脳裏に、その光景が鮮やかに浮かんだ。

　町内の公園の中心に、櫓やぐらが組まれている。

　連なる丸い提ちよう灯ちんの赤い光。

　並ぶ露店に、子どもたちの楽しそうな笑い声。

　櫓を取り囲むように、皆で盆踊りを踊っていた。

『甚八ちゃん、子どもたちにお菓子を配ってきてちょうだい。小さい子から先にね』

　町内会の役員が、師匠に段ボール箱を手渡す。

　その中には、お菓子セットが詰め込まれていた。

　師匠は、頷いて子どもたちにお菓子を配って行く。

　露店のお面をつけた子も多い。

　戦隊ヒーローのお面をつけた子に、お菓子を渡そうと近付いた時、千賀子が肩に手を置いた。

『甚八、あの子は、人じゃないよ。渡しちゃ駄目』

　他の人には聞こえないような声で、そう言った。

　師匠が驚いて振り返ると、

『お菓子を渡しても大丈夫な霊もいるんだけどね。あの子は厄介そうだし、甚八は優しすぎるから、そこに付け込まれそう』

　千賀子はそう言って、戦隊ヒーローの面をかぶってる子の前まで行く。

　するとその子は、恐れをなしたように姿を消した。

『千賀子ちゃん……』

『実はうちのお母さんも、同じ体質でね。慣れてるんだ。でも、これはナイショね』

　千賀子は、そう言って屈託なく笑う。

「──その時、自分は嬉うれしさと戸惑いとが入り交じった、不思議な気持ちでした。真っ暗なトンネルの中で共に歩く仲間を見付けた、という感覚が一番近いのかもしれません」

　師匠は、遠くを見るような眼まな差ざしで話す。

「……師匠にとって、千賀子さんは、初恋だったんでしょうか？」

　と、小春は、思わず尋ねた。

　そうした出会いならば、初恋であってもおかしくないのだが、師匠の言葉には『恋心』のようなものが含まれていなかったため、確認したくなったのだ。

「そうかもしれませんが、ちょっと違いますね。千賀子さんに言われたことがあるんです。『きっと甚八と私は、前世で姉弟きようだいだったんだよ』と。それが自分の中で、とてもしっくりきまして、刷り込みに近い状態だったのかもしれませんが、彼女をずっと姉のように慕っていたんです」

　その言葉は、小春にとっても腑ふに落ちるものであり、黙って相あい槌づちをうった。

「千賀子さんは、私よりも力が強く、経を唱えるわけでもなく良からぬものを祓はらったり、追い返すことができる人でした。そういうこともあって、いつも強気だったんです。ですが、そんな彼女が、唯一、怯おびえ怖がることがありました。彼女には、私には見えない特別なものが見える力があったんです」

　特別なもの？　と、澪人が小声で問う。

「死神です」

　その言葉の禍まが々まがしさに、小春の肩が震えた。

「し、死神、ですか？」

　思わず黒いフードを被かぶり、大きな鎌を持った骸むくろの姿を想像する。

　そんな小春の考えを察したのか、師匠は小さく笑った。

「死神と言っても鎌を持っている骸ではありません。なんでも、『葬列』が見えるそうなんです」

　師匠の言葉から、『葬列』のイメージが浮かび上がる。

　喪服の着物の女性や、黒いスーツの男たち。

　先頭の喪主が遺影を抱いている。

　皆の表情は、とても暗く、重々しい。

「葬列って、喪服を着た行列を？」

　宗次朗が問うと、師匠は、ああ、と頷いた。

「彼女が言うには、葬列がぞろぞろと歩いていて、その時には、りーん、りーん、と鈴の音が響いていると。葬列に参加している者たちは皆、俯きがちで、顔は分からないと。先頭の喪主が持っている遺影──写真は、まだ生きている人間だそうで……」

　その光景を想像して、ぞくり、と小春の背筋が寒くなる。

「その葬列は、その写真の主の家の前まで行って経を唱えて、そのまま消えていくのですが、その後、その者は亡くなるそうなんです」

　あまりに生々しい『死神』の姿に、小春は息を吞のんだ。

「葬列に出くわしてしまった日は、いつも元気で明るい千賀子さんが別人のようになって、一日中怯えていました。自分はそんな千賀子さんの側に寄り添うことが多かったんです」

　小春も澪人も宗次朗も、黙って相槌をうつ。

「それから、私たちは大人になり、千賀子さんは見合いをして結婚しました。それが、関東の田舎の方の大層な旧家だったんです。千賀子さんは、明るく気立ても良く、てきぱきした女性なので、姑しゆうとめにも可愛がられ、近所の人たちとも、とても仲良く過ごしていたそうなんです。娘も授かり、夫婦仲も良く、幸せそのものという感じで、私も安心していました。一方の私も見合いで妻と結婚しまして、千賀子さんも祝福してくれました」

　その話を聞き、本当に姉弟のような関係だったんだな、と小春はあらためて思う。

　特殊な力を持つ彼女が、結婚して幸せになったという話は、小春も救われる気持ちになった。

「ですが、困ったことに、千賀子さんの嫁いだ土地は、とても年配者が多かった。何度も何度も死神の葬列を目撃したそうです。時に仲の良い人間が死んでしまうことを知って、取り乱すことも多かったとか……。ですが、他の人は千賀子さんが、おかしなことを言っているようにしか見えず、次第に千賀子さんは、精神を病んだと思われて、病院に入院することを勧められ、ついには離縁されてしまったんです」

　ずきん、と小春の胸が痛んだ。

「千賀子さんは、娘を引き取らせてもらえなかった、と泣きながらこの浅草に戻ってきたんです。私は彼女の力になりたいと陰ながらサポートしていました。私は妻に詳しい説明をしませんでしたが、理解してくれていると思っていました」

　そこまで言った師匠に、小春は微かすかに顔をしかめる。

　自分の夫が、幼おさな馴な染じみの女性の世話を一生懸命していたら、きっと奥さんは不安になっただろう。

　思わず、澪人が自分以外の女性のサポートに一生懸命になっている姿を想像して、小春は苦々しい気持ちになった。

　しかも、事情を知っているのならともかく、何も知らされていないならなおさらだ。

「──あの日、千賀子さんからかなり取り乱した様子で電話が来ました。また、葬列を見てしまった。喪主が私の写真を持っていた。もうすぐ迎えが来てしまう、と」

　小春は、「えっ」と洩もらして、口に手を当てる。

　死神の葬列が、自分の遺影を持って歩いていたら、それは想像を絶する恐怖だろう。

　澪人と宗次朗も顔を強こわ張ばらせた。

「私はすぐに千賀子さんが住むアパートに向かいました。知識がないのでどうしていいのか分からないが、二人でできるかぎりのことをしようと話しました。取り合ってくれないのを承知で、千賀子さんは、あちこちの神社や寺に電話をかけて相談しました。ほとんどが予想通りの対応だったんですが、京都の有名な寺か神社に電話をかけたところ、専門家と代わってくれましてね。その人が色々、アドバイスしてくれたそうなんです。延命法の祈き禱とうを含めた、様々な方法をファックスで送ってくれました。私たちはそれに従い、送ってもらった不思議な文字の札をドアに貼り、部屋には盛塩をし、ドアの前に酒の一升瓶と米を置いて、人ひと形がたの紙に『私は、まだ若く健康です。この世でやることがあるので、お迎えは先にしてください。ありがとうございました』と書いて、それを白い封筒に入れて、瓶の下に置きました。そうして、私たちはずっと教わった祈禱を繰り返し唱えていたんです」

　小春は話を聞きながら、無意識のうちに両手を組み、強く握りしめていた。

「あれは、深夜零時少し前。彼女が言う通り、本当に何者かがアパートに来たんです。二階建てのアパートで、階段は外についていたのですが、その階段を大勢が上ってきていました。カンカン、と音を立てて」

　その光景を思い浮かべて、小春は自分の体を抱き締める。

「それで、どうなったんですか？」

　と、澪人が問う。

「彼らは、扉の向こうでぼそぼそとつぶやいていました。迷っているのか、相談しているのか分かりませんが、不気味な囁ささやき声が聞こえてくるんです。最後に残した言葉だけは、ハッキリと分かりました。『しかし、もう礼を言われてしまった』と言って、扉の向こうの気配は消えました。その後も私たちは祈るような気持ちで、祈禱を唱え続け、気が付くと朝を迎えていたんです。朝日を見た時、『なんとか逃れられた』と私は思いました」

　それはまさに、生きた心地のしない夜だっただろう。

　師匠の安あん堵どした気持ちが伝わってきて、小春は胸に手を当てる。

　──しかし、もう礼を言われてしまった。

　その言葉は、小春の胸に強く残った。

　これは、以前、澪人に教えてもらったことだが、神に希望を叶かなえてもらいたい場合、お願いをしてもあまり届かないことが多いそうだ。『○○になりますように』と、お願いするように伝えるのではなく、『○○になりました、ありがとうございました』と、すでに叶ったように言って、礼まで告げた方が良いと。

　死神も神。

　祈禱や札も相あい俟まって、それが通用したということなのだろう。

「朝になって扉の前の酒と米を確認しました。なくなっているかもしれないと思っていたんですが、そのまま残っていたんです」

　そう話した師匠に、澪人が「そうでしょうね」と頷うなずいた。

「やはり、そんなものなんですか？」

「ええ。所謂いわゆる、神前や仏前に飾るのと同じなんです。実体は残っていても、ちゃんと受け取ったはります」

　師匠は、そうですか、とつぶやく。

「何もなくて良かったと思っていたんですが、不思議なことに、その夜を境に私と千賀子さんの不思議な力は失われたんですよ」

　小春は、そうだったんだ、と相槌をうつ。

　もしかしたら、死神が能力を持って行ったのかもしれない。

「ショックでしたか？」

　と、小春が静かに尋ねると、

「厄介な力だと思っていたんですが、なくなると喪失感がありましてね。勝手なものですよね」

　師匠は弱ったように笑った後、「ですが」と目を伏せた。

「そんなものよりも、もっと大きなものを私は失ってしまったんです。家に戻ると、妻が倒れて病院に運ばれていました。たまたま、知り合いに私が千賀子さんの家に入っていったのを見られていまして、それを知った妻は泣き、透は激怒しました。一方の千賀子さんも責任を感じまして」

　小春の脳裏に、その時発した千賀子の声が響いた。

『ごめんなさい、甚八。奥さんを傷付けてしまった。それに、もしかしたら、自分に来るはずの障りから逃れたことで、あなたの奥さんに影響がいってしまったのかもしれない。私はあなたに甘えすぎていたと思う。あなたが助けてくれた命を大事に、これからは自分の足でしっかりと生きていこうと思う』

　そして深く頭を下げて、彼女は去って行った。

　師匠は、妻も子も姉のように慕っていた人も、すべて失ってしまったのだ。

「……どうして、奥さんと息子さんに本当のことを言わなかったんですか？」

　宗次朗が低い声で尋ねると、師匠は俯うつむいて、自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべた。

「あんな話、信じてもらえるようなものじゃない。それに、妻はきっと分かってくれると思っていた。ずっと私を側で見てきてくれていたのだから、私が浮気をするような人間じゃないと信じてくれると……」

　そこまで言って、大きく息を吐き出す。

「でも、それは私の勝手な思い込みだったんだが……」

　師匠の奥さんの悲しげな姿が、小春の脳裏に浮かぶ。

　何も言わない師匠を前に、疲れ切った様子にも見えた。

『弁解も……してくれないんですね』

　そう言って、出て行ってしまった妻子。

　だが、その時の師匠は〝自分を分かってくれなかった〟二人に対して落胆を覚えていた。

『なぜ、自分を信じてくれないんだ。今まで私の何を見てきたんだ』

　悔しさとやりきれなさ。そんな想いから、引き止めることも、追い駆けることもできなかったのだ。

　そうして年月を重ねるごとに、師匠の後悔が強くなっていることも伝わってきた。

　師匠は、過去を振り返ったことで、再び後悔の念が募ったのだろう。拳こぶしを強く握りしめた。

　──せめて、妻が生きているうちに、自分のすべてを打ち明けたかった。

　そんな想いが、小春に届く。

　それが呼び水になったのか、部屋の隅に初老の女性がふわりと現われた。

　小春と澪人と宗次朗は、その存在に気が付いて、顔を向ける。

　師匠の元奥さんだ。

　だが、師匠は気付いていない。

　もう、力を失ってしまったからだ。

　特殊な能力に振り回され続けた半生だっただろうに、晩年になって一番会いたい人の姿を見ることができないなんて……。

　小春はやりきれなさを感じて、下唇を嚙かんだ。

　そっと彼女の方を見ると、

　──伝えてください。

　その想いが、小春の許もとに届いた。

　気のせいではないかと、小春は確認すべく目を合わせる。

　彼女は、こくりと頷いた。

　分かりました、と小春は心の中で答えて、あらためてしっかりと彼女の目を見つめて、額に力を入れた。

「…………」

　亡き者の想いを受け取る時、いつも不思議な感覚がする。

　まるで額に穴が開いて、空気が吸い込まれていくような感覚になるのだ。

　同時に、脳裏に彼女の意識が浮かんできた。

「師匠……」

　小春は、部屋の隅に目を向けたまま、そっと口を開く。

　師匠は、ゆっくりと顔を上げた。

「今、そこの水槽の前に、奥さんが座っているのが、私には見えるんです」

「春はる江えが……？」

　師匠は、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せて言う。

　彼女の名前は、春江というようだ。

　ああ、駄目だな、と師匠は頭を搔かき、

「自分も昔、死者の姿を見てきたというのに、見えなくなった今、他の誰かが『見える』と言うのを聞いても、胡う散さん臭くさく思えてしまう」

　と、自分を叱しつ責せきするように、大きく息を吐き出した。

「散々、胡散臭い目で見られてきて、分かってもらえない苦しさやもどかしさは知ってるつもりなのになぁ……」

　自分を恥じる師匠に、宗次朗は小さく笑う。

「師匠、そりゃあ、しょうがないです。いくら自分が、かつて見えたからと言って、今見えない以上、見えないものを見えると言われて、訝いぶかしい気持ちになるのは当然で、そこを手放しで信じて言いなりになってたら、変な壺つぼ買わされますよ」

「宗次朗さん、壺て……」

　澪人は苦笑して肩をすくめ、師匠は気が楽になったように頰を緩ませる。

「そうだな。だが、言っていることを信じても、壺は買わないが」

　そこまで言って、小春に視線を移した。

「妻……いや、元妻だな。彼女は春江というのですが、どんな様子ですか？」

「春江さんは、刺し繡しゆうの入った白っぽいブラウスに紺色のフレアスカートを穿はいていて、水槽の前に正座をしています。あの、師匠に伝えたいことがあるそうなんです。お伝えしても良いですか？」

　師匠は、ああ、と頷うなずく。

　小春は師匠の許に歩み寄り、「失礼します」とその手を握る。

　師匠は一瞬、気恥ずかしそうな様子を見せたが、小春は構わずに目を瞑つぶり、握った手に力を込めた。

　師匠は、ぴくりと体を震わせ、

「春江……？」

　信じられない、と洩もらす。

　小春は、安あん堵どしてそっと目を開ける。

　手はつないだままだ。師匠と手をつなぎ、力を込めることで、師匠も彼女の姿を捉とらえることができている。

　春江は、自分が認識してもらえたことを知って、嬉うれしそうに目を細めた。

　──良かった、やっと見てくれましたね……。

　春江の言葉が小春に届いたが、師匠には伝わっていないようで、ただ、呆ぼう然ぜんとしている。

　姿が見えただけで、言葉を受け取ることはできないのだろう。

　代わりに小春が、春江の言葉をそのまま口にした。

「『良かった、やっと見てくれましたね』、『こうして、向かい合うのは久しぶりですね』と言っています」

「あ、ああ……」

「『ずっと、伝えたいことがありました』……」

　師匠は、小春に手を握られたままの状態で、春江の方に向かって前のめりになる。

「『私は、あなたが隠している秘密を知っていたんです』」

　師匠は、えっ？　と目を瞬まばたかせた。

「『実は、結婚する時に千賀子さんが私に教えてくれたんですよ。あなたはきっと私になかなか打ち明けられないでしょう。もし、打ち明けて来た時は、過度に驚かず、できれば理解して包んでほしいと。だから私は、あなたがいつか私に打ち明けてくれるのをずっとずっと待っていたんですよ』……」

　小春は、彼女の言葉を伝えながら、その時の心情が伝わってきて苦しくなった。




〝私は、特殊な力のことなんて、よく分からない。

　だけど、自分にとっては、『幽霊が見える力』は、隠すほどのものでもないように感じていた。

　それでも、彼にとって今は隠したい秘密ならば、打ち明けてくれるまで何も言わずにいよう。

　私に本当に心を開いてくれた時、話してくれるに違いない。

　──だけど、彼は最後まで話してくれなかった。

　自分は、千賀子さんを超える存在にはなれなかったのだと思った。

　苦しかった。

　彼と千賀子さんが、幼おさな馴な染じみで姉弟きようだいのような存在だったということは理解している。

　分かっていながら、嫉しつ妬ともしていた。

　隠してきたけれど──〟




　そんな想いに包まれて、小春の胸が詰まる。

　小春は、呼吸を整えて、口を開いた。

「……『あの時、あなたと千賀子さんが浮気をしていたなんて、そんな風に疑ったわけではないんです。ただ、最後まで心を許してくれなかったことが悲しくて、彼女に嫉妬する自分に疲れてしまったんです。だけど、命にかかわる病気になってしまった時、私は後悔しました。こんなに早くに死んでしまうなら、あなたに……愛する人に看み取とってもらいたかった、と……。あなたの許に帰りたかったのに、今帰ったら迷惑をかけてしまうだけだから、と意地を張ったんです。けれど、今となってはたとえ迷惑をかけるとしても、帰って来てしまえば良かった、と少しだけ後悔をしています』」

　そこまで言うと、小春の額の熱がすーっと引いていく感覚がした。

「──春江さんは、そう言っています」

　小春はそう言って、深く息を吐き出した。

　春江は、抱えてきた想いを伝えられて、すっきりしたのだろう。

　晴れやかな笑顔を師匠に向けていた。

　やがて、その姿は、ぼんやりと光り始め、みるみる薄くなっていく。

「は、春江……っ」

　師匠は、小春から離れて、身を乗り出すように彼女の前へ出た。

　手を離した今も、春江の姿を捉えているようだ。

「春江、申し訳なかった！　私は、自分のことを伝えることで、お前たちに恐怖を抱かれてしまうことが怖かったんだ。そんな臆おく病びようさから何も伝えられず、お前と透を苦しめて、去られてしまった。結果的に何よりもつらい思いをすることになったんだ。後悔してもしきれないくらいだ」

　うっ、と呻うめく師匠に、彼女は穏やかな表情で相あい槌づちをうつ。

　今となっては、すべて分かっています、そんな表情だ。

　さらに薄くなっていくその姿に、

「春江……」

　師匠は、彼女の手の甲に、自分の掌てのひらを重ね合わせた。

「自分はもし生まれ変わっても、またお前と結婚したいと思っている！」

　その言葉に、春江は驚いたように目を見開いた。が、すぐに嬉しそうに目に涙を浮かべて微笑む。

　──最後にこれ以上ない言葉を聞けて、幸せです。ありがとうございます。

　春江は、少し恥ずかしそうに微笑み、

　──どうか、透をよろしくお願いします。

　と、師匠の肩に手を触れ、続いて小春の方を向いて、深々と頭を下げる。

　──ありがとうございました。

　彼女の姿が、どんどん見えなくなっていくに従って、眩まぶしく光を放つ。

　強い光に目が慣れる頃には、彼女の姿はなくなっていた。

　光はきらきらと部屋中に散っていて、温かい感謝の念に包まれている。

「…………」

　仏教的に言うと、『成仏した』ということなのだろう。

　こうした場面には、これまで何度か遭遇したことがある。

　この世に留とどまっていた霊は、想いを遂げることで、どんどん透けていくのだ。それに伴い、光り輝き、やがて光が鏤ちりばめられた中に消えてしまう。

　人は亡くなると星になるというけれど、こういうことなのかもしれない。

　師匠は、額に手を当てて、声を殺して肩を震わせている。

　小春は、目に浮かんだ涙をそっと拭ぬぐう。

　散った光の欠片かけらが、今もきらきらと瞬いていた。





二






　夕方のバスは、乗客が多かったが、愛衣と朔也は北きた大おお路じ駅のターミナルから乗車したため、後方の二人掛けのシートに座ることができていた。

　バスは、北大路通をまっすぐ東へと向かっていた。

　通りの先には、既に薄暗くなり始めた空の下に比ひ叡えい山ざんが見えている。

　朔也は、スマホの地図アプリを開いて、場所を確認した。

「井上さんの家は、左さ京きよう区の一いち乗じよう寺じなんだね」

　夏なので、まだ空は明るいが、陽は傾きかけている。

「愛衣ちゃん、時間は大丈夫？」

　窓際で愛衣がぼんやりと外を眺めていると、隣に座る朔也が心配そうに尋ねてきた。

　愛衣は窓から目を離して、大丈夫、と頷うなずく。

「お父さんには、もう伝えてあるから」

「え、なんて？」

　朔也は少し驚いたように、目を丸くする。

「『今日は、ＯＧＭ活動でちょっと遅くなる』って」

　さらりと答えた愛衣に、朔也は、あははと笑った。

「それで通じるんだ」

「そういう朔也君は、家に連絡は？」

「俺は、『夕食いらない』って早めに報告するくらいかな」

「ちゃんと、早めに報告するのがえらいね」

「作ってもらってたら、申し訳ないからね」

　そう言ったあと、朔也は少し面白くなさそうに口を尖とがらせる。

「でも今、姉ちゃんの婚約者が入り浸ってるから、作りすぎても問題なさそうだけど」

　ああ、と愛衣は苦笑した。

　両親を亡くした朔也は今、姉と共に祖父母の家に身を寄せている。

　三善家は、浄じよう蔵ぞうの流れを汲くむ除霊師一族であり、代々酒蔵を営んでいた。

　朔也の姉も酒蔵で働き、同じ職場で良い出会いがあり、婚約に至った。

　同じ酒蔵の人間ということで、今後は同居も視野に入れているそうだ。

　姉を心から慕う朔也にとって、姉の婚約は喜ばしいと同時に、複雑でもある。

　家の中に入り込んで、祖父母と姉の心をつかんでいる婚約者の存在が、正直面白くなくてしかたない。

　それでも大人しくしているのは、その婚約者が朔也も認める良い人だからだそうだ。

　そして、それが逆に、気持ちの持っていきようをなくしているようだ。

　相手の男が嫌な奴なら、思う存分反対も嫌がらせもできるのに、と以前ぼやいていたことがあった。

「居心地悪いって言ってたけど、その後、大丈夫？」

　愛衣が心配になって尋ねると、朔也は「まーねぇ」と頭の後ろで手を組む。

「今も面白くないけど、だいぶ諦あきらめてはきてる。やっぱ姉ちゃんには幸せになってもらいたいし」

　愛衣は、そっか、と相槌をうった。

「そういう愛衣ちゃんの方は、どうなの？　お父さんと早さ乙おと女め先生の仲は？」

　愛衣の方も、似たような事情があった。

　元担任の早乙女と愛衣の父親が、恋仲になりそうだったのだ。

　ずっと独身でいた父親に対して、幸せになってもらいたい気持ちと、受け入れられない心がせめぎ合っていた。

　だが、よく聞くと、恋仲になりそうという段階ではなく、早乙女の完全なる片想いであることがわかったのだ。

「それが、これまでと特に変わりなく。早乙女先生は、相当奥手みたいだし、うちのお父さんもかなりの鈍感だから早乙女先生の気持ちに気付いてない様子でね。あんなに露骨なのにおかしいよね」

　くすくす笑う愛衣に、朔也は微かすかに肩をすくめる。

「うーん……愛衣ちゃんは、お父さん似なんだと思うよ？」

「えっ、そうかな？　どこが？」

　愛衣が真顔で問うと、朔也は、そういうとこが、と笑って、話を続ける。

「家の方はどうなの？　何か変わったことが起きたりしてない？」

「それが、特に何もなくて拍子抜けなくらいなの。ラップ音とかあるかなって、楽しみにしてたんだけど」

　愛衣は残念そうに、息をつく。

　その様子に朔也は、ぷっ、と噴き出した。

「本当に愛衣ちゃんって特異な人だよね」

「ええ!?」

　愛衣は、心外、と目を丸くし、朔也は今も肩を震わせている。

　そうしているうちに、バスは一乗寺についていた。

　バスを降りるなり、朔也はスマホの地図アプリを開く。

「なんか、良いい匂いがするね」

　愛衣は目を細めて、くん、と鼻で息を吸い込む。

　夕暮れの空の下、ラーメンの良い香りが漂っている。匂いの方向に目を向けると、間隔は空いているもののラーメン店が何店も連なっていた。

「そういえば、一乗寺ってラーメン激戦区なんだっけ……」

　愛衣は、店の看板を眺めながら、しみじみと言う。

「匂い嗅かいでたら、お腹空すいてきちゃったよ。愛衣ちゃん、腹ごしらえしてから行こうか」

「だーめ、まずは井上さんのところ」

　ビシッと告げた愛衣に、朔也は意外に「はぁい」と素直に頷いて、歩き出す。

「もっとゴネるかと思った」

「一仕事した後の方が、絶対美味おいしいと思って」

「それはたしかに」

　一乗寺はラーメン店だけではなく、お洒落しやれな雰囲気の書店や、美味しそうなパン屋があったりと、愛衣は興味深げに、きょろきょろと辺りを見回す。

「愛衣ちゃん、めっちゃ目がキラキラしてる」

「私の住んでる北きた区と全然雰囲気が違っていて」

「北区は落ち着いた感じだよね」

「そう、ここは、なんだか楽しそう」

「本当だね。京都も場所によって、全然違ってるよ」

「区によって違う雰囲気になるのかな？」

　そう尋ねた愛衣に、朔也は首を傾げる。

「ここも左京区なんだけど、左京区みたいに広大になると雅みやびなところから、下町っぽい賑にぎやかで楽しいところ、はたまた鞍馬山みたいなところもあるからねぇ」

「そういえばそうだよね。京都って面白い」

「俺の家、三善家があるところも、他とは雰囲気が違ってて良い感じだよ」

　愛衣は、ああ、と相あい槌づちをうつ。

「伏ふし見みだったよね。伏見稲荷いなり大たい社しやの近く？」

「またちょっと違うんだ。酒蔵が建ち並んでる方で、なかなか情緒があるんだよ」

「もしかして、寺てら田だ屋やとかの方？」

「そうそう」

「新しん[image: 撰]せん組ぐみ好きだから、行ってみたいなぁ」

「い、いつでも歓迎だから」

　少し前のめりで言う朔也に、愛衣は「ありがとう」と笑みを返す。

「今度チームのみんなで、三善酒造の見学とかしたいね」

「ああ、うん。ぜひ……」

　朔也は急にテンションを下げて、スマホを確認する。

「この辺りのはずなんだ……」

　ぐるりと周囲を見回して、三階建てマンションを指差した。

「愛衣ちゃん、あそこがそうだと思う」

　飾り気のない白い外壁の三階建て集合住宅。

　一見したところ、単身者のワンルームマンションといった佇たたずまいだ。

　エントランスに入ると、そこはオートロックはおろか、エレベータもなかった。

「エレベータないんだ。引っ越しする時、大変そうだね」

「大きな荷物は、クレーンで窓から運んだりするのかも」

「なるほどねぇ。井上さん家ちは、二階みたいだよ」

「了解」

　二人は階段を上り、二階の二〇六号室の前で足を止める。

『井上』という表札に、愛衣はホッとした。

「ここだね」

「うん」

　互いに顔を見合わせて、インターホンを押す。

　ピンポーン、と馴な染じみの音が響いた。

「…………」

　しばし反応を待ったが、何の応答もない。

　朔也はドアに耳を当てた。

「人の気配がしないから、いないのかな」

　そう言った後、朔也はもう一度、インターホンを押した。

　やはり、物音一つ聞こえてこない。

「本部にもいなくて、家にもいないって、井上さん、どこに行ったんだろう？」

　愛衣は少し心配そうに洩らす。

「実家かなぁ」

　朔也は、そのまま隣の家のドアの前に移動する。

　どうして隣の部屋の前に？　と愛衣が不思議に思う間もなく、朔也は躊ちゆう躇ちよなくインターホンを鳴らした。

「ちょっ、朔也君」

　愛衣は思わず、朔也の袖そでを引っ張る。

「だって、隣には人の気配がするし、何か知ってるかなって」

「そうかもだけど」

　そんなやりとりをしていると、『はい』とインターホン越しに男性の声がした。

「すみません、隣に住む井上さんの知り合いなんですが、最近、音沙汰がなくて心配になってきたんです。何かご存じないですか？」

　すると『あー』と、その男性はインターホンを切って、玄関のドアを開けた。

「隣の井上さんって、ラーメン屋のお兄さんでしょう？」

　出てくるなりそう言ったのは、二十代前半の青年だった。

　言葉は標準語で、おそらく関東から京都に進学に来た大学生だろう。

「えっ、ラーメン屋？」

「このマンションの裏手にある『天てん龍りゆう』ってラーメン屋だよ。彼は、そこで働いていたんだ」

　彼は、親指で店の方向を指しながら言う。

　どうやら、井上は陰おん陽みよう師じの仕事だけでは生活できず、ラーメン屋のバイトもしていたようだ。

「でも、そういえば、最近見ないね。実家でも帰ってるんじゃないかな」

「そうですか……」

　朔也と愛衣は、ありがとうございました、と一礼し、マンションを後にする。

　そのまま躊躇することなく、彼が言っていたラーメン屋へと向かった。

　マンションの裏に回って、少し歩くと、すぐにその店が見えてきた。

　赤い看板に黒い文字で、『天龍』と店名が記されている。

　なかなかの人気店らしく、店内は賑わっていた。

　だが、順番待ちがいるほどではなく、愛衣と朔也は引き戸を開けて、カウンター席に並んで座った。

　店員に井上のことを聞きたかったが、バタバタと忙しそうでタイミングがつかめない。

「とりあえず、ラーメン食べようか」

「うん」

　二人は、メニューを覗のぞき込む。

　どうやら基本的に『ラーメン』と『特製ラーメン』だけのようだ。

　そこにキムチが載ったキムチラーメン、ネギが山盛りになっているネギラーメンなどの写真が掲載されている。

「ラーメンと特製ラーメン、どう違うんだろう……」

　二人が真剣にメニューを見つめていると、カウンターの向こうにいる店主と思われる中年男性が、作業をしながら口を開いた。

「どっちも味は豚骨醬しよう油ゆやけど、特製の方はチャーシューが多いんや」

　朔也は、へぇ、と洩もらし、顔を上げた。

「つまりチャーシューメンってことだね。それじゃあ、特製ラーメンにしよう。愛衣ちゃんは？」

「私は、そのままラーメンで」

「了解。すみません、ラーメンと特製ラーメン、それにチャーハンと餃子ぎようざもお願いします」

　店主は、「はいよ」と声を上げる。

「ラーメンにチャーハンに餃子って、結構食べるんだね」

「このくらい普通だよ。育ち盛りだし」

　悪びれもせずに言う朔也に、愛衣は噴き出す。

「育ち盛りって年齢でもないよね？」

「いやいや、まだまだ十代だし」

　やがて二人の前に、ラーメンと特製ラーメン、チャーハンに餃子が置かれた。

　丼どんぶりから豚骨醬油の匂いが立ち上がっている。トッピングは、柔らかいチャーシュー、煮卵、メンマ、青々としたネギだ。

「いただきますっ！」

　二人は手を合わせてそう言ったあと、レンゲと箸はしを使ってラーメンを食べる。

「──っ！」

　愛衣がぎゅっと目を瞑つぶる横で、朔也が「美味うまっ」と声を上げる。

　白っぽく濁ったスープは濃厚でありながらしつこくなく、麵めんにとろりとからむ背油が、一口食べる毎に食欲を搔かき立てる。

　シャキシャキのネギと、歯ごたえの良いメンマ。

　愛衣が頼んだ普通のラーメンにも、薄めのチャーシューが何枚も入っていた。

　柔らかく、濃すぎない味が、ラーメンを引き立てている。

　また、煮卵のほのかな味付けと、とろりとした半熟具合が絶妙だった。

「本当に美味おいしいね。たまらない」

「マジでやばい。結構遠いけど、これからもわざわざここまで通いたくなる美味さ」

「分かる」

　頷うなずきながら食べていると、

「家は遠くなん？」

　店主がぶっきらぼうに尋ねてくる。

「遠くっていっても伏見ですけど」

　と、朔也は笑顔で言い、これはチャンスとばかりに話を続ける。

「『天龍』のことは、ここで働いていた井上さんに教えてもらってきたんですよ」

　すると店主は、「おー」と声を上げた。

「井上な。あいつ、元気なん？」

「あ、いえ、最近、連絡取ってないんですけど、ここで働いてるんですよね？」

「いやいや、ここは辞めたんやで」

　そう言った店主に、朔也と愛衣は思わず顔を見合わせる。

「それは、いつ頃ですか？」

「いつ頃やったやろ。おい、井上て、いつ辞めたんやった？」

　振り返って、奥で作業していた奥さんらしき人に尋ねる。

「先月やね。井上君、東京て言うてたやん」

「せや、先月やな」

　そうだった、と店主は頷きながら、中華鍋なべを振る。

「東京って……井上さんは、東京に行くって言ってたんですか？」

　愛衣が尋ねると、店主が「せやねん」と頷く。

「井上、東京で就職先が見付かったって言うてたわ」

「こっちでも働いてたんやけど、給料安くてかなわん言うて、うちでバイトもして、大変そうやったなぁ」

　奥さんもそう続けた。

「……そうですか、ありがとうございます」

　愛衣と朔也は、複雑な気持ちで、再びラーメンを口に運ぶ。

　今回の件は、井上が一条戻橋に異変を感じて、祓はらいに行ったことが発端だった。

　だが、逆に返り討ちに遭い、谷口に助けを求めた。

　これは和人が井上に電話をして聞いたことだ。その後、井上は『祈き禱とうに専念したい』と報告し、連絡がつかなくなる。

　その井上が、誰にも何も言わずに、東京に行っていた。

「なんか、きな臭いよねぇ」

　ぽつりと零こぼした朔也に、愛衣は「うん」と頷く。

「とりあえず今日は帰ろうか。遅くなったら、愛衣ちゃんのお父さんも心配するだろうし、家まで送るよ」

　と、朔也はバス停に向かって歩く。

「ありがとう、朔也くんって、意外と紳士だよね」

　そう言って屈託なく笑う愛衣に、朔也は「え」と洩らして、頰を赤らめる。

「そ、そうかなぁ」

「もしかして、お姉さんの教育のたまものだったり？」

「それはあるかも」

　ちょうどやってきたバスに乗り、二人は愛衣の家へと向かった。

　バスは西へと向かい、北大路駅のバスターミナルで乗り換える際に、

「朔也くん、送るのはここでいいよ。朔也くんはここで地下鉄に乗って帰れるし」

　と伝えるも、朔也は、ダメダメ、と首を振って、次のバスに一緒に乗り込む。

「ちゃんと家の前まで送るよ。それに、愛衣ちゃんの家の雰囲気がどんな感じなのか、ちょっと知りたいし」

　朔也はそこまで言った後、あっ、と声を上げた。

「別に家に上がろうとしてるわけじゃないから。そんな下心ないから」

　慌てたように付け加える朔也に、愛衣は噴き出した。

「下心って、そんなのないの分かってるよ」

「あ、そう？」

「それに、別に家に上がってもいいよ？　コーヒーくらい出すし」

　えっ、と朔也は声を裏返す。

　同時に、みるみる顔が赤くなっていった。

「いやいや、愛衣ちゃん、そんな無防備なこと」

「無防備？」

「うん、そうだよ。そんなこと簡単に言っちゃ駄目だから、ほんとに。これだから、無自覚って怖いよね……」

　目を丸くしながらそんなことを言う朔也に、愛衣は怪け訝げんそうに首を傾げた。

「……もしかして、お父さんに怒られるって、勘違いしてる？」

　そう言った愛衣に、朔也は「えっ？」と動きを止めた。

「まぁ、それに近い感じかな……今、家にお父さん、いないんだよね？　ただの友達でも、俺は男なんだし、そんなこと言っちゃダメということで。もちろん、どんなに俺に危険がないと分かってても、一応ね、一応」

　一応、と念押しする朔也に、愛衣は、はあ、と頷く。

「朔也くんって、意外と古風なんだね。うちのお父さんでも、そんなこと言わないよ？」

　と、愛衣は笑い、

「それに、大丈夫だよ。お父さんから、さっき帰宅したってメール入ってね、その時に、朔也くんが送ってくれることを伝えたら、喜んでたから」

　そう続けた。

「あ……そうなんだ」

　と、朔也は気が抜けたように、額に手を当てる。

「それなら、ありがたくお邪魔させてもらおうかな」

「うんうん、ぜひ。うちのお父さんも私と同じミーハーでね。三善家のこととか聞きたがると思う。あっ、嫌だったら、スルーでいいんだけど」

「いやいや、こんな特殊な家のことを快く思ってもらえるなんて、俺としては嬉うれしいから」

　そんな話をしていると、バスは最寄りの停留所についた。

　二人は、バスを降りて、愛衣の家へと向かう。

　すっかり、陽が落ちていて、空は暗い。

　閑静な住宅街のため、とても静かだった。

「やっぱり、ここまで送ることにして良かった。めっちゃ静かで街灯も少ないじゃん」

「でも、すぐ家だよ。ほら」

　愛衣は、見えてきた自宅を指した。

　元々神社があった土地のため、庭が広めだ。

　立派な木々があり、その中に一軒家が包まれるようにある。

　最初にこの家を見た時は、朽ちたような鬱うつ蒼そうとした雰囲気だったが、愛衣たちが住むことになって光り輝くように変わった。社のあった土地を今も護まもっている精霊たちが、生き生きとしているのが伝わってきたのだ。

　そうして今は──。

「……あれ？」

　朔也は家を前に、ぽかんとする。

「どうしたの？　何か変な感じがする？」

　愛衣は、心配そうに朔也を見た。

「いや、その逆」

「逆って？」

「なんにも感じないんだ。神様も精霊の気配も。もぬけの殻というか、ごく普通の家になってる」

　ええっ、と愛衣は、目を瞬まばたかせた。

「それって、私たち父娘おやこに嫌気が差して、いなくなっちゃったのかな？」

　朔也は、じっ、と家を見詰めて、眉まゆ根ねを寄せる。

「……いや、そういう感じでもないんだ」

「どういう感じ？」

「なんていうか、『留守にしている』という感じがする」

　愛衣は、あーっ、と手をうった。

「そういえば、前に本部長が、こっちの神様たちが東に流れて行ってるって言ってたじゃない？」

「そんなこと言ってた？」

「言ってたよ。ほら、はじめて本部長に会った時……」

　愛衣がそこまで言うと、朔也はようやく思い出したように、ああ、と相あい槌づちをうつ。

「賀茂君の審神者さにわ頭がしら就任祝いの宴うたげの時」

「そうそう。京都がピンチの時は、方々から神々が京都に集まって来ていたけど、今は東に向かってるようだって。だから、ここの神様たちも東……東京に行ってるのかもしれないよ」

　確信めいたように言う愛衣に、朔也は大きく目を見開いて「そうかも」と洩もらす。

　その後、小さく笑った。

「えっ、何が可笑おかしいの？」

「いや、愛衣ちゃんのそういうところって、本当にすごいなって」

　へっ？　と、愛衣は首を傾げる。

「特別な力が強いわけじゃないのに、そういう勘が鋭いんだよね。前に賀茂君が愛衣ちゃんのことを『情報を司つかさどる神』の加護を受けてるって言ってたけど、本当にそうなんだろうなぁ、と思って」

「そ、そうかな」

　愛衣は、照れたようにはにかむ。

　その時、玄関の扉が開き、愛衣の父が顔を出した。

「お帰り、愛衣。朔也君も送ってくれてありがとう。良かったら、コーヒーでもどうかな。君が来ると思って、ケーキも用意したんだ」

「わぁ、ケーキ」

「嬉しいです、お邪魔します」

　愛衣の父は、どうぞどうぞ、と大きく扉を開け、二人は嬉き々きとして、家の中に入って行った。








第三章　死神と恩人と。
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　晴せい明めい神社から歩いて十分もかからないだろう。

　堀ほり川かわ通どおりを西に入り、少し歩くと住宅街にぽつんと小さな門が見えてくる。

　由里子は足を止めて、顔を上げた。

「和人さん、ここです」

　隣にいた和人は、へえ、と興味深そうに目を輝かせた。

「ここが、安倍家なんだね」

　本当にごく普通の感じなんだ、とつぶやく。

「気付かずに通り過ぎてしまいそうな雰囲気なんですよ」

　どうぞ、と言って由里子は門を潜り、和人もその後に続いた。

　細い小こ径みちを奥へと進んでいく。

「こういう鰻うなぎの寝床って、京都の文化遺産って言ってもいいくらいだよね。情緒があると同時に、秘密基地に向かう時のようにワクワクするなぁ」

「このまま異世界に迷い込みそうな気もしますよね」

　前を歩く由里子が、真顔で言う。

「そうそう、異世界へのトンネルって感じもするよね」

　と、和人は笑っていたが、小径を抜けたところで、言葉を詰まらせた。

　ひっそりとした門からは想像がつかない、広い庭に出たのだ。

　花々が生き生きと咲いている手入れの行き届いた和風庭園で、池には錦にしき鯉ごいが悠々と泳ぎ、鹿しし威おどしの音、南部鉄器の風鈴の音が、ちりりん、と響いている。

　その奥に、古めかしい平屋の和邸が構えていた。

「本当に異世界に迷い込んだみたいだ……」

「大おお袈げ裟さですよ」

「だって、トンネルを抜けると雪国くらいの衝撃だよ」

　川かわ端ばた康やす成なりですね、と由里子は頰を緩ませる。

「もしくは、トトロの後をついて行った先に迷い込んだ、住すみ処かという感じもするよね。広い庭の中にある和邸も、まるで妖よう精せいの隠れ家のようだし」

　感嘆の息をつきながら、しみじみと告げる和人に、由里子は、ぷっ、と笑った。

「そんな可愛らしいものじゃないです。あそこに住んでいるのは、妖精というよりも大王のような人ですし」

「……大王」

　和人は、ごくりと喉のどを鳴らす。

「やっぱり、安倍家の当主は、怖い感じの人？」

「怖くないですよ。むしろ、緩くて優しいんですけど、どうしてなのか、私の中で『大王』って感じがして」

「それは、お会いするのが楽しみだな」

「入りましょうか」

　由里子は、玄関の引き戸に向かって歩く。

『安倍』という表札と共に、引き戸の上に五ご芒ぼう星せいが刻まれていた。

　知らない人が見たら、晴明神社の影響を受けていると思うに違いない。

「扉の上に五芒星がついてる。そして格子が九字になっているんだ。家の向きも風水を取り入れてるし、鍾しよう馗きさんの顔も鬼門を睨にらんでいるし、さすが、安倍家だね」

　和人は、扉の上や家の前の格子を見ながら、感心したように洩らす。

「和人さんも『さすが』ですよ。五芒星はさておき、格子の九字や家の向き、鍾馗さんの顔の方向なんて、普通の人は気付きません」

「力はないけど、陰おん陽みよう師じ家系に生まれてるから、知識だけはあるんだ。きっとこの家には、僕には分からないだけで、様々な魔ま除よけが施されているんだろうね」

「そうなんです。門も小径も、庭から屋敷に至るまで、様々な魔除けのまじないが……」

　凄すごいなぁ、と和人は安倍邸を仰ぐ。

　その時、引き戸が開き、大おお伯母おばの紅べに緒おが顔を出した。

「声がすると思ったら、由里子ちゃん、いらっしゃい」

「こんにちは、伯母様。突然すみません」

「ええよええよ」

「伯父おじ様はいますか？」

　ここに住む夫婦は、実際には由里子にとって大伯母と大伯父だが、由里子は『伯母様、伯父様』と呼んでいた。

「今、来客中やけん。けど、入って入って」

　大伯母は、ぶんぶんと手招きをした後、和人に視線を移す。

「こちらの方は？」

「あ、ええと」

　由里子が言う前に、和人はにこやかに頭を下げる。

「はじめまして、賀茂和人です」

「はじめまして、紅緒です。もしかして、由里子ちゃん、彼氏？」

　少しからかうような目を見せた大伯母に、由里子は「いや、そんな」と目を泳がせる。

　が、和人は少しも動じずに、微笑んだ。

「そうなると良いいなと思って、がんばってアタックしているところなんです」

　その言葉に、大伯母は「え……？」と洩もらしたかと思うと、真っ赤になって、口に手を当てた。

「ちゃ、ちゃっちゃくちゃらたまがるーっ！」

　まさか本当に彼氏候補だとは思っていなかったようだ。

　大伯母は興奮し、いつもよりも博はか多た弁が全開になっている。

「ちゃっちゃくちゃらたまがる？」

　和人は、不思議そうに由里子を見た。

「多分、『めちゃくちゃ驚いた』ということを言ってるのかと。伯母様は、博多出身でなおかつすごいおばあちゃんっ子だったそうで、時々年配者が使う博多弁が飛び出してくるんですよ」

「由里子ちゃん、アプローチを受けてるって、ほんとなん？」

　大伯母は前のめりになって、由里子の肩を摑つかんだ。

「あ、ええと……はい」

　由里子はぎこちなく頷うなずいて、目をそらす。

「で、由里子ちゃんの返事は？」

「ま、まだ、その……」

「なんばいいよっと！」

「えっ？」

「伯母さん、由里子ちゃんやあん人と違って霊感はなかと。けど、人を見る目はあるっちゃん。こん方は優しそうなよか人たい」

　大伯母は、和人の背中をパンッと叩たたく。

「由里子ちゃんも、ほんとは好いとーと？」

「え、ええ？」

　ぎょっとする由里子に、和人が小さく笑った。

「背中を押していただけるのは、とってもありがたいのですが、由里子さんが困ってしまうので……。僕は、のんびり待ちたいと思っているんですよ」

　そんな和人に、大伯母は「よかお人ばい～」と頰に手を当てる。

「もう、伯母様」

「はよ入って」

　大伯母は、大きく引き戸を開けて、一足先に家の中に入る。

「……の、のんびり待ちたい、って言ってくれましたけど、結構ガンガン押して来てますよね？」

　由里子は、大伯母には聞こえないくらいの小声でぽつりと洩らす。

「それは、もちろん」

　えっ、と由里子は、顔を上げた。

「だって、気持ちは伝えないと届かないものだし。だから僕は自分の想いをちゃんと伝えつつ、のんびり待ちたいと思ってるんだ」

　その言葉に由里子はさらに顔を赤らめて、深く俯うつむいた。

「あっ、別に急せかしてないし、放っておいていいからね。僕の『弟萌もえ』のノリと近い感じだから」

　和人は、澪人を溺でき愛あいしているが、一方の澪人はどこ吹く風だ。

　そうした感じでいてくれて良いということなのだろう。

「ああ、澪人のことを思い出したら、また顔見たくなってきたな」

　今度はそんなことを言う和人に、由里子は噴き出す。

「和人さんって、賀茂君と兄弟なのに全然違うんですね……」

　和人は、たしかに、と頷いた。

「朔也君に『陰と陽』って言われたくらいだからね。でも、兄弟といえば、姉と僕はちょっと似てるかも。この人と決めたら、猪ちよ突とつ猛もう進しんだし。ああ、そういう意味では、やっぱり澪人も同じかもしれない」

　和人のようにあからさまではなくても、小春に真っ直ぐな澪人の姿を思い浮かべ、

「たしかにそうかもしれないですね」

　と、由里子は頰を緩ませた。

「由里子ちゃん、和人君、どうしたん？」

　大伯母の呼びかけに、由里子と和人は「あ、はい」と敷居をまたぐ。

　玄関の端に、女性物の草履があった。

　どうやら、来客は和服を着た女性のようだ。

「お客様が来ているのに、本当にいいんですか？」

「よかよか。由里子ちゃんは身内たい」

　廊下を歩いていると、客間の襖ふすまが開けっ放しになっているのが見える。

　安倍家の当主・公生と、来客の女性がテーブルを挟んで座っていた。

　由里子に気が付いた大伯父は、おっ、と振り返る。

「いらっしゃい、由里子」

　続いて来客の女性が、「お邪魔しています」と会釈した。

　還暦くらいの初老の女性だった。

　涼しげな絽ろを纏まとっていて、凜りんとした雰囲気を漂わせている。

　安倍家の縁ゆかりの人だと由里子は直感しながら、会釈を返す。

「ほんで、隣のお人は……？」

　大伯父は、和人に視線を移す。

　和人は、はじめまして、と頭を下げた。

「賀茂和人と申します。祖父や弟はお目にかかったことがあると思うのですが……」

　和人がそこまで言いかけると、大伯父は「おっ」と目を瞬まばたかせ、「お、おお」と声を上げながら、すっくと立ち上がった。

「賀茂家……そうか、あんたやったんかいな！」

　和人は、えっ、と目を瞬かせる。

「僕が何か？」

「いやぁ、謎が解けた」

　謎？　と、和人は首を捻ひねる。

「いやいや、こっちの話や。ほんでも由里子、そういうことやったんやな。おめでとうさん！」

　大おお伯父おじは、由里子の肩を軽く叩いた。

「お、おめでとうさんって！」

　由里子の脳裏に、先日の大伯父の言葉が過よぎる。

　以前、澪人との見合いの話を由里子に持ち掛けたのは、なんとなく賀茂家との縁を感じたからだ、と大伯父は言っていたのだ。

「和人君、今日は時間あるやろか」

「はい、大丈夫です」

「ほんなら、一緒に飲もう」

　嬉き々きとして和人の手を取る大伯父に、由里子は「伯父様」と慌てる。

　どうやら、大伯父の中で、和人は花婿候補に確定してしまっているようだ。

「今夜は祝いやな、由里子」

「も、もう、気が早いです、伯父様！　私たちはまだお付き合いもしていないんです」

　由里子がそう声を上げると、大伯父は「そうかそうか」と気にも留めていないように相あい槌づちをうち、和人は嬉しそうに目を細めた。

「由里子さん、『気が早い』ということは、もう少し先の未来には希望が持てると思って良いいのかな？」

　ええっ!?　と、声を裏返した由里子に、皆は笑う。

　来客の女性も微笑ましそうに見守っていたが、一拍置いて遠慮がちに腰を上げた。

「では、私はこれで……」

「いやいや、藤ふじ原わらさん、すみません、失礼しました」

　大伯父は、慌てて手を伸ばす。

　彼女はどうやら、藤原というようだ。

「ああ、本当にお気遣いなく。私はお礼を伝えに来ただけですし。また、自分のルーツを辿たどる旅に戻ろうと思います」

　と、彼女は笑って言った。

　彼女の言葉は、標準語だ。

「あなたは、関東から自分のルーツを辿って京都に？」

　はい、と彼女は頷く。

「京都にはずっと来たいと思いながら、修学旅行以来のことなんです。ようやく来られたので、恩人であるあなた様に一言お礼をと……」

　大伯父は、申し訳なさそうに額に手を当てた。

「それが、あなたに『あの時はありがとうございました』て言うてもろたんやけど、なんのことか分からへん。詳しく聞きたいと思ってたんや。そこに、由里子と和人君が来てつい……。私ら夫婦には子がのうて、娘のように思っている親しん戚せきの子に春が来たんで、浮かれてしもて」

　そう言った大伯父に、由里子は「春って」と俯き、彼女は、まぁ、と微笑んだ。

「それは嬉うれしいですね。私には娘がいるんですけど、離婚した夫に親権を取られてしまいまして……」

「そら、つらかったですな」

　大伯父は、神妙な面持ちをする。

「はい。ご挨あい拶さつの時にお伝えしましたが、私には特殊な力がありました。そのため、元夫の家族から気味が悪いと、娘に会わせてもらうことができませんでした。いつの間にか元夫も再婚しまして、ますます、娘に会うことが叶かなわず……。会えないまま、娘は成人し、知らない間に結婚もしていました。そして、亡くなっていたんです」

　えっ、と皆は絶句した。

「あなたの娘さんでしたら、まだお若いと」

　大おお伯母おばが、戸惑いながら問う。

「はい。まだ三十代でした。これは後から知ったことですが、娘はごく普通に育っていたそうですが、結婚後におかしなことを言い出したと。どうやら、私と同じように特殊な力が発現したようなんです」

　話を聞いていて、由里子の胸がつまった。

「娘は、私と同じように気色悪く思われたようで、離縁されてしまい、その後、交通事故に……。自ら命を絶った可能性もあるそうで……。もし会えていたら、そして話を聞くことができていたら、あの子を側で支えられたら助けられたかもしれないのに……」

　彼女は声をくぐもらせて、肩を震わせた。

　大伯父は、そうでしたか、と目を細める。

「それで、あなたは、自分たちに纏まつわる因果を知りたくなって、ルーツを調べ始めたというわけや……」

　彼女は、はい、と頷うなずいた。

「私の母も私も特殊な力が原因で離縁されています。その上、娘まで……これは、何かあるのではないかと思いまして」

　由里子と和人は廊下で話を聞きながら、ここにいていいのだろうか、と顔を見合わせる。

　すると大伯父が、その気持ちを察したように「これも縁やな」と頷き、彼女を見た。

「先ほども言うたようにそこの由里子は、私の娘も同然で、特別な力を持ってます。隣の和人君は由緒正しき陰おん陽みよう師じ一家の人間や。藤原さんが良ければ、同席させてもよろしいやろか」

「喜んで」

　彼女は、にこり、と微笑む。

「そしたら、由里子も和人君も入って座って。今、お茶用意するばい」

　大伯母は、ぽんっ、と二人の背を叩たたき、キッチンへと向かった。
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　客間のテーブルに茶菓子が並ぶ頃、彼女はあらためて話し始めた。

「自分のルーツを調べていく内に、先祖が京都から来ていることが分かったんです。どうやら明治維新の際に、京都から東京に移り住んだようで」

　そう言った彼女に、大伯父は、そやなあと声を上げる。

「あん時は、そういう人、多かったそうや」

　それはそうだろう。

　首都が遷うつったとなれば、為政者、商売をする者、先見の明を持つ者は、東に流れて行ったに違いない。

「ですが、京都には先祖の住すみ処かもなくなっておりまして、私は行き詰ってしまいました。仕方がないので、ルーツを辿るのは一いつ旦たん休止にして、昔のお礼をしたいと晴明神社を訪ねたんです」

「晴明神社を……」

　大伯父は、はあ、というように相槌をうつ。

「今から二十年くらい前でしょうか……私は、死神が葬列というかたちで見える特殊な力を持っていました。その死神の葬列が持っている遺影の人物に死が訪れるのですが、ある時、それが私の写真だったんです……」

　彼女がそこまで言った時に、大伯父はようやく思い出したように「ああ」と膝ひざをうった。

「あん時の相談は、あなたでしたか」

「そうなんです。怖くてどうしようもなくて、あちこちの寺や神社に電話をかけて相談したのですが、どこも取り合ってくれなくて……。晴明神社にお電話をした時に、ちょうどあなた様が社の境内にいて、電話を替わってくださいまして……おかげで命拾いしました。本当にありがとうございました」

　彼女はそう言って、深々と頭を下げる。

「いやいや、お礼はあの後に、丁寧な手紙と一緒にたくさんの贈り物をいただいてます。それにしても、ほんまに良かった。今も死神は見えるんやろか？」

「それが、あの一件以来、力がほとんどなくなってしまって、死神の葬列を見なくなりました」

「そら、良かった」

　ええ、と彼女は嬉しそうに頷く。

　由里子が「あの……」と遠慮がちに口を開いた。

「つまり、死神の迎えが来るところだったのを、伯父おじ様の助言で回避できたということですか？」

　そうです、と彼女は頷く。

　和人も興味を持ったようで、少し前のめりになった。

「安倍家当主は、どんな助言を？」

「和人君、私のことは『伯父様』でええよ」

　すかさず言う大伯父に、和人は「はい、伯父様」と頷く。

　彼女は、バッグからクリアファイルを取り出した。

　そこには、紙が挟まっている。

「これは、安倍さんが当時、ファックスしてくださったもののコピーです。現物は、感熱紙なので今となっては文字が消えてしまっていまして」

　コピーしておいて良かった、と言いながら紙をテーブルの上に置いた。

　大伯父の綺き麗れいな文字で、そこには祈き禱とうの言葉が書かれている。

　てっきり大おお祓はらえ祝詞のりとが記されているかと思ったのだが、違っていた。




　一、祭壇（即席で良し。テーブルに白い布をかける）に榊さかきを供える。

　二、二礼二拍手、神酒みき（清酒）と供物（米で良し）を捧ささげる。

　三、祭壇に向かって、榊を左、右、左と祓はらい、祭さい文もんを唱える。

　この祭文は、星祭りによる延命法です。

　太たい陰いん化か生せい、水すい位い之し精せい、虚きよ危き上じよう応おう、亀き蛇だ合ごう形ぎよう、周しゆう行こう六りく合ごう、威い接せつ万ばん霊れい、

　無む幽ゆう不ふ察さつ、無む願がん不ふ成せい、劫ごう終しゆう劫ごう始し、剪せん伐ばつ魔ま精せい、救きゆう護ご群ぐん品ひん、国こつ家か咸かん寧ねい、

　数すう終しゆう未み申しん、妖よう気き流りゆう行こう、上じよう帝てい有ゆう勅ちよく、吾が固こ降こう霊れい、戦せん場じよう正しよう法ぽう、蕩とう邪じや譬ひ兵へい、

　化か育いく黎れい兆ちよう、協きよう賛さん中ちゆう興こう、敢かん有ゆう小しよう鬼き、欲よく来らい見けん形けい、五ご日じつ一いつ視し、五ご嶽がく摧さい傾けい、

　急きゆう急きゆう如によ律りつ令れい奉ほう導どう誓せい願がん何か不ふ成じよう就じゆ乎や──

　四、この祭文を唱えたあと、拍手、礼拝、自分の願いを奏上。

　五、次の祭文を唱える。

　上じよう真しん垂すい祐ゆう、災害不ふ生しよう、福寿増ぞう延えん、子孫栄えい顕けん、田でん蚕さん倍ばい盛せい、六ろく畜ちく興こう生しよう、

　掃そう除じよ精せい怪かい、蕩とう滅めつ妖よう気き、霊符秘ひ妙みよう、永えい鎮ちん門もん庭てい、此し符ふ霊れい験げん、来らい歴れき甚じん多た、

　述じゆつ之し難なん尽じん、行きよう年ねん護ご神じん、三さん元げん加か持じ、一いつ切さい星せい宿しゆく、養よう我が護ご我が、年ねん月げつ日じつ時じ、

　災禍消しよう除じよ────

　六、これを唱えた後、善ぜん星せい皆かい来らい、悪あく星せい退たい散さんを七十二遍唱え、神酒を榊に注いで、この年の凶方から四方に散じる。

　七、共に送信した護符を扉に貼り、部屋の四方に塩を盛る。

　※祭文は、死神が退散するまで唱えることを勧めます。




　由里子と和人は、かつて大伯父が彼女に送ったファックスのコピーを、興味深そうに食い入るように覗のぞき込んだ。

「伯父様、この祭文、私は知らなかったです」

　由里子は、ぶつぶつと祭文を読みながら洩もらす。

「『太たい上じよう神しん仙せん鎮ちん宅たく霊れい符ふ』言うて、これも陰陽師に伝えられているもののひとつや。星が人間の運命を握っている。その神を味方に付ければ、どんな凶事や災難も逃れられるて伝えがある」

　そやけど、と大伯父は息をついた。

「言うても、結局は天命のことや。どうしようもあらへんこともある。藤原さんが晴明神社に電話をして来た時、私はたまたま社にいた。これは、星の導きの縁やろ」

　彼女は、目に涙を浮かべながら、相あい槌づちをうつ。

「その時に、私の力がなくなったのも、今の話を聞くまでは命の代わりに持って行かれたのかと思っていたのですが、そうではなく、私が望んでいたから、その願いも叶かなえてくれたんだと感じました」

「そら良かった」

　和人は、話を聞きながら、へぇ、と洩らし、由里子の方を見た。

「そういえば、由里子さんも一度、力をなくしてしまったことがあったんだよね？」

　由里子は、ええ、と頷うなずいた。

　幼い頃、特別な力を持っているせいで両親から引き離されたと思った由里子は、自らの力を封印してしまったことがあるのだ。

　その力が蘇よみがえったのは、近年のこと。

「ショックだった？」

「その時は、スッキリした気持ちでしたよ」

　由里子がさらりと答えると、和人は、そっかぁ、と息を吐く。

「そんなものなんだね。僕は特別な力がないから、正直、特別な力を持つ人が羨うらやましくて仕方ない。どこかで僕は賀茂家の『劣性』だと思っていてコンプレックスがあるというか……」

　和人はばつが悪そうに笑う。

「それはちゃうで、和人君」

　話を聞いていた大伯父は微笑みながらも、しっかりとした眼まな差ざしを見せた。

　和人は、思わず姿勢を正して、座り直す。

「和人君は、『劣性』てわけやない。うちらのように目に見えないものが見えたり分かったりするのは、『陰』の力が強いだけや。ほんで、和人君のように見えないし、分からない人間は、『陽』の力が強い。うちの紅緒もそうやけど、和人君、あんたはんは、ことさらに『陽』の力が強いお人や」

　和人は、僕がですか？　と自分の胸に手を当てる。

「そやで。自分では気付いてへんやろうけど、和人君は無自覚に災厄を退けて、運を呼び、周りも幸せにする力が備わっている。ほんま、たいしたことやで。そやから、決して『劣性』なんてことはあらしまへんのや。陰陽は二つ備わってこそや。和人君の力も、しっかり賀茂家を支えているんやで。そら、大きな柱や」

　大伯父の強い言葉に、和人の肩が微かすかに震えた。

「……そう、だったんですか」

　思いもしなかったことで驚き、動揺したのか、その声が震えている。

　和人はそっと口に手を当てて、

「すみません」

　と、静かに洩らした。

　くぐもった声に、和人が泣くのを耐えていることが分かり、由里子は隣を向くことができなかった。

　普通の人間ならば、特殊な力を持っているということに、生き辛づらさを感じるものだろう。

　だが、特殊で由緒ある陰おん陽みよう師じ一家で生まれ育った彼は、力がないことで肩身の狭い思いをしてきたのだろう。

　陰陽師として優秀な弟を持ち、苦しい想いもしてきたのだろう。

　いつも笑顔で朗らかにしている裏側で、和人はどれだけの葛かつ藤とうを抱えてきたのか、そしてそれを乗り越えてきたのかが伝わってきて、由里子の目にも涙が浮かんだ。

　彼は、とても強い人なのだ。

　ややあって和人は、深く息を吐き出し、はにかんだ。

「ありがとうございます。これまでの色んなことから救われた心持ちです」

　その姿に、大伯父と大おお伯母おばが、うんうん、と相槌をうった。

「可愛らしか青年ばい」

「ほんまやな、由里子」

　二人の視線が、由里子に集まる。

「……和人さんは、素敵な人ですよ。そんなこと、ずっと分かってます」

　由里子は、ぽつりと洩らして、すぐに気恥ずかしそうに顔を背けた。

　その姿に、大おお伯父おじと大伯母は嬉うれしそうに目を細め、和人はほんのり頰を赤らめる。

　場がなごやかになる中、大伯父は気を取り直したように、こほんと咳せきばらいをした。

「話を戻すけど、藤原さん。あなたの生年月日とフルネームを教えてもらえますか？」

　大伯父は、彼女に視線を送る。

「藤原です。藤原千賀子と申します」

　彼女──千賀子は、そっと頭を下げた。
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　大伯父は、紙と筆を持ち出し、『藤原千賀子』という名と生年月日を記して、うーん、と唸うなった。

「──そやなぁ、あなたの母娘三代が離縁になってしもたんは、因果もあるやろうけど、何よりも『藤原』の名前を遺のこすためのことや。おそらく男の先祖は離婚してへんのとちゃうやろか」

　千賀子は、「は、はい」と前のめりで頷く。

「調べたところ、先祖で男性は離婚していません」

　そやろ、と大伯父は相槌をうつ。

「で、突き止めたご先祖さんのお名前は？」

「藤原保やす親ちかといいます。北区の神社で神主をしていたそうで……」

　千賀子の言葉に、大伯父は「藤原保親……」と眉まゆ根ねを寄せる。

「なんや、覚えのある名前やさかい」

　由里子も、難しい面持ちで腕を組む。

「実は、私もそのお名前、どこかで見たことがある気がします」

「藤原姓は、歴史上に山ほどいるから、名前かぶりもありそうな気がする」

　と、和人が苦笑する。

「違うんです。教科書に載るような歴史上の人物というわけじゃなくて、つい最近、その名前を見た覚えが……」

　ふと、ある冊子が頭を掠かすめ、由里子は「あっ」と声を上げて、立ち上がる。

「伯父様、書斎入ってもいいですか？」

「かまへんよ」

　ありがとうございます、と由里子は客間を出て、書斎に向かった。

　書斎といってもそこは八畳の和室に、書机とテーブルと本棚があるだけだ。

　書棚には、五行陰陽に関する本、祝詞のりとの本、天文学の本が並んでいる。

　由里子は棚の前に立って、人差し指をスライドさせた。

『功労者一覧』

　という冊子を見付けて、「これかも」と手に取り、パラパラと開く。

　藤原保親の名前がそこにあり、「やった」と由里子は、その冊子を手に、そのまま客間に戻った。

「伯父様、これです。功労者一覧に名前がありました」

　テーブルの上に冊子を開いた状態で置いた。

　大伯父は目を凝らして、冊子に顔を近付ける。

　そこには、『元げん治じ元年（一八六四）　藤原保親・封』と記されていた。

　その場にいる皆が、大きく目を見開いた。

「──てことは、藤原保親はんは、うちの先祖でもあったってことや」

「すごか偶然ばい」

　と、これまで見守っていた大伯母が、口に手を当てた。

「つまり、千賀子さんの不思議な力は、安倍家の血脈だったからなんですね」

　大伯父、大伯母、和人が、呆ぼう然ぜんと洩もらし、

「信じられません。こんなことって。鳥肌が……」

　千賀子は顔色を失なくしながら、腕をさする。

「安倍家の先祖で、苗字が藤原てことは、安倍家の女性が藤原に嫁いだてことやな。ほんで、その藤原の名をとても大事に思うてるんや……」

　大伯父は独り言のように言い、冊子をめくる。

　藤原保親についての詳細が書かれたページで、手を止めた。

「保親の母親は安倍家の女性やけど、父親の名は書かれてへん」

「それは、どういうことなのでしょうか？」

　千賀子が、その名に目を落とす。

「この感じは、父親の名前を書けへんかったんやろ。おそらく、やんごとなきお方やったんやな」

　ごくり、と千賀子の喉のどが鳴ったのが分かった。

「で、彼が活躍したのは、元治元年……」

　そう洩らした由里子に、和人が思い出すように天井を仰ぐ。

「たしか、元治元年って蛤はまぐり御ご門もんの変があった年だ」

　禁きん門もんの変とも呼ばれている。

　政治的改革により、京都を追われた長ちよう州しゆう藩が、幕府側である薩さつ摩ま・会あい津づ・桑くわ名な藩と京都御所周辺で戦ったという事件だ。

　そこから、明治維新へとつながっていく大きな事件でもある。

　大伯父は、そやな、とつぶやいて、黙り込む。

　由里子は冊子に指を落として、大伯父に視線を送る。

「この、『封』って、何かを封印したということでしょうか？」

「…………」

　大伯父は何も答えず、のっそりと立ち上がり、部屋を出て行った。

　どうしたのだろう、と皆で顔を見合わせていると、ややあって大伯父は冊子を手に戻ってきた。

　どうやら書斎に行っていたようだ。

「ここに年代別に詳しく書かれているんや」

　冊子には、元治と記されている。

　大伯父は冊子をめくって、眼鏡の位置を正した。

　冊子に書かれている文字は、由里子の目にはミミズのように見えて、何が書いてあるのかよく分からない。

「……元治元年の秋、藤原保親は『黄泉よみの穢けがれ』を一条戻橋の地中深くに封印。これによって、一時的やけど乱れた世を落ち着かせた」

　黄泉の穢れ、と由里子と和人は顔を見合わせる。

「それまで保親は、見けん鬼きの力とその見た目の恐ろしさから、『白はつ鬼き』と恐れられ、忌み嫌われていた。生まれた時に父であるお方に『これは鬼の子で私の子ではない』と認めてもらえなかったほどやそうや。けど、黄泉の穢れを封印したことで、保親の評価は一変した。その功績が大いに認められ、その姿も相あい俟まって、保親は神の遣いに違いないと讃たたえられた。ほんで、当時、貴族の別荘やった屋敷を社に変えて、保親はそこの神主になったそうや」

　冊子に目を落としながら話す大伯父を前に、由里子は、どこかで聞いた話だ、と顔をしかめる。

　千賀子が「はい」と沈痛の表情で頷うなずいた。

「そのいきさつまでは辿たどり着けませんでしたが、先祖が神社の神主で、その社が北区にあったことまでは、調べることができたんです。ですが、今は社もなくなっていて、普通の家が建っていまして……」

「やっぱり！」

　由里子が手をうち、和人が「あっ」と目を見開く。

「なんや？」

　大おお伯父おじが、前のめりになる。

「そこ、今、愛衣さんの家なんです」

「そうなんです。僕たちの仲間が住んでいるんです」

　立て続けに言った由里子と和人に、「はっ？」と大伯父はぽかんとした。

　それには、千賀子も大おお伯母おばも驚いたようで、目を丸くしながら、

「こんなことってあるんやねぇ」

「本当に……」

　と、戸惑いの顔を見せている。

　和人は、つまり、と頭の中を整理するように話した。

「黄泉の穢れ……禍津日神は、江戸時代後期に放たれていた。それを藤原保親が一条戻橋に封印したんですね。それで、保親は社を与えられて神主になった」

　その後を由里子が引き継ぐ。

「以前、愛衣さんが自分の住んでいる土地のルーツを知りたいと、土地の歴史に詳しい人──学がく徳とく学園の学園長に話を伺ったんです。学園長の話では、保親は神主になったものの、その後の生活が楽になったわけではなくて、都が東に遷うつった時に、京都を出て行ってしまったって。やがて社は朽ちてしまったって言ってましたよ」

　そういうことでしたか、と千賀子が頷いた。

「それで、先祖は東京に来たんですね」

「一方、社の跡地に家が建てられて、由里子の仲間が住んでるて、なんて因果や」

　大伯父も大きく息をついて、額に手を当てた。

　千賀子が苦々しい表情で、冊子に視線を落とす。

「つまり、私の先祖……藤原保親は、かつて京都を救った英雄ということですよね？」

「そやな」

「それなのに、どうしてその後、苦労し続けて死んでしまったんでしょう？」

　そう言った千賀子に、皆は「えっ？」と聞き返す。

「調べたところ、藤原保親は、東京の片隅で借金まみれで亡くなったようです。その子孫も代々、苦労していて、とても幸せとはいえません。それは私も私の母も、そして私の娘も同じです。これは、その恐ろしい神を封印した因果なのでしょうか？」

　千賀子は切なげに、大伯父を見る。

　すると大伯父は少し考え込むように目を瞑つぶった。

「いや……それよりも、欺いた因果やろか」

「欺いた？」

「いや、なんでもあらへん。勝手な思い付きやし」

　大伯父は誤魔化すように笑った。

　由里子は、少し気になったが、千賀子には言い難にくいことなのだろうと、追及はしなかった。
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　そうして、その夜、大伯母が腕を振るい、由里子も手伝った料理が和室の大部屋の大きなテーブルに並んだ。

　洋風の華やかな料理ではなく[image: 筑]ちく前ぜん煮にや『炊いたん』と呼ばれる京野菜の煮物、きんぴらごぼう、レンコンのはさみ揚げ、揚げ出し豆腐、茄子なすと万まん願がん寺じ唐辛子の煮びたし、水菜のサラダ、鶏とり五目の炊き込みご飯といった家庭料理だ。

「わあ、美味おいしそうですね」

「京都のおばんざいですね」

　と、和人と千賀子は、嬉うれしそうに言う。

「ほな、乾杯しよか。ほんまはビールと行きたいとこやけど、今日はまずこれを飲みたい」

　そう言って大伯父は、清酒の一升瓶をテーブルの上に置く。

　由里子はその瓶を見て、目を瞬まばたかせた。

　それは、昔から大伯父の部屋にあったもので、『これは、祝いの酒や。いつか由里子がええ人を連れて来た時に、一緒に飲むんや』と言っていたものだ。

「伯父様、それ……」

　由里子は戸惑いに目を泳がせるも、

「和人君、酒、飲めるんやろか？」

「嗜たしなむ程度ですが……」

「そら、ええわ。なんでも嗜む程度に愉たのしむのが一番や」

　と、嬉しそうに頷く大伯父の姿を見ていたら、何も言えなくなる。

　自分がもし、朔也と上手うまくいって、ここに連れて来ていたら、大伯父と大伯母は変わらず、温かく迎えてくれただろう。だが、こんなに心から喜んでもらえるかというと、少し違う気がした。

「千賀子さんも飲んでください。遠く離れたところから、我が一族の末まつ裔えいに出会えた縁を喜びたいて思います」

　そう言う大伯父に、千賀子は「ありがとうございます」と会釈をした。

　皆はテーブルについて、お猪口ちよこを手に乾杯する。

　由里子も酒は苦手だったが、せっかくなので一口だけ飲むことにした。

「……あ、美味しい」

　由里子は、思わず口をついて出た言葉に、自分で驚いた。

　もっと苦くて匂いがきついものだと思っていたが、この酒は甘みがあり、さらりとして美味しかった。

「うん、本当にお酒も料理も美味しいです」

「たまらないですね」

　しみじみと言う和人と千賀子に、大伯父と大伯母は嬉しそうに頷く。

「それはそうと、和人君は、大学生なん？」

　興味津々という様子で身を乗り出す大伯父に、和人は「はい」と頷く。

「何を専攻してるんや？」

「僕は医学を……」

　そう答えると、大伯母が「医学！」と目を見開いた。

「将来は、お医者さんに？」

「目指しています。家が病院なので」

「はあああ、エリートばい。由里子ちゃん、すごか人ね」

　大伯母は目を輝かせて、由里子を見た。

「お、伯母様、やめて」

　耳を赤くして言う由里子に、皆で笑う。

　食事を終えた後も、しばし談笑し、千賀子は時間を確認して、

「では、最終の新幹線で帰るので、そろそろ。本当に良くしてくださってありがとうございました」

　と、頭を下げた後に、立ち上がる。

「そら、無理やり引き止めて申し訳ない。時間大丈夫やろか」

「大丈夫です。それに、無理やりなんて。ここにきて、一気に色々なことが分かって、本当に良かったです」

「千賀子さん、なんなら泊まって行っても……」

　大伯母がそう言うと、千賀子は小さく首を振った。

「ありがとうございます。ですが、早く帰って、事故で亡くなった娘のことで調べたいことがあるんです」

　千賀子は再び礼を言って、安倍家を後にした。

「ほんまに不思議な縁やったなぁ」

　彼女の姿がなくなり、大伯父はしみじみと言いながら酒を口に運び、今思い出したように由里子と和人を見た。

「そや、二人は今日、なんでうちを訪ねて来たんやろ？」

　由里子と和人は、ハッとして、「そうでした」と自分たちの本題に入ることにした。

「伯父おじ様、私たちが今日ここに来たのは、今日話題に上がっていた『黄泉よみの穢けがれ』のことについてなんです」

「何者かが、再び封印を解いたそうなんですよ」

　由里子と和人が、順番に話すと、大伯父は苦笑する。

「いやいや、それは考えられへん」

「でも、伯父様、賀茂君……澪人さんたちと調べていって分かったんですが、『黄泉の穢れ』の封印はすでに解かれて、東京に移されてます」

　由里子の言葉に、大伯父は、はあ？　と声を裏返した。

「噓やろ。あないなもんが動かされたら、わしはもちろん、京都中の陰おん陽みよう師じが気付いて、大騒ぎになるはずや」

　信じられへん、と訝いぶかしがる大伯父に、和人が話を引き継いだ。

「ですが、良からぬことを画策している奴ら──『凶星』は、すでに禍津日神を東京に移していて、ベストなタイミングで神を解放するために、東京の波動を落とす作業に入っていたんです」

　大伯父は腕を組んで、うーん、と唸うなった。

「……まぁたしかに、そう言われてみれば、今の京都に『黄泉の穢れ』の気配はあらへんし、いいひん気はする。そやけど、どやって運ぶんや」

　由里子は、ええと、と口くち籠ごもる。

「それは、多分、召喚してすぐに器か何かに入れて……」

　大伯父は、いやいや、と首を振った。

「悪霊や鬼程度のものやったら、そういうこともできるやろうけど、『黄泉の穢れ』は神や。そないな簡単なもんやないで。誰かに取り憑つかせて運んだんやろか……」

　和人が、もしかしたら、と顔をしかめる。

「元審神者さにわ頭がしらの谷口さんが、『黄泉の穢れ』を自らに取り込んで、東京に行ったのではないかと」

　その言葉に、大伯父は額に手を当てる。

「そうは言うても、龍りゆう神じんや狐きつね神がみならいざしらず、あれは『穢れ』から生まれた神やで。普通の人間があないなもん取り込んだら、間違いなくおかしくなってしまうはずや。ほんで、制御が利かなくなって自滅するやろ」

「自滅って……？」

「人の中に入れられた『黄泉の穢れ』は外に出たがって、その者を死に追いやるてことや。つまり自殺に追い込むてことやな」

　由里子は、青あお褪ざめて口に手を当てた。

「それじゃあ、もしかして、谷口さんはもう……」

「いやいや、由里子さん。谷口さんは、僕たち賀茂兄弟を攻撃したあと、平静を取り戻して、かつて世話になった洋菓子店に顔を出してるんだ。その時は、至って普通だったそうだし」

　和人の言葉を聞きながら、大伯父は、ふむ、と腕を組んだ。

「ほんなら、何人かでリレーするように移していったってことやろか？　そんな危険な賭かけをするもんやろか。そもそも、それだけのことをしながら、わしらにそこまでのことを感じさせへんのも奇妙な話や。わしも知らへんような、余程の護符を持ってるてことやろか」

　そんなん、あるんやろか、という大伯父のつぶやきを聞きながら、由里子も同感だと相あい槌づちをうつ。

　安倍家の当主である大伯父だけではない、西の本部長も、この大事に気付いていないのだ。

　もしかしたら、澪人も東京に助すけっ人とに行ってなければ、気付かないままだったかもしれない。

　由里子が、伯父様、と口を開く。

「その『黄泉の穢れ』が放たれるとどうなるのでしょうか？」

　大伯父は、大きく息を吐き出した。

「……波動が低い状態にある人間ほど、制御が利かなくなるやろ。『誰かを殺したい』『放火したい』『破滅したい』、そんな良からぬ思いは、大抵の場合、頭の中での妄想に留とどまる。そやけど、あの神が地を支配すると、『魔』が打ち勝ってしまうんや。普段は決して押さへんスイッチを押してまう。そないなことになったら、どうなるかは、容易に想像がつくやろ。……このストレス社会やで」

　町が制御の利かなくなった者たちで溢あふれ出した様子を想像し、由里子は自分の体を抱き締めた。

　あの、と和人は顔を上げて、大伯父に視線を移す。

「もし、穢れの神を東京に移すことが成功したとして、一度どこかに閉じ込めておくとしたら、どこが適していると思いますか？」

　目をしっかりと合わせて尋ねた和人に、大伯父は、ふむ、と腕を組んだ。

「もし、あの神を留めておくとしたら、波動の合う神社やな」

「そんな禍まが々まがしい神社がどこかにあるんですか？」

　と、由里子が詰め寄ると、大伯父は「ちゃうねん」と首を振る。

　皆は固かた唾ずを吞のんで、大伯父に注目する。

「──瀬せ織おり津つ姫様の神社や」

　そう言った大伯父に、

「瀬織津姫様って、罪や穢れを水に流す女神様ですよね？」

　由里子は、ぱちりと目を瞬まばたかせた。

「そやで。でも、そこやろな」

　そう言った大伯父に、由里子と和人は顔を見合わせた。





四






　──東京では、小春と澪人は、静かに『風林堂』を出て、浅草の町を歩いていた。

　夕暮れ空が広がっていて、暑さも随分と緩和されている。

　今、夏祭りが行われているようで、あちこちにのぼりが立って、賑にぎやかな様子だ。

　帰りがけに、宗次朗が、『祭りがあるし、明日にでも泊まりがけで遊びに来いよ。師匠も喜ぶ』と言っていたことを思い出す。

　その言葉と共に、『兄貴と義姉ねえさんに』と持たされた菓子折りが入った紙袋も渡されていた。

「師匠、大丈夫だろうかと心配しましたけど、帰る時には晴れやかな顔をしていましたね……」

　まるで憑き物が落ちたように、晴れやかで穏やかな笑みを浮かべて、師匠は見送ってくれた。

『小春さん、宗の言う通り、泊まりに来てください。浅草という町を挙げての祭りではなく、地区の小さな祭りですが、とても楽しいですよ』

　と言ってくれたのだ。

「お互いに、渾こん身しんの想いを伝えられたんや。すっきりしたんやろ」

　しみじみと告げた澪人に、小春は、ええ、と頷うなずいた。

「そうですね……。師匠の『もし生まれ変わっても、またお前と結婚したいと思っている！』という言葉に感動しました。素敵でしたね」

　小春の目頭がじんわりと熱くなる。

　すると、澪人がそっと手を握ってきた。

「僕らも、そうやね」

　小春はゆっくりと顔を上げて、澪人を見つめる。

　千年の時を経て、再び出会えたのだ。

　熱っぽい視線が絡み合い、思わずそのまま唇を重ね合わせたくなる衝動にかられた。

　だが、ここが町中であることに気が付いて、小春は目を伏せる。

「そういえば、師匠の幼おさな馴な染じみの千賀子さんが見ていたという死神の話は衝撃的でしたね」

　気恥ずかしさからぎこちなく言うと、澪人は、そやね、と頷いた。

「死神が、葬列の姿だったなんて……」

　すると澪人は、うーん、と首を捻ひねる。

「一概に必ずそうとは言えへんのや」

「えっ？」

「見る人のイメージによって変わるさかい」

「人によって、死神の姿は違うということですか？」

「そやねん。死神に限らず、人の目に見えない存在は視覚で見るわけやないし。おそらく千賀子さんにとって、葬列が死の象徴やったて気ぃする。幼い頃に見たことがあるのかもしれへんね」

　小春は、納得して首を縦に振る。

「小さい頃に葬列を見たりしたら、強い印象が刻まれてしまいそうです」

　人によっては、トラウマになってしまうのかもしれない。

　小春は、顔を上げて、道行く人たちを眺める。

　その中には、人ならざる者の姿もあった。

「私たちがキャッチする人ではない者の姿って、見る人によって違っているのかもしれませんね」

「幽霊の場合は、大体似通うもんらしいけど、神様の場合は、また違うんや。死神のように見る人のイメージによって変わったり、逆に龍りゆう神じんの若宮様のように、自ら人間に己の姿をイメージさせることもあるんやけど」

　小春は、ああ、と相槌をうつ。

　若宮が、少年の姿をしていたり、黒猫の姿をしているのは、彼自身がそう見せているということだ。

「そやけど、本来は黒龍やし、現世で一番近い姿は蛇なんやろなぁ」

「……それで、油断をしたら、蛇になっていたわけですね」

　最初は黒猫の姿をしていたというのに、籐とうの籠かごの中で蛇に変わっていたことを思い出し、小春は肩をすくめる。

「……千賀子さんの話を聞いていて苦しかったです。特殊な力を誰にも理解してもらえない環境に嫁いで、気色悪いって離婚されて、子どもまで奪われてしまうなんて」

　千賀子に感情移入し、小春の声がくぐもる。

　ほんまやね、と澪人が労いたわるように、繫つないだ手に力を込めた。

「その千賀子さんは、今も健在なんでしょうか？」

「おそらく、亡くなったとは言うてへんかったし、健在やと思う」

　彼女はその後、一人でどう生きたのだろう？

　離れ離れになった子どもとは、会えたのだろうか？

　ぼんやり考えていると、澪人のポケットから、振動音が聞こえてきた。

　メッセージや、と洩もらして澪人はスマホを確認する。

「……川瀬さんからや。今日、結界の祈き禱とうを終えることができたて」

「それじゃあ、東京の波動は回復に向かっているんでしょうか？」

　小春は、夕暮れ空を仰いだ。

　あまり変化は感じられず、大丈夫だろうか、と小春は眉まゆ根ねを寄せる。

　そんな小春の不安を察したのか、澪人は小さく笑った。

「前に宗次朗さんと姉さんが祈禱した時みたいに劇的に変わることは、まずあらへんさかい。そもそも、あれは、たくさんの人の力もあってのことやし」

「そうですよね。あれはすごかったですよね」

　京都の空に光の線が幾重にも重なり、幾何学模様のドームとなって町を包んだのだ。

　全身が震えるほどのエネルギーと感動を覚えた。

　あんなことは滅多にないということだ。

「やっぱり、東の陰おん陽みよう師じたちが、祈禱をしてくれたとしても、僕らは僕らでやってしまいたいて思てる」

　私もです、と小春は頷く。

　手をつなぎ歩いていると、歩道の先──人の群れの中に丸い猫がちょこんと座っているのが見えた。

　くりくりとした大きな目が印象的なその猫は、白毛が多い三毛猫という感じだ。

　頭のてっぺんに、黒と茶色の毛が丸い模様を作っている。

　赤い前掛けをしていて、右手を上げていた。

　愛らしい姿に、小春は、ぷっ、と笑う。

「澪人さん、あの子、まるで招き猫みたいですね」

　猫は、二人を見て、手招きをするように右前足を動かした。

　だが、通り行く人たちは、その猫を気にも留めない。

「小春ちゃん、あれはおそらく……」

　澪人が皆まで言う前に、小春は、はい、と答えた。

　あれは、人の目には見えないものだ。

「……妖あやかしでしょうか？」

　小春が小声で尋ねた時、猫は背を向けて歩き出した。

　まるで、『こっちに来い』と誘導するように、ちらりと振り返り、また歩く。

　小春と澪人は息を吞のんで、猫の後を追った。

　夕方の浅草も人が多い。

　猫は、するすると人の波をかき分けて歩いて行く。

　二人は、猫を見失わないよう懸命に追い、ある神社の前で足を止めた。

「三社様や──」

　だが、石碑には『浅草神社』と刻まれている。

　ぽかんとする小春に、澪人はすぐに説明してくれた。

「この浅草神社は、土師はじの真ま中つ知ち、檜ひの前くまの浜はま成なり、檜前竹たけ成なりという三柱を主祭神としていて、三社様の愛称で知られているんや」

　石の鳥居の向こうに、立派な狛こま犬いぬが鎮座し、中央に朱色の本殿が見える。

　明るくも、威風堂々とした佇たたずまいは、さすが浅草の神社と思わせる。

　だが、今はそんな浅草神社よりも、参道の端にちょこんと座っている猫が気になって仕方がなかった。

　先ほどの猫だ。

　今も右手を上げて、こちらを見ている。

　人ならざる者の計らいからか、境内には人の姿は他になかった。

「そうか、あの子は招き猫で、ここの遣いや」

「招き猫がですか？」

「諸説あるんやけど浅草は、招き猫発祥の地としても知られているんや。今いま戸ど神社やこの三社様もそうやねん」

　へえ、と小春が感心していると、りーん、と鈴の音が鳴り、二人は姿勢を整える。

　黄昏たそがれ時の参道の中心に旋風が巻き起こった。

　ぼんやりとした光が浮かび、やがてその光は、人の形を模かたどっていく。

　そのエネルギーは若宮が降臨する時のような圧倒的な強さはないが、神聖な存在であることを感じさせ、小春と澪人は、すぐに頭を下げた。

『──お久しぶりですね』

　響いてきたのは、女性の声だ。

　顔を上げると、白衣に朱色の袴はかまという巫女みこ姿の女性だった。

　その姿に見覚えがあり、小春は、あっ、と声を上げる。

「あなたは、愛衣の家にいらっしゃった……」

　そう、かつて神社だった土地を護まもっていた精霊だ。

　精霊は、にこりと口角を上げて、一礼をする。

　どうしてここに、彼女がいるのだろう。

　そんな疑問が浮かぶと共に、以前西の本部長が、京都の神々が東の地へ行っているといった話を思い出した。

「あなたがここまで来てはるていうことは、今回の件にご縁がおありなんやね？」

　澪人の問いかけに、精霊は、そっと微笑んだだけで何も言わない。

　ややあって、

『斎王……』

　と、精霊に声をかけられ、小春は「は、はい」と背筋を伸ばす。

『あなたの友に、あなたがもしこの近くに来たら、これを渡してほしいと頼まれました』

　精霊がそう言うと、招き猫がやってきて小春に向かい、竹筒を差し出した。

　その竹筒には、見覚えがあった。

「これは──」

　頭に浮かんだのは、コウメの姿。

　常にコウメが大事に背負っていた竹筒だ。

「もしかして、コウメちゃんの身に何かあったんですか？」

　竹筒を受け取り、前のめりになる小春に、精霊は微笑む。

『心配ありません。ただ、これをあなたに受け取ってほしいと』

　その言葉にホッとしながら、小春は竹筒を抱き締めるように胸に抱いた。

　その瞬間、ぐらり、と小春は目眩めまいを覚えた。

　目に見える景色が、ぐにゃりと歪ゆがんでいく。

　すべてがマーブル状に変わり、浅草神社の本殿が見えなくなる。

　立っていられずにその場に膝ひざをつくと、澪人がすぐに支えてくれた。

「小春ちゃん!?」

　自分に呼びかける声が、とても遠くから聞こえるようだ。

　小春が、ゆっくりと顔を上げると、まるで違う景色が広がっていた。




　　　　＊　＊　＊




　これは、おそらく、コウメが持っていた竹筒が見せているもの。

　今、見知らぬ場所に立っている感覚があるが、これは視覚で捉とらえているのではなく、頭に浮かんでいるものだ。

　自分は、ある神社の前に立っていた。

　どこの神社か分からないが、決して大きくはない社であり、その背後にはビルも見える。都会の神社だ。

　朱色の鳥居の向こうは、すぐに階段となっていて、その先に小さな社がある。

　辺りは、暗い。

　周囲の道路を車が行き交っているが、そう多くはない。

　深夜なのかもしれない。

　小春が、社を見上げていると、神社の前に黒いワンボックスカーが止まった。

　スライドドアが開き、そこから奇妙な男たちがぞろぞろと出てくる。

　男は五人。

　皆、狩かり衣ぎぬを纏まとい、雑面──護符が書かれた紙が顔を隠すように烏え帽ぼ子しから垂れ下がっている──をつけている。

　彼らは、境内へと進んでいき、そのうちの一人が車の側に留とどまっていた。

　──どうぞこちらへ。

　雑面をつけた男の一人が、車の中に向かって、手を差し伸べる。

　ためらいがちに出て来たのは、とても細く真っ白な子どもの手だ。

　男の手を取って、戸惑いがちに車を降りてくる。

　真っ白な肌、さらさらの白い髪、睫まつ毛げまで白い、神秘的な少年だ。

　彼は、以前出会ったあの少年だった。

　夜遅いせいか、少年の顔色は、優れなかった。

　具合が良くないように見える。

　緊張から、怯おびえているのかもしれない。

　──さあ、千ち歳とせ様。

　雑面をつけた男は自分に付いてくるよう促し、歩き出した。

　そのまま、まっすぐ小春に向かって歩み寄る。

　自分の姿が見えるのだろうか？

　小春が思わず身構えるも、男は小春の体をすり抜けて、鳥居をくぐり境内を進んでいった。

「…………」

　やはり、今見ているのは、コウメが見ていた景色のようだ。

　少年は、車の前に佇たたずんだままだ。

　雑面に狩衣、深夜の神社と異様な光景を前に、圧倒されているようにも見える。

　おずおずと躊躇ためらっていると、少年の傍らに白い影が現われた。

　少年は、弾はじかれたように顔を上げたが、他の者には、その影が見えていないようだ。

　影はゆらりと人ひと形がたへと変わっていき、少年の肩に手を乗せる。

　──何も怖がることはありませんよ。

　小春にも聞き覚えのある優しい声が届く頃、その影は青年の姿に変わっていた。

　水干を纏った、美しい青年。

　少年は、嬉うれしそうに目を細める。

　──来てくれたんだ、驪龍様。

　そんな少年を、青年は見下ろして、ええ、と頷うなずく。

　──行きましょう。

　彼は、少年の背に手を当てて、共に鳥居の奥へと進んで行った。




　　　　＊　＊　＊




「若宮くん……」

　小春は目を開けて、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　その瞬間、霧が晴れるようにこれまで見えていた景色が消えていく。

　浅草神社の境内だった。

　だが、もう、巫女の姿をした精霊はいなくなっている。

　自分はいつの間にか境内の中心に座り込んでいたようで、澪人が背を摩さすっていた。

「小春ちゃん、大丈夫？」

　心配そうに顔を覗のぞく澪人に、小春はぎこちなく頷く。

「は、はい」

　まだ、頭がぼんやりとしている。

　まるでいつもと違う場所でうたた寝をしていて、目覚めた時にここはどこなのか、今が朝なのか夜なのか分からない感覚だ。

　すぐに立ち上がろうとするも、ゆっくりでええ、と澪人が再び背中を摩る。

「この竹筒にコウメの伝えたい意識が込められていたんやね？」

　はい、と小春は呼吸を整えながら、頷いた。

「実は僕も、あなたを通して、霊視させてもらおて思ったんやけど、上手うまくいかへんかって。何が見えたん？」

「……どうして、見えなかったんでしょうか？」

　小春は不思議に思って、澪人と視線を合わせた。

　澪人とはこれまで何度か、手を握り合って霊視を共有したことがあるのだ。

「あなたが僕に、自分の視みたものを伝えるて意識がなかったからやて思います」

　小春は納得して、腰を上げる。

「場所は、都内の神社だと思います。小さな社でした。雑面をつけた男たちが、深夜に集まっていまして……」

　そこまで言って、小春は目を伏せた。

「そこに、あの不思議な男の子もいたんです。あの子の側には、若宮くんもいて……。きっとコウメちゃんは、このことを伝えたかったんだと思います」

　ごくり、と澪人の喉のどが鳴ったのが分かる。

「あの子は、何者なんやろ？」

　その問いかけには、小春も苦々しい表情で、分かりません、と首を振った。

「束帯を纏まとって、『千歳様』と呼ばれていました」

　装束には、水干や狩衣と種類があり、束帯とは身分の高い者が纏う。

　以前、若宮を吉田神社まで運ぶ際も、若宮は束帯を纏っていた。

「とても、異様な光景でした。嫌な雰囲気だったんです。そんなところに、どうして若宮くんがいるんだろう？」

　動揺から、小春の体が震えてくる。

「思えば、いつもそうなんです。肝心な時に、分からないんです」

　かつて、一晩中晴れ渡ると言った時もそうだ。

　自分を特別な存在のように思わせておいて、突き放してしまう。

「思えば、若宮くんも冥めい王おうと呼ばれる黒龍。破壊の神でもあるんですよね。もしかしたら、『凶星』の方に協力をしているのかも……私のことも利用しただけなのかもしれない……」

　小春が顔を歪ゆがませたとき、澪人がその手を引いて、強く体を抱き締めた。

「小春ちゃん、それはあかん」

「えっ？」

「あのお方が、何を考えてるのか僕にも分かりまへん。もしかしたら、『凶星』に協力してるかもしれへん。ほんでも、疑いや欺ぎ瞞まんから生まれるものに、ええことはあらへん。あの方は、よく分からないところはたくさんあるけど、あなたをとても大切に思うてる。それは、僕が保証する。どんな思惑があるかは分からへんけど、それだけはたしかや」

　澪人の腕の中で、小春の不安や動揺が引いていく。

「……どうして、そんな風に強く言えるんですか？」

「そら、僕があなたを好きやからや」

　思いもしない言葉が返って来て、小春は驚いて顔を上げると、澪人は弱ったように目をそらす。

「あの方が、あんまりあなたを大切にしたはるし、小春ちゃんもあの方を心から慕っているさかい、ほんまは、ずっと嫉しつ妬としてたんやで」

「え……澪人さん……」

　真っ直ぐにこちらを見下ろしていた澪人だが、すぐに我に返った様子で、「かんにん」と少し離れた。

「どうして、謝るんですか？」

「こないなこと言うつもりなかったし。小春ちゃんとあの方の間には、割り込めない強い絆きずながあって、それに嫉妬しても仕方あらへん。ずっとそう思ってきたし、その絆を邪魔するつもりもあらへん」

　澪人は振り返って、そっと微笑む。

　その笑みには、切なさが込められていて、小春の胸がギュッと締め付けられた。

　──自分は一番に想ってもらえなくてもいい。

　あなたの側にいられるだけで、幸せなのだから──

　そんな澪人の想いが、痛いほどに伝わってきた。

　きっと彼は、ずっとずっと自分の心を押し殺してきたのだろう。

　二人の絆は特別なのだから仕方がないと、そう言い聞かせて……。

「……っ」

　小春は、前進して澪人の体を強く抱き締める。

「小春ちゃん？」

　澪人が、戸惑ったように見下ろす。

「好きです、澪人さん。若宮くんは、かつての初恋だったかもしれません。でも今の私の中では、若宮くんと、前世の驪龍様は少し違っています。なんて言っていいのか分かりませんが……。今の私が、ううん、前世にあなたと夫婦として共に過ごしていた時から、私が好きなのは……」

　小春がそこまで言いかけた時、澪人が腕を伸ばして、強く体を抱き締めてきた。

「──小春」

　熱っぽい響きに、目眩めまいがした。

　今、境内には、噓のように人の姿がない。

　言葉は交わさずとも、澪人が求めていることが伝わってくる。

　それは、自分が求めていることと一緒だからなのかもしれない。

　小春はそっと目を瞑つぶる。

　澪人の手が頰に触れ、優しく唇が重なり合う。

　そこが、神社の境内ということもあるのだろうか、強いエネルギーの坩堝るつぼの中にいるような衝撃を覚えた。

　まるで電流を帯びた竜巻の中心で、キスを交わし合っているようだ。

　激しいエネルギーの交換が行われているが、とても心地よい。

　ゆっくりと唇を離して、互いに見つめ合う。

　少し前までの気持ちの乱れはなくなり、代わりに高揚感が小春を包んでいた。

　陰陽の力が重なるというのは、こういうことなのだろうか。

　小春が恍こう惚こつとした気持ちでいると、とん、と小さな肉球の感触が、足首に伝わってきた。

　見下ろすと、先ほどの招き猫が恥ずかしそうに俯うつむきながら、小春の足に前足を当てている。

「わっ、猫ちゃん、まだいたんだね？」

　小春は照れくささを感じながら前屈かがみになると、猫はみゃあ、と声を上げて、足に顔をすり寄せる。

「小春ちゃん、どうやら、その子はあなたといたいようや」

　澪人の言葉に、猫はまた、みゃう、と鳴いた。

「私と？　うちのマンション、ペット可だから大丈夫だけど、お父さんとお母さんがなんて言うか……」

「大丈夫やろ、二人には見えへんし」

「あ、そうか」

　小春は笑って、猫の前にしゃがみこむ。

「猫ちゃん、名前はなんて言うの？」

　そう尋ねると、猫は前掛けを見せるようにした。

　赤い前掛けには、『コマ』と書いてある。

「コマちゃんって言うんだ、可愛い名前」

「狛猫のコマやろか」

　澪人がそう言うと、コマは、満足げに頷うなずく。

「ほんなら、今日はそろそろ帰ろか」

　はい、と小春は竹筒をトートバッグに入れて、コマを抱き上げる。

　陽が落ちて、空に月が浮かび始めている。

　どんどん真円に近付く月。

　小春は、焦る気持ちを落ち着かせるように、コマをギュッと抱き締めた。
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「ただいま」

　小春は、様子を窺うかがうように、リビングのドアを開ける。

　マンションについたのは、夜八時を少し過ぎた頃。

　すでに両親は、帰ってきていた。

　母はキッチンで夕食の支度をし、父はダイニングテーブルに着いてテレビのニュース番組を眺めている。

　いつもは出掛けても両親が帰ってくる前に、マンションに戻るようにしていたため、

「遅くなってごめんね。手伝うね」

　小春は決まりの悪さから、いそいそとキッチンに入った。

「あら、いいのよ。小春が帰ってきてから、小春にばかりやってもらっていて申し訳なく思っていたし」

　母はとてもにこやかに答える。

　てっきり、『いつもより遅いのね？　どこに行ってたの？』と低い声で訊きかれるかと思っていたので、小春は拍子抜けした気持ちで、顔を上げた。

「宗次朗さんのところに行ってたんでしょう？　さっき電話があったのよ。帰宅するのが、少し遅くなったかもしれないけど、ちゃんと澪人さんに家の前まで送るように言ったから、って」

　宗次朗のフォローに、小春は救われた気持ちになり、胸に手を当てる。

「そ、そうなの。宗次朗さんのところに行ってた。新作の和菓子をもらってきたよ。串くし付きのわらび餅もちなの」

　小春は『風林堂』の紙袋を見せて、対面キッチンのカウンターに置いた。

「まぁ、それは楽しみね」

　微笑んだ母に、「ああ」と頷く父。

「それで、あなた、明日、宗次朗さんのところに泊まるんですって？　浅草でお祭りがあるとか」

　そう続けられ、キッチンで手を洗っていた小春は、ごほっとむせた。

「うん、宗次朗さんとお師匠さんに誘われてる」

「お師匠さん、孤独な方なんですってね。小春が訪ねていくと、本当に嬉うれしそうにするって」

「宗次朗さんの師匠は、奥さんに先立たれて一人きりでね。その上、病に冒されていて長くないみたいなの。宗次朗さんが言うには、平気な振りをしているけど、寂しく思ってるって……」

　そうだったの、と母は気の毒そうに相あい槌づちをうつ。

「宗次朗が突然帰ってきたのは、そういう理由があったんだな……」

　ダイニングテーブルにいた父も、神妙な面持ちでつぶやく。

「でも、宗次朗さん自身、ずっと浅草にいるつもりなのかしら？」

　母が独り言のように訊たずねると、父は首を傾げた。

「さあ。あいつの考えていることは、昔から分からない」

　その言葉に、小春は思わず苦笑した。

「それはともかく、泊まりに行くのは良いけど、あんまりご迷惑にならないようにするのよ」

　小春は、はい、と頷いて、冷蔵庫から、保存容器を取り出した。

　その中には、母と共に作り置きしていたキンピラゴボウやポテトサラダ、酢の物が入っているのだ。

「小春、魚が焼けたから、テーブルに色々出していってもらえるかしら」

　母はグリルから、スズキの切身を出して皿に載せていく。

　小春は「うん」と頷いて、魚が載った皿やサラダボウルをテーブルに並べた。

「美味おいしそうだね」

「スズキは今が旬なのよ」

　小春は、へぇ、と洩もらしながら、『この魚、コマちゃんが喜びそう』と思う。

　だが、その姿はもうない。

　浅草神社で出会った招き猫のコマは、途中までついてきていたというのに、いつの間にかいなくなっていたのだ。

　どうして姿を消してしまったんだろう？

　と、小春は小首を傾げる。

　コウメもそうだが、動物神はそうした気まぐれなところがあるのかもしれない。

　ダイニングテーブルに夕食が並び、三人揃って手を合わせ、「いただきます」と言ってから食べ始める。

　無口で不愛想な父だが、思えば昔から『いただきます』の挨あい拶さつをしていた。

　それは、祖母・吉乃の教育の顕あらわれなのだろう。

「そうだ、小春。遊びに行くのはいいけど、ちゃんと勉強してる？」

「し、してるよ。お風ふ呂ろ入った後もするし」

　そんないつもの会話をする傍らで、テレビは今日も悲しいニュースを流していた。

　青年がタバコのポイ捨てをしたところを通りがかった初老の男性に注意され、思わずカッとなって、殴ってしまい、死亡させてしまったということだった。

　嫌ねぇ、と母がつらそうに顔をしかめる。

「今の世の中、注意もできないわね」

「ああ」

「それに、この前も似たような事件があったわよね。注意してきた上司に腹を立てて刺したというニュース……」

「事件は、似たようなのが重なるものだからな」

　と、父は素っ気なく答える。

　小春は黙って聞きながら、苦々しい気持ちでテレビから目を離した。

『普段は我慢できることが、できなくなる』

　そんなことが起こってしまうのは、まさに波動が低下しているためだ。

　世の中には同じようなストレスを抱えている人が多いため、似通った事件がどうしても重なるのだろう。

　波動回復をさせるための祈き禱とうは、今日、東の本部の陰おん陽みよう師じたちが引き継いでくれているということだけど、一気に回復するわけではないようだ。

　一度下がってしまったものを元に戻すのは、なかなか難しいのかもしれない。

　今の低くなった波動の状態で、禍津日神が放たれてしまったら、とてつもない暴動が起きるかもしれない。

　小春は寒気を覚えながら、そっと両親を見る。

　さらに恐ろしいのは、殺さつ戮りくがごく普通の家庭で、行われてしまう可能性があることだ。

　どんな家庭にも、家族に対する不満や諍いさかいはある。

　いつもは喧けん嘩かで終わることでも、血が流れる可能性があるのだ。

　東の陰陽師たちの力を信用していないわけではないけれど、やはり、自分たちでも祈禱に回りたい……。

　壁掛けカレンダーに目を向ける。

　満月まで、あと少しだ。

『凶星』は、禍津日神を満月に解放することを狙っているに違いない。

　それまでになんとしても、祈禱を終わらせて、『凶星』の動きを止めたい。

　──そう思えば、宗次朗のところに泊まれることになったのは、ちょうど良かったのだろう。

　帰宅時間を気にせず、澪人と活動ができる。

　きっと、宗次朗はそこまで考えてのことではなく、なんとなくの行動に違いないが。




　　　　＊　＊　＊




　それから、小一時間後。

　食事を終えて、入浴も済ませた小春は、部屋に入り宗次朗に電話を掛けた。

「宗次朗さん？　うちのお父さんに電話してくれたんだね。びっくりした」

　小春がそう話すと、宗次朗はスマホの向こうで、『ああ』と声を上げた。

『うちの店を出たのも遅めだったしな。兄貴も義姉ねえさんも澪人のことを認めてるみたいだけど、二人きりで遅くまで遊んでいるとなると、心配もするだろうし』

「ありがとう。しかも泊まる話までしてたのは、驚いた」

『お前が、兄貴に「宗次朗さんとこに泊まりたい」って言うよりいいかと思ってよ』

　さすが、よく分かってる、と小春は頰を緩ませた。

『だけど、本当にこっちに泊まりに来いよ。澪人のところに泊まるのは、許さんからな』

　そう言った宗次朗に、小春は思わず笑う。

　ある意味、彼は父よりも、厳しく目を光らせているかもしれない。

「そんなの、分かってるよ。浅草のお祭りも楽しみにしてるから」

『三社祭みたいな派手なものじゃないけどな』

「うん、あんまり大きなお祭りは、人が多すぎて大変だし」

『たしかにな。それじゃあ、切るぞ』

「うん、おやすみなさい」

　小春は、もう一度宗次朗に礼を言って、通話を終えた。

　スマホを机の上に置き、勉強をしようとノートを開く。

　ふと、『澪人のところに泊まるのは許さん』と言った宗次朗の言葉が頭を過よぎった。

　小春は、やれやれ、と肩をすくめた。

「澪人さんのところに泊まれるわけないのに……大体、あの部屋にベッドはひとつしかないし……」

　口にしたことで、ひとつのベッドに寄り添うように寝ている自分たちの姿が頭の中に浮かび、小春の頰が熱くなる。

「も、もうっ」

　それを振り払うように、小春は「勉強、勉強」とシャープペンを持ち直した。





二






　東の本部のビルは、ひょろりと細長い。

　皇居を見守り、警護する櫓やぐらと言われていた。

　下から陰陽師の階、審神者さにわの階、審神者頭、本部長の階、会議室、道場、大広間、拝殿とあり、一番上が宿舎となっている。

　拝殿よりも上に宿舎があるのは、櫓の見張りを意味しているらしい。

　澪人は、窓際に立ち、夜の東京の町を見下ろす。

　小春を家まで送った澪人は、先ほど帰ってきて入浴を終えたところだ。

　墨色の作さ務む衣えを纏まとい、肩に白いバスタオルが掛けられている。

　簡単にタオルドライしかしていない髪から雫しずくが滴り落ちてきて、澪人はあらためて片手で髪を拭ぬぐいつつ、ミネラルウォーターを口に運んだ。

　光で溢あふれている東京の町だが、皇居の部分だけがすっぽりと暗い。

　都会の中心にある皇居は、まさに聖地だ。

　いくつもの結界で、強固に護まもられている。

　かつて首都が東京に遷うつった際、京都の優秀な陰陽師たちが共にこの地に移り、結界を張ったそうだ。

　そして、皇居の周辺をジョギングしている人たちが、意図せずその結界の補強を手伝っている。

　それもごく自然に、そうなるように導いたのだろう。

「……やっぱり、たいしたものやね」

　澪人は、しみじみと洩もらして、周辺をぐるりと見て、異常な様子はないか確認し、窓から離れた。

　テーブルに着いて、パソコンを開き、都内の神社を検索する。

　小春が、浅草神社で霊視した神社はどこなのか調べるためだ。

　おそらくは、東京の中心部。

「ほんで、あの神様が祀まつられているところ。となると、あそこやろ……」

　ぽつりと洩らして、マウスをクリックする。

　出て来た画像を確認し、これを小春に見てもらおうとテーブルに置いてあるスマホに手を伸ばした。

　スマホの画面を見ると、メッセージが届いている。

　もしかして、小春だろうか？

　丁度良かった、と確認するも、小春ではなく和人だった。

『報告したいことがあるから、電話できる状態になったら教えてほしいな』

　そのメッセージを目にし、澪人から和人に電話をかけた。

　発信してすぐに、和人は電話に出た。

『もしもし、澪人？』

「そうや。何か分かったことがありましたか？」

『うん、僕たちも朔也くんたちも色々あったんだ。文章で伝えるより話した方が早いと思って、僕がみんなの代表で報告の電話をかけることにしたんだ』

　澪人は、ふむ、と頷うなずく。

「そやね。話す方が早い」

『だよね。まず、朔也くんと愛衣さんから聞いたことを報告するね。二人は井上さんのところを訪ねていったそうなんだけど……』

　と、和人は、井上は皆に『祈き禱とうに集中したい』と言いながら京都を離れ、東京に移動している可能性があることを伝えた。

『なんだか、あやしいよね』

　ほんまや、と澪人は相あい槌づちをうつ。

「僕も報告があったんや。僕らは、風林堂の師匠のところに行ってきたんやけど……」

　澪人は、師匠が抱えてきた秘密とその真相について話した。

　浮気相手と言われていた千賀子は、同じ悩みを持つ同士であり、飽くまでただの幼おさな馴な染じみであったことを伝えると、和人は絶句しているようだった。

「……兄さん、どないしました？」

『いや、ちょっと、びっくりしちゃって』

　和人は気持ちを落ち着けるように、息を吐き出す。

「今の話に、そないにびっくりするところありました？」

　死神の葬列の話やろか、と澪人が首を傾げると、和人がすかさず言う。

『違うんだよ。僕と由里子さんは、今日その千賀子さんに会ったんだ』

　えっ、と澪人は顔をしかめた。

「って、どういうことなんや」

『千賀子さんって、藤原千賀子さんでしょう？』

「……苗字は聞いてへん」

『そうなんだ。でも、エピソードを聞く限り、同じ人で間違いないと思う。彼女は、自らの特殊な力と、先祖代々不運が続くことを奇妙に思って、自分のルーツを調べることにしたそうなんだ。ルーツを辿たどって京都まで来て、かつての恩人だった安倍家を訪ねたそうなんだ』

「──恩人？」

　和人は、そう、と話を続ける。

『千賀子さんが、死神に狙われた時、回避する方法を教えてくれたって』

「それ、僕も訊ききました。あちこちの社寺に連絡して、ひとつだけアドバイスをくれたところがあったて。安倍の当主やったんや」

　澪人が、驚いたように声を上げると、和人は愉快そうに笑った。

『驚くのは、まだこれからなんだ』

「なんやろ」

『千賀子さんの先祖は、元々神主だったんだけど、明治維新の際に東京に移住したそうでね……彼がいた神社は朽ちてなくなってしまったそうなんだ』

　もしかして、と澪人は口に手を当てる。

「その朽ちてしもた神社って、今の愛衣ちゃんの家のやろか」

　うん、と和人が強く言う。

『その先祖の名は、藤原保親といって、なかなか不遇な人だったようで……』

　和人は小さく息をついて、藤原保親の半生について詳しく説明する。

　すべてを伝え終えて、和人は少し声を潜めた。

『……その時に千賀子さんが、「先祖はかつて町を救った英雄のはずなのに、どうして苦労し続けるんだろう」といったことを聞いたんだ。そうしたら、安倍当主は「欺いた因果やろ」って答えたんだ。それが、なんていうか「思わず」って感じで、ぽろっと洩らしたんだ。すぐに誤魔化してたんだけど……、澪人はどう思う？』

　その問いに、澪人は腕を組んで、眉み間けんに力を入れる。

「おそらく勘の域で、はっきり伝えられへんかったんやろな」

『それは、当主は、藤原保親が欺いていたと感じたってことだよね？』

「そやね。もしかしたらの話やけど、禍津日神が放たれたのも、その封印も不遇だった藤原保親が英雄になるために画策したんとちゃうやろか」

　澪人の言葉に、和人が一瞬黙り込んだ。

『……つまり、自作自演だったということ？』

「確証はあらへん。そないな気がしただけや。それなら、その後も続く不遇も納得できるていうか」

　なるほどねぇ、と和人は洩らす。

「ほんで、その千賀子さんは？」

『すぐに東京に戻るって言ってた。なんでも、事故で亡くなった娘さんのことで調べたいことがあるとか……』

「そうなんや。千賀子さんと結構話したんや？」

『うん、千賀子さんと由里子さんと僕は、安倍家で夕食を御ご馳ち走そうになったんだ。その時に色々と話を聞いてね。なんでも家庭運には恵まれなかったけど、仕事には恵まれたって言ってたかな。千賀子さんは離婚して一人になった後、がんばって学校に通って資格を取って、ある仕事に就いたんだって。なんの仕事をしたと思う？』

　いきなりクイズのように訊かれた澪人は、ぽかんとして首を傾げる。

「なんやろ？」

　はなから考える気もなくそう言うと、和人は『ちゃんと考えようよ』と不満げな声を出して、答えを言った。

『看護師だって』

「看護師……。そら、意外や」

　と、澪人は目を瞬まばたかせる。

　人の死が分かる能力を持っていた者にとって、過酷な職場といえるのではないだろうか？

　そう思ったが、

『人の死が分かる能力があったからこそ、逆に逃げずに人の死に直面する仕事に就いて、向き合いたいと思ったそうだよ』

　和人の言葉を聞いて、澪人は納得し、へぇ、と感心の息をつく。

『死神から逃れられた後は、力もなくなってしまったそうだけどね……』

　澪人は、ああ、と相槌をうつ。

「それは、師匠も言うてました」

『そうそう、その食事の時に澪人の話もしたよ。「今東京にいるから、何かあったら弟に相談して」って澪人のメアド教えたけど、良かったかな』

「かまへんよ。僕も一度、千賀子さんに会おうてみたいし」

『自分で人生を切り開いてきた人、って感じだったよ』

「安倍家の当主は、どないなお人でしたか？　僕も会うたことないんや」

『澪人も会ったことがなかったんだ……』

「すごい方やて評判は聞くんやけど、あんまり表に出てこないお人やさかい」

『由里子さんは、「大王」って言ってたかな。会う前は緊張したけど、とても気さくないい人という感じで、ホッとしたよ』

「……近い将来、親しん戚せきになるかもやしね」

　澪人がさらりと言うと、和人は、ごほっとむせていた。

『澪人にからかわれるとは思わなかった』

「……あ、いや、今のはからかいとかやなくて」

　なんとなく口をついて出た言葉だった。

『ううん、まさか可愛い弟にからかわれる日が来るなんて、キュンと来るよね』

「何がやねん」

『そうそう、安倍家で、彼氏に間違えられてしまってね。だから、彼氏ではないけど、そうなりたくて立候補していることを伝えたら、すごく歓迎されたんだ。なんだか由里子さんに申し訳なかったよ』

　その姿が容易に想像がついて、澪人は笑った。

「よう言うわ。計算とまで言わへんけど、兄さんの要領の良さやろ」

『自分に素直なだけだよ。その方が何もかも上手うまくいきやすい』

「真理やね」

　その後もしばらく和人と話し、そろそろ、と澪人は時計に目を向ける。

『結構、長話になったね』

「ほんまやね。おおきに、兄さん」

『うん、おやすみ。って、ああそうだ、大事なことを伝えるのを忘れてた』

　まだ、何かあるのだろうか？　と、澪人は相あい槌づちをうつ。

『東京に遷うつされた禍津日神が、今どこにいると思うか安倍家の当主に聞いてみたんだ』

「そら、ほんまにめっちゃ大事な話やん」

　ほんとだね、と和人は笑う。

『おそらく、神社に一時的に封印されてるはずだって言ってた』

　それは、澪人も考えていたことだ。

「こう言わはったんとちゃいますか？　『瀬織津姫様が祀まつられてる神社』って」

　えっ、と和人は驚きの声を上げた。

『う、うん、そう』

「同じ見解でホッとしたし」

『瀬織津姫様って、たしか罪や穢けがれを洗い流す、いわゆる浄化の女神様だったよね？　もしかして「穢れの神」を「浄化の女神」のところに封印することで、その力が抑えられるということなのかな？』

「それもあるし、一説によると、瀬織津姫様と禍津日神は、同神て話もあるんや」

『同神？』

　信じられない、と和人が洩もらす。

「そや。イザナギが黄泉よみから戻り穢れを洗い流した時に、八や十そ禍まが津つ日ひの神かみ、禍津日神の二柱が生まれて、その一柱が、瀬織津姫やて話があるんや」

『八十禍津日神が、瀬織津姫ということ？』

「……諸説ある中で、そう唱えるところもあるそうや。真相はさておき、そう言われるくらいにその二柱は正反対でありながら、同調しやすいエネルギーを持ってるんや」

　澪人は、起動したままのパソコンのディスプレイに目を向ける。

　東京新しん橋ばしにある小さな社の画像が表示されていた。

「おそらく、ここやろ……」

　澪人は静かに洩らして、眉み間けんに力を入れる。

　朱色の鳥居の中心には、『日ひ比び谷や神社』と記されていた。





三






　勉強が一段落した小春は、うん、と体を伸ばす。

　時計に目を向けると、夜十一時半を過ぎていた。

「今日はもう寝ようかな……」

　と、洩らして、少し離れたところに置いていたスマホを手にした。

　澪人からメッセージが入っている。

　グループでの会話でなく、小春個人に送られていて、どきん、と心臓が音を立てた。

　こんな遅い時間に、個人的なメッセージ。

　寝る前に声が聴きたいんや、なんて書かれていたりして……？

　ドキドキしながらスマホを確認すると、

『小春ちゃんが、霊視した神社って、これやろか？』

　そんな一文と共に、画像が貼られていた。

「…………」

　それを目にするなり、小春は少し気の抜けた気持ちになった。

　だが、すぐに気を取り直して、目を凝らして画像を確認する。

　小ぢんまりとした社だが、背面にビルがそびえ立っていて、いかにも都会の神社という佇たたずまいだ。

「あ、ここだ」

　と、小春は前のめりになって、画像を見た。

　コウメの竹筒を受け取った時に見えてきた場面。

　雑面をつけ、狩かり衣ぎぬを纏まとった男たちと、不思議な少年・千歳。

　そして彼らを見守るようにしていた若宮──。

『はい、この神社です』

　少しの間の後、

『やっぱり、ここやったんやね。明日、結界の祈き禱とうをする前に、行っときたいんや』

『ここは、どういう神社なんですか？』

　小春がそう問うと、また少しの間の後、

『電話してもよろしい？』

　というメッセージが届いた。

　おそらく、文章で伝えるより話した方が早いと思ったのだろう。

　澪人の考えが手に取るように伝わってきて、小春は、ふふっと目を細めた。

『はい、大丈夫です』

　そう返してすぐに、スマホが鳴動した。

　小春はスマホを耳に当てて、喉のどの調子を整えるように首の付け根に手を当てる。

「こ、こんばんは」

『こない遅い時間にかんにん』

　耳に届く澪人の声に、全身が痺しびれるような気がした。

「いえ、話した方が早いと思ったんですよね？」

『そうや』と、澪人は笑う。『さっき兄と電話していて、色々聞いたんや。小春ちゃんには、明日話そて思うてたんやけど、せっかくやし、今伝えよて思て』

　はい、と小春は首を縦に振る。

『ＯＧＭ京都チームの活動報告を聞いたんや』

　そう言って、澪人は和人から聞いた話を小春に余すことなく伝えた。

　小春は話を聞きながら、黙って相槌をうつ。

　朔也と愛衣が井上のところを訪ね、由里子と和人は安倍家で、師匠の幼おさな馴な染じみである千賀子と会っていたこと。

　千賀子の先祖・藤原保親と、安倍家の関係。

　彼はかつて愛衣の家が神社だったときの神主だったということ。

　瀬織津姫と禍津日神の話。

　すべてを聞き終えて、小春は大きく息を吐き出す。

「なんだか、仕組まれているみたいに、すべてがつながりましたね」

　しみじみと言う小春に、そやね、と澪人が頷うなずく。

『西と東が同時に動いたことで、こないに早くに情報が集まったし』

「本当ですね。愛衣と朔也が井上さんを訪ねて、由里子さんと和人さんが、安倍家に行った……」

　由里子と和人に至っては、まるで交際の挨あい拶さつに行ったようだ、と小春が頰を緩ませていると、澪人は愉たのしげに話を続ける。

『兄さんは、彼氏と間違えられたそうや』

　やっぱり、と小春は頷いた。

　あの二人が並んでいる姿は、とてもしっくり来ていてカップルだと思われるだろう。

『ほんで、ちゃんと立候補中です、て言うたそうやで』

　小春は、ふふっと笑う。

「和人さんってストレートな人ですよね」

　かつて自分に気持ちを打ち明けてくれた時もそうだった。

　そして、その気持ちを受け取れない旨を和人に伝えると、即座にこちらに負担を掛けないようスッと引いてくれたことが思い出される。

　賢くて察しがよく、思いやりに溢あふれて、行動力がある。

　自分の息子だった前世の頃から、それは変わっていない。

「さすが、和人さん……」

　思わず誇らしい気持ちでそう洩らし、これでは親バカだ、いやもう親ではない、と小春は我に返る。

『……そうやね、兄は僕と違って、ほんまストレートな人や』

　澪人の声が少しだけ低くなっていたが、小春は彼の心境に気付くことなく、本当ですね、と頷く。

「思えば杏あん奈なさんもストレートだから、澪人さんだけ、ちょっと違うのかも……」

　そやね、と澪人は穏やかな口調で言う。

『話を戻すんやけど』

　小春は頷いて、次の言葉を待つ。

『禍津日神は、さっき送った画像の神社──日比谷神社に一時的に封印されている可能性が高いさかい。明日、それを確かめに行こうと思う。それは、僕らだけでどうにかできる話やないて思うし、ひとまず確認した上で対策を練りたいんや』

　小春は、はい、と頷き、スマホを持つ手に力を込めた。

『ほんで、明朝六時頃、日比谷神社で待ち合わせしたいんや。早いけど、大丈夫やろか』

「大丈夫です。そして明日は、宗次朗さんのところに泊まらせてもらえることになったので、帰り時間を気にせずに活動できます」

『ほんま？　そらちょうどええわ』

　澪人は少し嬉うれしそうに言う。

　ですよね、と小春は微笑んだ。

『ああ、もうこんな時間やね。そろそろ』

「はい、おやすみなさい」

『小春ちゃん、その……』

　はい？　と、小春は小首を傾げる。

『寝る前に、あなたの声が聞けて、嬉しい』

　ばくん、と小春の心音が跳ね上がった。

『ほな、おやすみ』

　澪人は嬉しそうに言って電話を切る。

　小春は、しばしスマホを見つめ、カッカと火ほ照てって仕方ない頰を手で押さえた。

　ベッドに飛び込んで、枕に顔を押し付ける。

　時々、急に余所よそ余所よそしくなって距離を置かれたかと思えば、こんなことを不意打ちで言ってくる。

「……さっきの言葉を撤回。澪人さんもストレートだ」

　思えば、前世の時からそうなのだ。

『あなたの声が聞けて嬉しい』

『あなたの顔が見られて嬉しい』

『あなたと一緒にいられて嬉しい』

　優しい笑顔で、なんの企たくらみもなく、少し照れくさそうに言う。

　あの頃は、自分を認められず、目を背けてばかりいたけれど、いつも頰は熱かった。

　本当は、きゅん、とし続けていたのだ。

　でも、それを無理やり抑え込んでいた。

　自分はなんて、愚かだったんだろう。

　だけど今は違う。

　自分を誤魔化さずに、ときめいて良いいのだ。

　切なさと愛いとしさに、ぎゅっと枕を抱き締める。

　しばしうつ伏せになって悶もん絶ぜつしていると、どこからか、ふんふん、という鼻息のようなものが聞こえてきた。

　小春が、ぎょっとして顔を上げると、目の前に顔の丸い猫がいて、思わず『ぎゃっ』と声を上げそうになり、口に手を当てた。

「コ、コマちゃん……？」

　戸惑いながら洩もらすと、コマはそっと擦り寄ってきて、寄り添うようにして枕元で丸くなる。

「なんだ、側にいてくれたんだね」

　小春は、ぷっと笑って、その体を撫なでた。

　ただの猫ではなく、神の遣い──眷けん族ぞく神のため、強いエネルギーが掌てのひらから伝わってくる。だが、艶つややかな毛の感触は、普通の猫そのものだ。

「コウメちゃんとは、違うなぁ」

　コウメは、もっともふもふとしていたのだ。

　三本の尾を誇らしげにしながら、振り返るコウメの姿を思い浮かべる。

　その背中には、いつも必ず竹筒があった。

　今、その竹筒は、自分のところにある。

「そうだ、竹筒……」

　小春はおもむろに体を起こして、トートバッグから竹筒を取り出した。

　浅草神社の境内で見た光景は、コウメが小春に伝えたかったこと。

　竹筒を手にしていると、次第にじんわりと熱くなってくる。

　微かすかだが、エネルギーを感じる。

　もしかしたら、まだ伝えたいことがあるかもしれない。

　小春はベッドに体育座りして、壁にもたれながら、竹筒を抱き締める。

「コウメちゃん、もしまだ私に伝えたいことが、他にあったら教えてね」

　小声でつぶやいて、額に力を込めた。

　まるで、血が逆流するように、自分の内側にある意識が頭の天てつ辺ぺんに集まっていく。

　頭の先から、自分の意識が引っ張られて、竹筒に吸い込まれていく感覚がした。

　自分の意識は、とても細長くなって竹筒のトンネルを通っていく。

　そこを抜けると、月明かりの下、薄すすきの畑が広がっていた。

　自分は鳥のように、空の上から町を見ていた。

　高い建物も舗装された道路もない。

　空き地が多く、三角の茅かや葺ぶき屋根の堅穴式住居が点在している。

　この景色は、見覚えがあった。

　前世に生きた頃の京都だ。

　北に向かって飛ぶと、やがて御所が見えてくる。

　ここまで来ると、御所を警護するように貴族の屋敷が近辺に建ち並んでいた。

　愛しい女性の許もとに通うのだろうか？

　貴族を乗せた牛ぎゆう車しやが、夜道を進んでいく。

　古いにしえのロマンスに思いを馳はせていると、その牛車の輪音が結構な音を立てていることに気が付いた。

　思えば、牛車が走る音は、決して静かなものではない。

　これでは、想い人のもとにひっそり向かうのは、無理ではないだろうか？

　思わぬ現実を見て、小春は少しがっかりした気持ちで、空を進んでいく。

　当時の御所を上空から見たいと思ったが、視点は御所を西にそれていった。

　趣のある屋敷が見えてくる。

　縁側に座る水干を纏まとった男がいた。

　空を飛んでいた自分は、彼の傍らに降り立つ。

『管くだ狐ぎつね、良い働きをしました』

　彼はそう言って、自分の頭を撫でた。

　どうやら、自分は大昔のコウメの意識の中にいるようだ。

　鳥になった気持ちでいたけれど、あれはコウメが見ていた景色なのだろう。

　かつて管狐だったコウメは、頭を撫でられるのが嬉しくてたまらなそうに、ぶんぶんと真っ白な尾を振っていた。

　コウメの中に入っているので、よくは分からないが、この頃のコウメは、今よりもずっとスリムなようだ。

　コウメのかつての主人は、還暦前後の老人だった。

　細面で、目も鼻も口も薄く、あっさりとした顔立ちだ。そのため、かなり若く見えているかもしれない。

　もしかしたら、七、八十代という可能性もある。

　まじまじとその顔を見ていて、小春は思わず「あ……」と声が洩れた。

　前世で、会ったことがある人物だ。

　小春が接していた時は、まだ彼が若かった頃だが……。

　稀き代たいの天才と言われた陰おん陽みよう師じ──安あ倍べの晴せい明めいだ。

　コウメは、晴明に仕えていたのだ。

　彼を尊敬し、感謝もしていることが、強く伝わってくる。

　元々、コウメは原っぱで死にかけていた狐で、晴明は、命を救い、手当てをしてくれた恩人だった。怪我が完治した時に、『もう、自分の家にお帰りなさい』と彼は言ってくれたのだが、コウメは彼の側にいたい、彼の役に立ちたいと強く思い、彼を自らの主あるじと心に決めた。

　それは命尽きたあとも変わらず、コウメは管狐となって、彼と共に仕事をしてきた。

　自分の主は、晴明ただ一人。

　だから、他の者──、特に男には、自分を触れさせたくない。

　コウメはそう思ってきたようだ。

「…………」

　コウメが、澪人や宗次朗に触れさせようとしなかったのは、そういうことだったのか……。

　小春は目を瞑つぶった状態で、どうりで、と苦笑する。

　我が主は、天下に名を轟とどろかせる陰陽師。

　千年に一人の天才。

　人とは思えぬ力を持つ者。

　コウメは、晴明に心酔していた。

　──だが、そんな風に謳うたわれた天才にも、死は平等に訪れる。

　いつまでも艶やかで青年のような風ふう貌ぼうをしていた晴明だが、近年は年相応に老いを見せ始めていた。

　幾度となく印を結んだ手も、今や皺しわ枯がれている。

『死は怖くはありません。ですが、憂いはあります』

　彼は縁側で、コウメの頭を撫でながら言う。

『自分の張った結界も、完かん璧ぺきではありません。結界が災いして内側に熱がこもることもあるでしょうし、千年も経てば綻ほころびも出るでしょう』

　何も言わずにジッと見詰めるコウメに、晴明は柔らかく目を細める。

『別に千年先の人々の心配をしているわけではありませんよ。わたしはそこまで正義感も責任感も強くはありません。ですが、この地を護まもるよう託された陰陽師としての矜きよう持じというものでしょうか』

　主の言葉が理解できずに、コウメは首を傾げる。

『もし、わたしが宮大工だとしたら、「この城は、外から泥棒が入っては来られませんが、こちらも外に出られないことで、城内での諍いさかいが起こることがあるでしょう。そしてこの城は千年後に朽ちるでしょう」と、そんな仕事をしたわけです。中での諍いは、他の者に任せるとして、わたしが憂いを感じるのは、「千年後に城が朽ちてしまう」ことです』

　それは仕方ないではないか、とコウメが思っていると、晴明は微かに口角を上げた。

『わたしは「天才」と称していただけた陰陽師なのですから、その後の保障もしておきたいと思っていました。それで結界を張った際に、その対策もしたんですよ。ですが、それがちゃんとできているのか確認ができない。それが悔しいのです。これは職人の意地のようなものでしょうか』

　晴明は大きく息をついて、空を眺めた。

　彼の寿命は、あとわずかだ。

　それを察して、憂いているのだろう。

　晴明亡き後も、管狐となった自分は存在し続ける。

　主を失なくして、自分はどうすればよいのか……。

　コウメがうな垂れていると、晴明は傍らにある竹筒に視線を落とした。

　いつもこの竹筒にコウメを入れて仕事をしていた。

　晴明は竹筒を手に、そうだ、と微笑む。

『管狐、あなたに手伝ってもらうとしましょう』

　えっ？　と、コウメは目を瞬まばたかせる。

　何をするのだろう、と見ていると、晴明は、印を結んで呪じゆ文もんを唱え始めた。

　彼の体が青白い光に包まれる。

　やがてその体から、若い男が出てきた。

　コウメは、思わず毛を逆立てる。

『わたしの分身です』

　優しく言う晴明にコウメは警戒を解いて、恐る恐る顔を上げた。

　その体は透けていて、見た目は二十歳前後の青年だ。

　かつての小春が見たことがある、晴明の姿だった。

『やはり、力が漲みなぎっていた頃の自分の姿が出てくるものですね……』

　晴明は小さく笑って、竹筒を分身に向かってかざす。

　次の瞬間、渦に巻き込まれるかのように、彼の分身は竹筒に吸い込まれていった。

『これで良いでしょう』

　満足げに頷うなずいて、晴明は竹筒をコウメに背負わせた。

　コウメはどうして良いのか分からず、目を泳がせる。

『この中にわたしの分身が入りましたが、普段はただの竹筒です。今まで通り普通に使ってもらって構いませんよ。あなたは何も考えずに、これを持ち、護っていてください』

　でも……、とコウメはオロオロしながら、晴明と竹筒を交互に見る。

『この中にいる私は時が来たら出てきます。それまでは、ないものと同じ。存在を感じることはないでしょう。ですが、わたしはいつもあなたと共にありますよ。今までありがとう、管狐』

　晴明は微笑んで、頭を撫なでる。

　それが、最後の抱擁だった。

　残り僅わずかな命だったにも拘かかわらず、自らの分身を竹筒に移した晴明は、翌日から寝込み、それからほどなくして寿命をまっとうした。

　京の町を護り、救った陰陽師の死。

　だが、その事実は、晴明の生前の意思により、世間に公表されることはなかった。

　不安が実際に良からぬことを呼び寄せることがある。

『京都を護っていた陰陽師が亡くなったということは、不吉なことが起こるのではないか』と、町の者を不安にさせたくないと、晴明は息子たちに言っていた。

　そのため、晴明の死は知られることなく、まるで煙のように姿を消したと思われていた。

『冥めい界かいに還かえった』と思った者も多かったようだ。

　そうして、主を失ったコウメは、受け取った竹筒を心の支えに、その後も安倍家の子孫に仕えた。

　時おり才能ある陰おん陽みよう師じの力添えをすることもあったが、晴明に対するように心酔はできなかった。

　心を許した者もやがて亡くなっていく。

　数えきれないほどの出会いと別れに疲れたコウメは、安倍家縁ゆかりの者を見守るに留とどまるようになった。

　自分がどうして、現世にいるのか分からなくなる時もあったが、そんな時、竹筒の中に晴明の分身がいることを思い出す。

　遠い遠い昔、主に託された大切な想いなのだ──。

　そこから先は、小春も知っていることだ。

　かつて安倍家の縁の者が住んでいた屋敷にコウメが住み着いていたところ、大おお谷たに氏が引っ越してきた。

　はじめは、家鳴りなどを起こして追い出そうとしたが、彼は『座ざ敷しき童わらしがいるに違いない』と歓喜して、お菓子を供えてくれるようになった。

　優しさと感謝に包まれたお菓子。

　最初は戸惑ったが、少しずつ受け取るようになり、いつしかそれがとても楽しみになっていた。

　気が付くと体は丸々と太り、コウメはもはや竹筒の中に入れる状態ではなくなっていた。

　──そんな頃、朔也に『管狐がいる』と霊視されて除霊されそうになり、大谷氏から拝み屋の依頼を受けてやって来た小春と澪人に出会った。

　コウメの意識の中に、朔也、澪人、小春の姿が映し出される。

　かなり主観が入っているようで朔也の顔は非常に憎たらしく、澪人のことはあまり興味がないのか、その顔はほとんどへのへのもへじだ。

　だが、小春だけは違っている。

　晴明の姿よりも鮮明で、小春自身が驚くほどに目がキラキラと光り輝いていた。

　まるで昭和の少女漫画に出てくる主人公のようだ。

「コウメちゃん……」

　小春は気恥ずかしさを感じて、目を瞑つぶったまま額に手を当てた。

　コウメは小春と出会えたことで、龍りゆう神じん・若宮と縁を結び、狐神になれたのをとても感謝していることが伝わってくる。

　コウメが、狐神になれたのは、自分のおかげでも若宮の計らいでもない。

　コウメ自身が、がんばって徳を積み、引き寄せた結果にすぎないのに……。

　小春がそう思っていると、コウメの意識は、神しん泉せん苑えんへと移り変わった。

　電柱や舗装された道路が見える。

　どうやら現代の景色だ。

　とても静かで、暗い。

　静寂に包まれた夜の神泉苑だった。

　夜空には、月がなく、星だけが瞬いている。

　朱色の太鼓橋の中央で若宮が、美しい青年──驪龍の姿で盃を傾けている。

　彼の姿は、コウメの目にも小春と同じように映っていた。

　コウメは縁へりに座った状態で、彼を見上げている。

『その筒の中を見せてもらっても良いですか？』

　若宮はそう言って手を差し伸べる。

　コウメは、どうしよう、と目を伏せるも、彼は微笑んで続ける。

『……わたしは、そろそろ、開ける頃ではないかと思うのです』

　その言葉から、遠い遠い昔に伝えられた主あるじの言葉を思い出す。

　──この中にいる私は、時が来たら出てきます。

　たしか、そう言っていたのだ。

　だが、やはり確証が持てずに、コウメは背中から竹筒を下ろした。

　竹筒を渡しても良いですか？

　と手を合わせながら心の中で尋ねて、耳を欹そばだてる。

　コンコン、と内側から音がした。

　約千年もの間、この竹筒と共に過ごしてきた。

　何度も語り掛けたことがある。

　だが、反応があったのは、この時が初めてだった。

　主が、出てくるのだ。

　コウメは、ごくりと喉のどを鳴らして、竹筒の栓を抜いた。

　途端に、中から白い煙が勢いよく出てきて、たちまち橋を包む。

　懐かしい気配に、コウメは息が止まるほどの緊張を覚えていた。

　その煙が消える頃、白肌に細面の青年が姿を現わしたのだ。

　安倍晴明だ。

　コウメは、感激と感動に微動だにできずにいたのだが、一方の若宮は、やっぱり、と愉たのしそうに微笑む。

〝これは黒龍様〟

　晴明は、若宮を見て頭を下げた。

『──お久しぶりですね、晴明殿』

　晴明は、ええ、と頷き、すぐに夜空を仰ぐ。

　千年後、結界が崩れたあとの京の町がどうなったのか、気になってならないようだ。

　一度、綻ほころびを見せた結界だが、チームＯＧＭの奮闘と、宗次朗と杏奈の祈き禱とうにより、多くの人間が動き、強固な結界が張り直されている。

〝良かった。どうやら、上手うまくいったようですね〟

　晴明は満足そうに、うんうん、と頷うなずいていた。

　若宮は扇で口くち許もとを隠して、ふふっと笑う。

『あなたには、恐れ入りました』

〝わたしに？〟

『ええ、あなたは自分の結界が持たなくなるであろう千年先まで見据えて、すべてを仕掛けました。まったく人の子とは思えぬ恐ろしさですね』

　晴明は〝いえいえ〟と首を振る。

　主、得意の謙けん遜そんだ。

　藤ふじ原わらの道みち長ながに絶賛されるたびに、いつもこうして〝いえいえ〟と首を振っていた。

　結界を張った際に、千年後の綻びの対策をした。

　その結果を確かめたいと、自分に分身を託したというのに……、とコウメは思う。

〝それにしても、新たな結界がこのようなかたちになるとは思いませんでした。面白いものですね〟

　若宮は夜風に髪を泳がせながら、そうですね、と柔らかく目を細める。

『かつてはあなた一人が張った結界ですが、今回はたくさんの人の力によって張られました。それはもう、たった一人の超人が世を救う時代ではなく、一人一人の想いが世を支え、救う時代が来たということなのでしょう』

〝なるほど、時代は変わるものですね〟

　晴明は大きく頷く。

『……あなたも千里眼ではないのですね？』

　そう問うた若宮に、晴明は小さく笑う。

〝それはもちろん。そうそう管絃祭の夜、あなたが起こした大雨にも驚きましたよ。その意図を聞いても？〟

　だが、若宮は何も答えず、

〝これは失礼、野暮なことを聞きましたね〟

　晴明は愉しげに目を細めた。

『ところで、あなたはこれからどうなさるんですか？』

〝ご存じでしょうが、このわたしは先のことを確認したいがために残しておいた想念です。ですから、これでわたしの仕事は終わりで、消えてなくなるまで。この意識も結界の一部となりましょう〟

『そうですか。せっかく再会できたのに残念です。またいつか、あなたご自身にお会いできる日を楽しみにしています』

〝ええ、またいつか。きっとそう遠くない未来かもしれません〟

　深く頭を下げ、晴明は再び白い煙となる。

　最後に、煙となった晴明は、まるで抱擁するようにコウメを包んだ。

　──長い間、ありがとうございます。わたしは、あなたが徳を積んで神になったことをとても嬉うれしく、誇りに思いますよ。

　そんな主の感謝が伝わってくる。

　次の瞬間、ふっ、とすべてが消えてなくなった。

　ずっとずっと会いたいと思ってきたのに、こんなにあっさり現われて消えてしまった。もっと触れ合いたかったのに。

　コウメは切なさに、きゅう、と声を上げ、空を見上げていた。

　あまりの喪失感に涙も流れない。

　もう、何を支えにして良いか分からないのだ。

　コウメは、深くうな垂れる。

　もう顔を上げることができないかもしれないと思ったが、

『彼もそう遠くない未来に会えるかもしれないと言ったでしょう？　もしかしたら、あなたが思っている以上に早くにお会いできるかもしれませんよ』

　若宮の言葉に、コウメは、本当？　と顔を上げることができた。

　若宮は、『ええ』と頷く。

　新たな希望を抱いたコウメは、立ち上がり、星と共に瞬く光の結界を見上げていた。




　　　　＊　＊　＊




　そこで、竹筒に残されたコウメの意識はなくなっている。

　これが、コウメが伝えたかったことのすべてだったのだろう。

　コウメの意識を読み取った小春は、胸に手を当てて深呼吸をした。

　長い映画を観たような熱っぽさが、体に残っている。

　若宮と晴明が神泉苑で語らっていたのは、おそらく京の結界が新たに張られた夜のことだろう。

　あの日は、新月で月がなかった。

　竹筒から出てきた晴明の分身は、千年前に遺のこした『想念』であり、『魂』とは別のものだ。

「…………」

　今見たコウメの意識に大事なことがたくさん詰め込まれていることが分かったが、小春の胸が騒いで仕方がなかったのは、若宮と晴明のやりとりだった。

〝管絃祭の夜、あなたが起こした大雨にも驚きましたよ。その意図を聞いても？〟

　その問いに対して、何も答えなかった若宮。

　晴明すら、あの大雨に驚いていたのだ。

「どうしてなんだろう？」

　屈託のない笑顔を向ける少年・若宮の姿と、優雅な所作で上品に微笑んでいた驪龍の姿が、頭の中で交錯する。

　思えば、なぜ、今の彼は少年の姿なのだろう？

　これまでも気にはなっていたことだが、黒猫や蛇と、様々なものに姿を変える彼にとっては、大した問題ではないのだろうとも思っていた。

　もしかしたら、彼は自分にだけ、あえて少年の姿でいるのかもしれない。

　竹筒を抱き締めたまま顔をしかめていると、隣でコマが、みゃあ、と鳴いた。

　小春は我に返って、コマの頭を撫なでる。

「ああ、もう、大事なことは、そんなところじゃないし、それに今はそれどころじゃないのに……」

　明日、日比谷神社に行って、その後、結界の補強のための祈禱をする。

　しっかり寝て備えよう、と小春はベッドに横たわる。

　今は憶測の域だが、実際に禍津日神が日比谷神社に封印されていることが分かったら、どうするのが良いのだろう？

　澪人は、対処を考えると言っていたけれど……。

　その社に、さらに深く封印させるか、それとも他の場所に遷うつすのか……。

　他の場所に遷すのも、リスクが高いだろう。

　寝ようとするも、胸がざわめいて眠れる気がせず、小春は上体を起こして、大きく息を吐き出した。

　すると傍らにいたコマが、ジッ、とこちらを見詰めている。

「コマちゃん？」

　コマは前足を上げて、とん、と小春の手の甲の上に置いた。

　まるで、大丈夫だよ、と宥なだめてくれているようだ。

　小春は、思わず頰を緩ませる。

「そうだね。先のことは考えない。過去のことも考えて分からないことは、一いつ旦たん手放す。今、大事なのはゆっくり眠ることだよね」

　そう言うと、コマは頷くように、みゃあ、と鳴いた。

「ありがとう、コマちゃん」

　そう言ってその体を撫でると、コマはその場に丸くなって大きな欠伸あくびをした。

　小春もそれにつられて欠伸をして、再び横たわり目を瞑つぶる。

　今も微かすかに胸はざわついていたが、コマが寄り添ってくれているお陰もあってか、すんなりと眠りにつくことができた。

　それは、まるで、嵐の前の静けさのような夜だった。








第五章　水の女神と凶星の影。
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　小春は、ゆっくりと目を開けて、天井を見た。

　寝たのか寝ていないのか分からない。

　緊張を覚えているせいか、体は疲れを感じていなかった。

「そういえば、コマちゃんは？」

　勢いよく体を起こして、足の方に目を向ける。

　唐突にいなくなるコウメや若宮のように、コマもいないかもしれないと心配になったのだ。

　コマは、足あし許もとで丸まって、気持ち良さそうに眠っていた。

「…………」

　小春は、ホッ、として、その背を撫でる。

　時間を確認すると、四時半になるところだ。

　目覚ましのアラームが鳴る直前に目が醒さめた。

　小春は、設定していたアラームを解除して、出掛ける支度を始める。

　たまたま、水を飲みに起きてきた母に、「こんなに早くにどうしたの？」と不思議がられたが、「気持ちよく目が醒めたから、散歩して、そのまま出かけるね」と返した。

　着替えを詰め込んだトートバッグを肩に掛けて、コマと共に家を出る。

　日比谷神社に近い駅は、新橋駅だ。

　小春の最寄りの駅、大おお井い町まちからは、そう時間はかからない。

　六時待ち合わせということで、四時半に起きて行動したが、どう考えても早く着きそうだ。

　だが、都心の神社なら、早ければ早いほど良いだろう。

　新橋駅で降りて、日比谷神社に向かうのに、スマホの地図アプリを使おうとしたが、コマが誘導するように歩いてくれた。

　駅を出て、徒歩で約五分。

「ここが……」

　日比谷神社に辿たどり着いた。

　境内の階段を跨またぐように朱色の鳥居があり、その傍らに『日比谷神社』という石碑。

　階段は、十段くらいだろうか。そこを上ると、すぐに本殿だ。

　決して大きくはない社の背後にそびえる高層ビルが、印象的だった。

　時間を確認すると、五時四十五分。

　早朝と言うこともあって、人通りはほとんどなく、行き交う車も少ない。

　早めに着いたけれど、澪人の性分を思うと、彼も早くに来ていそうだ。

　と、思った時、

「──小春ちゃん、コマ、おはよう」

　階段上の境内にいた澪人が、こちらに向かって手を振った。

「おはようございます、澪人さん」

　やっぱり、と小春はコマと共に嬉き々きとして、歩み寄る。

　鳥居の前で一礼をしてから、一歩足を踏み入れるなり、ぞくり、と全身の毛が逆立つような気がした。

　それは、悪寒というわけではない。

　ここに、『黄泉よみの穢けがれ』と称される、禍津日神が封印されているとしたら、どんな感じなのか、想像もつかなかったのだが、こういう感じなのか、と小春は息を吞のんだ。

　まるで、霊山に足を踏み入れたような感覚だ。

「まるで富ふ士じ山さんのようなエネルギーやね」

　澪人が洩もらしたその言葉は、自分の感覚ととても合致していて、小春は、はい、と頷うなずいた。

「もし、ここに禍津日神が封印されているとしたら、もっと、禍まが々まがしい雰囲気なのかと思ったんですけど、違うんですね」

「そうやね。瀬織津姫様の浄化のエネルギーがそれを隠しているんや。まさに、彼らにとって、いい隠れ蓑みのやな」

　おそらく、瀬織津姫を祀まつる日比谷神社は、元々、都会のオアシスのように清涼感に満ちた空気だったに違いない。

　だが、今はここに感じるエネルギーは、オアシスではなく、地下に潜むマグマだ。

「間違いないと思います。ここに、禍津日神が封印されていると思います」

　今は、瀬織津姫の水のエネルギーが、ドロドロとした赤黒いマグマを抑えているが、それも時間の問題だ。

　いつ、逆流して噴火するか分からない。

「まさに、富士山のようですね……」

　小春は、社を仰ぎながら、ぽつりとつぶやく。

「とりあえず、瀬織津姫様に加勢したいし、祝詞のりとを上げよか」

「はい」

　澪人と小春とコマは本殿の前に立ち、二拝二拍手をした。

　その後に、二人はいつものように声を揃えて祝詞を上げる。

　小春は目を瞑って祝詞を口にしながら、自分たちが唱えている祝詞が、まるで遺伝子情報の二重螺ら旋せんのように天に伸びていくような気がした。

　唱えながら、じんじんと、額の中心が熱くなり、小春が思わず目を開けると、自分たちの前に、美しい女性の姿があった。

　白衣に朱色の袴はかま、千早を羽織った巫女みこ装束で、頭には花はな簪かんざし、挿頭かざし、前天冠を飾っている。

　そんな彼女の周りを、半透明で水色に光る龍りゆう──水龍がぐるりと取り巻いていた。

　小春は、彼女の姿に戸惑い、祝詞が途切れそうになった。

　それは澪人も同じだったようで、彼が一瞬息を吞んだのが分かる。

　コマはとても嬉うれしそうに目を細めていた。

　小春と澪人は祝詞を唱えたままの状態で、彼女に向かって深くお辞儀をする。

　彼女が何者なのか、一寸も疑問に思うことはなかった。

　──瀬織津姫様だ。

　彼女はその確信に答えるように、にこり、と優しく微笑む。

　その瞬間、天に細く伸びていた二重螺旋が、境内をすっぽりと包むほどの大きさに変わった。

　今にも沸き上がりそうだったマグマのエネルギーが抑えられたのが伝わってくる。

　瀬織津姫を取り囲んでいた水龍がゆっくりと首を伸ばし、小春に顔を近付けてきて、今度は小春の周りを取り巻く。

　水龍は清涼な水へと変わり、二人が唱える祝詞の二重螺旋に乗って、境内の熱を冷やしていく。

　ふつふつとしていた地下のマグマのエネルギーが、落ち着いていく。

　祝詞を唱え終え、最後に一拝をした時には、女神の姿はなくなっていた。

　小春を取り囲んでいた水龍も、空気に溶けるように消えていった。

「信じられへん……」

　澪人は、口に手を当てて、呆ぼう然ぜんと洩らす。

「本当ですね。まさか、瀬織津姫様にお会いできるなんて」

　下しも鴨がも神社の境内にも瀬織津姫の社はあった。何度か訪れているのだが、今回のように、姿を見ることができたのは一度もない。

「やっぱり、危機的状況だから、こうした奇跡が起こったのかもしれませんね」

「ちゃうねん。いや、それもそうなんやけど、小春ちゃん、今のあなたには瀬織津姫様と同調するエネルギーがあるんや」

　えっ、と小春は目を瞬まばたかせる。

「元々、その素質はあったんやて思う。そやから、水の神様に縁があったんやろうし」

　若宮はもちろん、愛宕あたご山やまの白龍、そして塞ふさいでしまった井戸のお祓はらいとお清めをした際にも、水の神様に出会ったことがある。

　言われてみれば、縁があるのかもしれない。

「『凶星』は、そのことに気付いていたんや。だから、あなたの力を失なくそうと躍起になっていた。禍津日神を解放する前に、瀬織津姫と近しいエネルギーを持つあなたが邪魔になるて思うて……」

　千歳という少年が、自分に水を掛けて来た時のことを思い出した。

　あれは、澪人とホテルに入らせるのを狙ってのこと。

　女性の中には、男性と交わることで、特別な力を失ってしまう場合があるそうだ。

　前世の自分も結婚したことで、神通力を失くしてしまった。

「で、でも、大おお袈げ裟さかと。今だって、ちょっとマグマのエネルギーを抑えられただけですし」

　根本的解決にはなっていないのだ。

「そんなことあらへん。封印されていながら、今にも噴火しそうだったエネルギーをここまで鎮静化させたんや。こら、はよ、結界の祈き禱とうもすべきや。ほんで、あらためて対策を……」

　澪人が前のめりになったその時、どこからかカアカアとけたたましく鳴く烏の声が耳に届き、

「烏……？」

　と、小春は、空を見上げる。

　自分たちの頭上を、たくさんの烏が旋回していた。

　澪人は、「そうや」と手をうった。

「この前、烏に捜査の協力をお願いしてたんや」

「そういえば、そうでしたね」

　すぐに澪人が、空に向かって片手を上げると、烏たちが降り立ってきた。

　三羽の烏は行儀よく澪人の前に立ち、顔を上げる。

「おおきに。分かったことを教えてくれへん？」

　澪人がそう言うと、烏たちが一斉に、カアカア、と声を上げる。

　小春も、烏と目を合わせて、額に力を込めた。

　黒っぽいスーツを纏まとった中年の男性が、浅草神社の境内を散歩するように歩いている様子が、頭に浮かんでくる。

　同じように烏からの報告を受けた澪人は、大きく目を見開いた。

　おおきに、と澪人が礼を言うと、烏たちは一斉に飛び立っていく。

「こら、大変や。急がな」

　澪人は、すぐにスマホを手にする。

「この時間は、間違いなく爆睡やろな。電話に気付いてくれるとええんやけど」

　と、澪人はぶつぶつと洩らして、電話を掛ける。

「えっ、誰に電話を？」

　発信して数十秒。

　意外にもその相手は、思ったよりも早くに電話に出た。

『──おう』

　電話の向こうの声は、小春の耳にも届いた。

　宗次朗の声だ。

「宗次朗さん、朝早はようにかんにんやで」

『あー、今何時だよ？』

　明らかに寝起きという低い声で言う。

「六時半くらいです」

『澪人も年寄りの師匠みたいに朝早いな』

　少し呆あきれたように笑う宗次朗に、澪人は、それより、と口を開く。

「大変なんや。谷口さん……師匠の息子さんが、今三社様にいるそうなんや」

　えっ、と宗次朗の声色が変わった。

「僕も今から向かうつもりなんやけど、ほんでも時間がかかってしまうさかい。宗次朗さん、すぐに向かって、彼を確保してくれへん？」

『分かった。今すぐ行くよ』

「おおきに」

『お前が礼を言うことじゃねぇよ。また後でな』

　宗次朗は、急ぐように通話を切った。

「僕も準備せな。小春ちゃんはかんにんやけど、本部の僕の部屋に行っててくれへん？　中に入れるように話は通しておくんで」

「はい」

「ほんなら、僕は行くし」

　澪人は、そのまま階段を駆け下りて、通りを行くタクシーを捕まえる。

　東京タワーで『凶星』を確保する時もそうだったけれど、澪人はこういう場面に、自分を同行させようとはしない。

　どんな危険があるか分からないからだろう。

　実際、足を引っ張ることになっては、元も子もないのだ。

　澪人の言葉に従って、東の本部で待機することにしよう。

　小春は、うん、と頷うなずいて、本殿に向かって頭を下げ、日比谷神社を後にした。
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　澪人が浅草神社に着いたのは、日比谷神社を出て二十分後のことだった。

　早朝のためか、人ならざる者の計らいなのか浅草神社には、ひと気がまったくない。

　そこには、谷口透がいた。

　以前は、陰おん陽みよう師じというよりもエリートビジネスマンといった雰囲気の、清潔感に溢あふれスーツが似合う中年男性だったが、今は、瘦やせて疲れた印象に変わっている。

　谷口の前には、宗次朗、そして谷口の父親──風林甚八の姿があった。

「谷口さん、ほんで師匠まで……」

　駆け付けた澪人に、宗次朗は片手を上げ、谷口は目をそらす。

　どうやら、三人はこれまで三さん竦すくみのように黙り込み、睨にらみ合っていたようだ。

　澪人の登場で、その均衡が破られたのか、俯うつむき口を真一文字に結んでいた師匠が、顔を上げて、谷口を睨むような目を見せた。

「透……お前は、一体、何をやっているんだ？」

　静かな口調だが、師匠の怒りが込められている。

「あなたには、関係ないことです」

　谷口は、さらりと言って冷ややかに一いち瞥べつをくれた。

『親子の縁は切っているのだから』という意思が前面に出ていて、師匠は、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「関係ないことはない。どんなに疎遠になっても、お前は一生、私の息子だ」

「俺は、あなたをもう父親だと思っていない」

「だから、そういう問題じゃないだろう」

「俺がこれからやろうとしていることは、あなたに迷惑をかけるようなことではないので、どうかお気になさらず」

「私に迷惑をかけなくても、人様に迷惑をかけるとしたら、同じことだ」

　拳こぶしを握り締めた師匠に、谷口は顔を歪ゆがませて嗤わらった。

「本当に変わってないな、あんたは」

　師匠は何も言わずに、眉まゆを顰ひそめる。

「俺のことを何も見ていない、何も分かっていない。俺の気持ちを無視して、『人に迷惑をかけるな』と怒鳴りつける……あの時も、そうだったよな」

「あの時？」

「昔、俺が、同級生を突き飛ばした時のことだよ。あんたは、俺をむちゃくちゃ怒鳴りつけた上、納戸に入れた。あの同級生は、あんたのことを『駄目人間だ』って言ったんだ」

　師匠は何も言わずに、ぴくりと眉を引きつらせる。

「あんたは、店があるからって、授業参観や運動会に一切参加しなかっただろう？　それを見ていた同級生が、『お前の親父は、駄目だ』って真顔で言ったんだよ。『うちの父さんが言ってたんだ。仕事のできる人間は家族のための時間を作れるのに、それをしないのは、仕事ができない無能か、もしくは家族のことがどうでもいい駄目人間だって。だからお前の親父は駄目人間だ』と。それを聞いて俺は思わず、『何も知らずに勝手なことを言うな。うちの父さんはプライドを持って仕事をしている職人なんだ』と言って突き飛ばした。たしかに突き飛ばしたのは俺が悪い。だけど、あんたは俺の気持ちひとつ汲くもうとしなかった」

「…………」

「結局、あんたは、あいつが言っていた通り、家族なんてどうでも良かったんだよ。それよりも『人にどう思われるか』が大事だった。あげくの果てに、母さんが倒れている間に、他の女と逢あい引びき……最悪だな。帰って、また和菓子でも作ってろよ。それが、あんたのすべてなんだろう？」

　はっ、と吐き捨てる谷口に、師匠は無言のまま、額に手を当てる。

「谷口さん……」

　澪人が一歩前に出かけた時、

「あー、もう！　いいかげんにしろよ！」

　と、宗次朗が声を張り上げて、谷口に目を向ける。

「あんたもいい大人だろ、父親から離れて、少し冷静になったんじゃねえのか？　本当は分かってるんだろ？　この頑固で真面目で一直線な師匠が、自分の妻を裏切るような男だと本気で思っているのかよ。もし、他の女を好きになったとしても、浮気なんて形は取らねぇ。ちゃんと筋を通すはずだ。あんたが同級生を突き飛ばしたのに、ちゃんとした理由があったように、師匠にも理由があったって思えないのかよ」

　そんな宗次朗に、谷口は、ぐっと言葉を詰まらせる。

「こうやって親子関係がこじれた時、息子の方が折れてもいいんじゃないのか？　俺も父親に反発して、素直になれなかったことがある。俺はつまんねぇ意地で父親とちゃんと話す機会を永遠に失ったんだ。それを生涯後悔している……。あんたも同じ想いをするのかよ？」

　宗次朗の意味深な言葉に、谷口は、もしかして、という様子で師匠の顔を見た。

　師匠は病に冒されていて、もう長くない。

　力のある者ならば、意識を集中させることで、その死相を見ることができる。

「…………」

　谷口は、父親の顔にそれを確認したようで、直視できないのか目をそらし、額に手を当てた。

　皆が黙り込み、静寂がその場を包んだ。

「宗の言う通りだな……私ももう後悔したくない」

　ややあって、師匠は顔を上げて、息子の許もとへと歩み寄る。

　谷口は戸惑ったように、微かすかに上体を反らせた。

　師匠は、谷口のすぐ目の前で足を止め、そっと肩に手を乗せた。

「……元気でいてくれて良かった。会いたかった、透」

「っ」

　谷口は絶句して、立ち尽くす。

「家庭を省みず、ちゃんと言葉で伝えず、私はお前たち二人に寂しい想いをさせ続けた。本当に申し訳なかった」

　頭を下げる師匠に、

「やめてくれ」

　そんな姿は見たくない、とばかりに背を向けた。

「お前の話を聞いて、反省した。さっきの言葉を撤回する。私は、お前を信じたいと思う。誰がなんて言おうと、私が知る限り、お前は理由なく人に迷惑をかけるような人間じゃない。何かをしているとしたら、大きな理由があるんだろう？」

　その言葉に、谷口は瞳ひとみを揺らした。

　再び静寂が訪れる。

　一歩離れたところで、その様子を眺めていた澪人が、「そうやねん」と洩もらした。

「谷口さんが、僕を攻撃したのは、一時的に『黄泉よみの穢けがれ』のエネルギーを取り込んでしまったためや。あんなものに当てられたら、誰かておかしな行動をしてしまう。それは僕でもきっとそうや」

　澪人は、独り言のように言って、谷口を真っ直ぐに見据えた。

「谷口さん、井上さんやね……」

　澪人の問いに、谷口は苦々しい表情で、目をそらした。

「一条戻橋にあなたを行かせるよう仕向けたのは、井上さんや。あなたは井上さんに嵌はめられたんとちゃいます？」

　谷口は、何も言わずに下唇を嚙かみ、拳を握り締める。

　とても可愛がってきた後輩だったため、気持ちは複雑なのだろう。

「ほんまは、何があったのか、詳しく聞かせてくれませんか？」

　さらに訊たずねた澪人に、谷口はばつが悪そうに口の端を引きつらせる。

「どんな理由があろうとも、俺は、君にあんなことをしたんだ。話したところで、そんな俺の言葉を信じられるか？」

「もちろんや。あの時も、噓偽りのない気持ちをぶつけてくださったさかい。あなたはいやらしい噓をつけないお人やて思います」

　あの時、ぶつけられた悪意は、澪人に向けての激しくも偽りのない気持ちだった。

　谷口は、大きく息を吐き出し、

「正直……何が起こったのか、よく分からないんだ」

　と、静かに話し始める。

「井上から、『一条戻橋にとんでもないものがいるんです』という報告を受けて、確認に行ったんだ。橋になんの異常もなくて、不思議に思っていたら、人なのか妖あやかしなのか分からないが、不思議な子どもが現われた。小学生くらいの細くて、髪も肌も真っ白な少年だ。一見、外国人の子どもかと思った。特別な能力も感じなかったし……。彼はぶつぶつと何かを唱えていた。そしてすれ違いざま、パンッと掌てのひらで胸を叩たたかれたんだ。その瞬間、衝撃が走って、気を失っていた。気絶していたのは、そう長くはない時間だったようだ。自分は橋に座り込んでいた。そして目覚めた時、抗えない『魔』に憑つかれていたんだ」

　谷口は、これ以上は口にしたくなさそうに前髪をかき上げる。

「その後のことは君が一番よく分かっているだろう。俺は君に嫉しつ妬としていたが、本来、隠せる程度のものだったんだ。それが、抑えようもなくなって、賀茂家に向かった」

「……井上さんに電話をして、僕の家を聞いたていうのはほんまですか？」

　谷口は、首を横に振る。

「君の家が、下鴨神社の側にある病院だということは有名だから、聞くまでもないことだよ」

　やっぱりや、と澪人は洩らす。

「谷口さん、あなたはいつ東京に？」

「井上が東京に行ったということを知って、すぐに。これは、何か大きな企たくらみがあるに違いないと思った。ただ、今の自分の言葉なんて誰も信じないだろうから、独断で調査するしかないと思ったんだ」

「ほんなら、東京タワーに行っていたのも、もしかして負の祈き禱とうを阻止に？」

　そう問うと、谷口は不思議そうに首を傾げる。

「なんのことだ？」

「──え？」

　澪人は、顔を強こわ張ばらせた。
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　小春は、澪人と別れた後、電車に乗って東の本部に向かっていた。

　通勤ラッシュの時間よりは少し早いため、シートに座ることができていた。

　他の人の目には見えない、コマも隣にちょこんと座っている。

　小春は、バッグから手帳を取り出して、日付の確認をする。

　その手帳は、月の満ち欠けも記載されているもので、満月までもう日がないことが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　焦りから、無意味にパラパラと手帳をめくっていく。

　手帳の後ろには、東京、大阪、名な古ご屋や、福岡、札さつ幌ぽろなど、各主要都市の地図が載っていた。

「京都の地図はないんだ」

　少し残念に思いながら、小声で洩らす。

　東京の地図をなんとなく眺めた。

　日比谷神社の場所に、指を置く。

　新橋駅から徒歩五分の、まさに東京の中心にある瀬織津姫を祀まつる神社だ。

　ここに封印されている、『黄泉の穢れ』が放たれたら、ひとたまりもないだろう。

　最初に感じた、赤黒いマグマのようなエネルギーを思い出し、小春は寒気を感じて、腕を摩さする。

　だからこそ、ここが選ばれたのだろうけど……。

「…………」

　小春は、ふと、東京の出生図を思い出した。

　ホロスコープに、東京の町を当て嵌めたなら、日比谷神社はどういう位置づけになるのだろう？

　スマホを取り出して、地図と出生図を確認する。

　日比谷神社は、『蟹かに座ざ』に位置していた。

　蟹座は、主に家庭を意味していると言われている。

　銀ぎん座ざや晴海はるみもこのサインの中だ。

　また、東京の出生図では、東京タワーが『太陽』の位置にあった。

　日比谷神社は……？

　小春は、日比谷神社を東京の出生図に当てはめる。

　日比谷神社は、蟹座と双子座の境にある。

　蟹座に入っている星は……。

「天王星」

　──革命の星だ。

　陰おん陽みよう師じ一族をひとつの家族だとした時に、それを壊して立て直す革命の星のエネルギーの中に日比谷神社がある。

　体中がぶるりと震えた。
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　気が付くと駅についていて、小春は慌てて電車を降りる。

　東の本部に向かいながら、もやもやと心の中がすっきりしない。

　ざわざわと胸が騒ぐ。

　何かが分かりそうで分からなくて、引っかかっているのだ。

　東の本部ビルは、駅からすぐであり、小春はいつものようにロビーに入った。

　いつも受付に女性がいるのだが、まだ早いせいか姿はない。

　フラッパーゲートを勝手に通って良いものか、と首を伸ばしてキョロキョロしていると、

「やあ、小春さん。おはよう」

　警備室の扉が開いて、川瀬博也が姿を現わした。

「川瀬さん、おはようございます」

「澪人君が、『小春さんが行くので部屋に通してください』って、みんなに一斉メールを出していたんだ。こんなに早い時間にと驚いたよ」

　にこやかに言う川瀬に、小春は肩をすくめた。

　約束の時間よりも、一時間以上早いのだ。

「すみません。もしかして、急いで来てくださったんですか？」

「ううん、たまたま僕も昨夜から本部にいたんだよ」

「川瀬さんは、ここで生活しているわけではないんですか？」

「都内のマンションで一人暮らしをしているんだ」

　小春は、へぇ、と相あい槌づちをうつ。

「これから、澪人君の部屋で待機するんだよね？」

　はい、と小春は頷うなずく。

「それなら、その前にぜひ、君に会わせたい人がいるんだ。来てもらえないかな？　すぐ済むから」

「あ……はい」

　川瀬は、どうぞ、とフラッパーゲートを開き、エレベータのボタンを押す。

　その半歩後ろに立ちながら、小春はなんとなく彼の背中を眺めていた。

「澪人君の部屋の備品、足りてるようだった？　お茶とかコーヒーとか」

　エレベータに乗り込みながら尋ねる川瀬に、小春は小首を傾げた。

「分からないですけど、充実はしてるなって思いました。紅茶とか食器とか川瀬さんが選んだんですよね？　すごく美味おいしかったですし、素敵でした」

「良かった、お気に入りの英国ものなんだ」

「川瀬さんは、イギリスが好きなんですね？」

「そうだね。学生の頃、向こうに留学していたこともあるし、そもそも西洋占星術は、向こうが本場だし」

　そうですよね、と小春は相槌をうつ。

　エレベータは地下へと進み、すぐに開いた。

　そこは、地下駐車場になっていて、なかなかの高級車がずらりと並んでいる。

　ここに会わせたい人がいるのだろうか？

「ここは、皆さんが使う駐車場ですか？」

「そう、社用車もあるんだ」

　歩きながら話す川瀬の後ろ姿を見ながら、小春はさっきの話の続きをする。

「川瀬さんは、もしかしてイギリスで占星術に出会ったんでしょうか？」

「うん、実はそうでね。それから、のめりこんで……」

「私も今から勉強したら、川瀬さんみたいになれるのかな」

　ぽつりと零こぼすと、彼は、なれるなれる、と笑う。

「そういえば……」

『凶星』のメンバーにも占星術に長たけている方がいますよね、と言いかけて、小春は口を閉ざした。

「うん？」

　どうしたの？　と振り返る川瀬に、小春は「いえ」と引き攣つった笑みを返した。

　それは、急に、だ。

　もやもやとしたものが、つながった気がした。

　東京のホロスコープまで出して、太陽の位置、天王星の位置、月の満ち欠けを利用して、計画を進める。

　そんなことができる人は、そうはいないだろう。

　だけど、西洋占星術のスペシャリストと言われるこの人なら、造作もないことなのだ。

　そしてこの人も優秀な陰おん陽みよう師じのはずだ。

　それなのに、特別な力を持っているような感じはしない。

　だが、普通の人、という雰囲気でもないのだ。

　思えば、朔也と似たものがある。

　力があるのに、それを表に出していないという感じと似ていた。

　それは、千歳と呼ばれている、あの不思議な少年もそうだった。

『凶星』とは、逆五ご芒ぼう星せい。

　西洋では、デビルスターと呼ばれる。

　なぜ、あの印なのか……。

　結界や封印、解放を司つかさどる大いなる印を逆さにすることで、もしかしたら、力を外に洩もらさない働きもあるかもしれない。

　ばくばくと、小春の鼓動が強く打つ。

　そうだ。

　───彼なのだ。

　小春は、ぴたり、と足を止めた。

「どうかした？」

　と、川瀬が振り返る。

　キンキンと耳鳴りがうるさい。

　自分の中で、警鐘が鳴っている。

「あの、私、ちょっと思い出したことがあって」

　小春が、後あと退ずさりをする。

　顔が引きつって仕方なかった。

　そんな小春を見て、

「あれ、その顔は……もしかして、気付いちゃった？」

　彼は、それまでの優しげな表情のままにそう言う。

「え……？」

　恐怖に声が上ずった。

「さすが、斎王だな。俺はね、あの澪人君より、君をずっと警戒していたんだ」

　川瀬はこちらに向かって歩み寄りながら、笑顔でそう話す。

「やっぱり……『凶星』のリーダーは、あなただったんですね」

　谷口ではなく、彼なのだ。

　だから、取り押さえた陰陽師たちが、まったく口を割らなかったのだろう。

　すぐ側に、自分たちのリーダーがいるのだから……。

　早くこの場を離れて、澪人に連絡をしなければ……。

　小春は踵きびすを返して、駆け出した。

　その瞬間、ワンボックスカーの扉が開き、男が飛び出してきたのが分かった。

「っ！」

　取り押さえられる、と小春は懸命に走る。

「井上！」

　背後で、川瀬の声が響く。

　エレベータでは捕まりそうだ。

　なんとか、非常階段まで！

　小春が非常階段に向かって走っていると、どこからか、奇妙な呪じゆ文もんがぼそぼそと聞こえてきた。

　──あんたりをん、そくめつそく、びらりやびらり、

　そくめつめい、ざんざんきめい、ざんきせい、

　ざんだりひをん、しかんしきじん、あたらうん、

　をんぜそ、ざんざんびらり──

　階段の入口まであと少しという時に、目の前に色の白い少年が姿を現わした。

　千歳だ。

「あうん、ぜつめい、そくぜつ、うん、ざんざんだり、ざんだりはん」

　彼はそう唱えながら、小春の背中をパンッと叩たたきつけた。

「っ！」

　強く痺しびれるような衝撃が全身を貫き、小春はその場に蹲うずくまった。

「杉すぎ山やま僧そう正しようから伝わる『人を気絶させる』まじないだよ。よく、効くでしょう？」

　少年がこちらを見下ろしながら、勝ち誇ったような笑みを浮かべている。

　その後は、よく覚えていない。

　自分の体が持ち上げられて運ばれたのも、車に乗せられたことも、その時、意識を失っている小春には分からなかった。








エピローグ









　浅草神社の境内は、シンと静まり返っていた。

　澪人は、息を吞のんで一歩前に出る。

「──谷口さんは、東京タワーに行ってへん？」

　確認するように尋ねると、彼は戸惑った様子で頷うなずく。

「東京に来てから一度も行ってないが……」

「そやけど、あなたを見たて人が……」

　そう、谷口が逃げ出す姿が目撃されているのだ。

　あれは、誰の証言だったか……。

　澪人は、はっとして目を見開いた。

「ほんなら、谷口さん、先日、あなたの姿をこの浅草で見たという人がいるんやけど、ここにはよう来たはりましたか？」

　谷口は、いや、と首を振る。

「浅草には、今日初めて戻ってきた。亡くなった母の誕生日でね。母は三社様がとても好きだったから……」

　あれは、小春と共に裏結界を回っていた時のことだ。谷口の目撃情報が入ったことで、澪人は浅草に駆け付け、結界の祈き禱とうは中断となった。

　それも、あの人の報告だった。

　──川瀬博也。

「そうや、なんで気付かへんかったんやろ」

　谷口を『凶星』のリーダーだと思い込まされていたからだ。

　谷口は、和人づてに自分を攻撃した前科を持つため、疑いもしていなかった。

　それでも、どこか何か違和感を覚えていたのだ。

　ふと、川瀬の言葉が脳裏を過よぎる。

　──澪人君が、すごく真面目なのが分かったよ。でも、そうやって距離を取ることで、小春さんを不安にさせてしまうこともあるからね。

　小春さんって、エネルギーが強いから、そういう女性って霊感の強い男にモテるんだよね。

　彼女に触れないようにと気を付けている間に、他の男に奪われてしまったら、元も子もないよね？

　大切にするのは良いけど、彼女を不安にさせて二人の仲をこじらせないようにね。ここにはライバルがいっぱいいるし──

　そう言っていたのだ。

　あの時は、彼も小春に気があって、自分への宣戦布告かと思っていた。

　だが、そうではない。

　自分の気持ちを煽あおり、小春と深い仲にさせようと画策していたのだ。

『凶星』は、自分たちが思う以上に、小春の力に脅威を抱いている。

　東の本部に向かった小春のことを思い、澪人はすぐにスマホを手にした。

　小春に電話を掛けるが、電源が入っていなかった。

「──あかん、小春ちゃんが危険や」

　澪人は顔色を失なくして、そのまま踵を返した。

　背後で宗次朗が、「あ、おい、いきなり、どうしたんだよ？」と声を上げていたが、悠長に説明している余裕などなく、走りながら指笛を吹いて烏を呼ぶ。

「ほんまに、小春ちゃんに何かあったら、許さへん」

　澪人は駆けながら、顔を歪ゆがませて拳こぶしを握り締めた。




　　　　＊　＊　＊




　──誰かが、頭を撫なでていた。

　この手には、覚えがある。

　あれは、野宮で過ごしていた頃のこと。

　驪龍にこれまでのがんばりを労いたわってもらったことで、自分は張り詰めた糸が緩んで、涙が止まらなくなってしまった。

『宮様……』

　目に浮かんだ涙を拭ぬぐっていると、

『ああ、これはいけません。泣きたい時は泣くと良いのです。水はすべてを浄化に導くのです。人の体から出る水も同じですよ。我慢は良くありません』

　優しくそう言ってもらえたことで、涙るい腺せんが緩み、自分は彼にしがみつき、おいおい、と泣き尽くした。

　そうして泣き疲れ、そのまま彼の膝ひざを枕に、自分は眠りに落ちてしまった。

　大きな手で、頭を撫でてもらえたことを夢うつつに覚えている。

　今感じているこの大きな手と、そのぬくもりは、その時と同じだった。

　前世の夢を見ているわけではない。

　驪龍──若宮が、そこにいるのだ。

　小春は雷に打たれたような思いで目覚めて、顔を上げる。

　煌こう々こうと電気がついた見たこともない部屋に自分はいた。

　一見したところ現代的なオフィスのセンスの良い応接室という雰囲気だ。

　デスクにテーブルとすべてが白で統一されていて、観葉植物の緑が映えている。

　窓は、遮光ロールカーテンが下りていて、外の様子が分からない。

　小春は、後ろ手と両足首が縛られた状態で、白い革張りのソファーの上で眠っていたようだ。

　部屋に人の気配はないが、傍らには水干を纏まとった青年の姿があった。

　彼は、人ではない。

　優しい眼まな差ざしで、こちらを見下ろしている。

　宮様……、と言いかけて、小春は言葉を吞み込む。

「わ、若宮くん」

　寝起きでぼんやりした頭が、みるみるしっかりしてくる。

　東の本部の地下駐車場で、白い少年に呪まじないをかけられて、自分は拉ら致ちされたのだ。

　ここがどこなのか、今が何時なのか分からない。

　それよりも気になるのは、なぜ、ここに若宮がいるかだ。

「若宮くんが、どうして……？」

　小春は縛られた体をもどかしく動かしながら、上体を起こして、若宮をしっかりと見詰めた。

　彼は、何を言うのだろう？　という様子でこちらを見下ろしている。

「どうして、『凶星』に加担しているの？」

　小春が切に問うと、若宮は青せい天てんの霹へき靂れきとばかりに目を瞬まばたかせた。

　扇で口くち許もとを隠して、ふふっと笑う。

『加担だなんて……私は、ただ、事の成り行きを見守っているだけですよ』

「…………」

　その言葉には、信しん憑ぴよう性せいがあった。

　彼はいつも事の流れを俯ふ瞰かんしていることが多い。

「そうだね。若宮くんは、私に対してもずっとそうだった」

　小春は、息を吐き出すようにして言う。

　どんなにつらい時も出てきてくれず、すべてを乗り越えた頃にようやく現われて、『よくがんばりましたね』と言ってくれることが多かったように思える。

　それでも……。

「出会って間もない頃は、『もっと頼ってほしい』って言ってたくらいなのに」

　そう付け加えると、若宮は苦笑した。

『あの頃は、私も目覚めて間もなかったですからね……』

　それは、どういうことなのだろう？

　小春が疑問に思った刹せつ那な、若宮は出会った頃の少年に姿を変えた。

「若宮くん……」

　小春は、心なしかホッとする気がした。

　自分の良く知る彼だ、と心から思えるのだ。

『やはり、この姿の方が落ち着きますか……？』

　若宮は幼い瞳ひとみで見上げて、微笑みながら問う。

　うん、と小春は躊躇ためらいながらも、正直に頷うなずいた。

『あなたにとって、大人の姿は、前世の因縁がありますからね』

「だから、若宮くんは、私の前では子どもの姿でいてくれたの？」

　そう問うと、若宮は『いいえ』と微かすかに首を振る。

『そういうわけじゃないんです……。僕もあなたと一緒なんです。ある意味、生まれ変わっているんですよ』

　えっ、と小春は目を瞬かせた。

「どういうこと？」

『かつての僕は、前世のあなたに噓をつきました。因果というのは森羅万象の仕組み。人であろうと神であろうと、分け隔てなく訪れます。あの時起こした水害は、人の命こそ奪いませんでしたが、多くの人の運命を捻ねじ曲げてしまった。あなたもその一人ですね。そうした因果で、僕は力のすべてを失って、泉の奥底に沈められて、長い長い眠りを科せられたんです』

　小春は驚き、しばらく言葉が出なかった。

「目覚めたのは……いつ頃？」

『覚醒したあなたが、京都に来たことで、僕も目覚めました』

　ごくり、と小春の喉のどが鳴る。

　覚醒したというのは、小春の特殊な力のことを言っているのだろう。

『その頃の僕は、まだ力も取り戻せず、現世の生物に姿を変えても小さなままでした。小さな蛇、子猫、そして小さな子ども。ですから、あなたを気遣って子どもの姿をしていたわけではないんです。あの時は人に変わろうとしたら、あの姿にしかなれなかったんです』

　小春は黙って話を聞きながら、あの頃のことを思い起こす。

『あの時の僕は、あなたを欺いてはいないんですよ。目覚めて泉の底から地上に降り立った時、僕は小さな蛇の姿をしていたんです。その時、大きな鳥に攫さらわれて、祇園の辰たつ巳み稲荷いなりの辺りに落とされました。あの時の僕には、力を失う前……約千年前の記憶もあやふやでして、不安で仕方がなく、自分を包んでいた泉という親であり家から引き離され、まさに迷子になってしまった子どもの状態だったんです……』

　小春の脳裏に、ぽろぽろと涙を流していた若宮の姿が思い出される。

　そうだったんだ、と小春は何も言えないまま、相あい槌づちをうった。

『目覚めて間もなかった僕は、あなたとの縁をなんとなく感じながら、ただ無邪気にあなたを慕っていました。あなたが前世の記憶を少しずつ取り戻していったように、僕も時が経つに従って、少しずつ自分のことを思い出していきました。やがて、どうして僕があなたと出会い、慕うのかも分かりました。古いにしえに深く縁があった人なのだと……すべてを思い出した時、僕はあなたには、前世の記憶が蘇よみがえらないままでいてほしいと、勝手ながら願ってしまいました』

　若宮は、切なげにそうつぶやいた。

　かつて、小春が上賀茂の賀茂邸で前世の記憶を取り戻した際、若宮はこういったのだ。

　──起こることのすべては、必然ですから、あなたと僕が再び出会ったように、それもすべて森羅万象の意思なのでしょう。ですが、僕の感情としては、忘れたままでいてほしかったです。

　小春は複雑な気持ちで、目を伏せる。

　次の瞬間、若宮は青年の姿に変わり、胸に手を当てた。

『今、こうして私がかつての力を取り戻せたのは、あなたと澪人君のお陰です。覚えがあるでしょう？』

　小春は、うん、と頷いた。

　澪人と共に、若宮を吉田神社大だい元げん宮ぐうに運んだのだ。

　あの時、若宮は天へと昇っていった。

　おそらく、千年の時を経てようやく天に昇れたのだろう。

　そうして、かつての自分に戻れたのだろう。

「良かったね、若宮くん」

『ありがとうございます。……私はずっと、あなたに謝らなければと思ってきました。約千年前、あなたを欺いてしまいました。本当に申し訳なく思っています……』

　目を伏せる若宮に、小春は息を吞のむ。

　こうして謝ってもらえたのは、嬉うれしいことなのかもしれない。

　だが、欲しいのは謝罪の言葉ではなかった。

　あの時の真実を知りたいのだ。

「若宮くん……どうして、あの時、あんな噓を？」

『それは……』

　若宮は言い難にくそうに、目をそらし、何かを察知したように顔を上げる。

『──今度、もっと時間がある時にお話ししましょう』

「えっ？」

『私はいつも、あなたを見守っていますよ』

　若宮はそう言って、煙のように姿を消した。

　ほぼ同時に、この部屋のドアが開き、白い少年が姿を現わした。

　少年は、目覚めている小春を見て、ああ、と声を上げる。

「起きていたんだね」

　そう言って少年は、ふっ、と口端だけで笑う。

「今、驪龍様の気配がした感じがしたんだけど、もういなくなっちゃった？」

　あの方の名前を知っているんだ……、と小春は戸惑いながら、頷く。

　少年に聞きたいことは山ほどあるが、頭が追い付かない。

「先ほどは、斎王に失礼しました。でも、怪我をさせるよりもずっといいかと思ってね。衝撃があっただけで、今は痛くも痒かゆくもないでしょう？」

　そう話しながら、少年はテーブルの上にコンビニの袋を置いた。

　中に菓子パンやカップ麵めんが、詰め込まれている。

「会うのは初めてじゃないけど、初めまして、小春さん。僕は藤原千歳と言います」

「藤原千歳……？」

　小春は、静かにその名を反はん芻すうする。

「そう、僕はね、選ばれた人間で、『神の器』なんだ」

　千歳は胸に手を当てて、目を輝かせる。

　そんな彼を前に、小春の背筋に悪寒が走った。

　その瞳に映る光が、歪ゆがんでいるように感じたからだ。

　こういう目を以前も見たことがある。

　あれは、朔也の記憶に触れた時だ。

　自らの力に陶酔していた拝み屋が、そんな目をしていた。

　自分を神に近しい者だと信じている者が、放つ瞳の光──。

　自信に満ち溢あふれているのに、虚無の影が見えるのだ。

　小春は遣やる瀬せない心持ちで、そっと少年と目を合わせ、額に力を込めた。
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